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　　第一話　愛情表現





　――エリアスっていうのは誰だれなんだい？――

「え？　ばあちゃん。それはどういうこと？」

「春はる男おちゃん。今、側そばに誰かいるのかい？」

「ああ、うん……その」

　バリ４の基地局の周辺に咲く蓮はすの葉の海に、エリアスの姿を探した。

　淡い桃色の着物姿のエリアスが蓮の茎にそっと触れ、花びらにキスをしていた。はしゃいでる。ぼくの視線に気づいたエリアスの顔は花のようにぱっと明るくなった。いたずらっ子の微笑ほほえみ。

「あらあら、エリアスっていうのがいるのね」

　ああ、と返事をする声が硬くなった。

　真ま魅みばあちゃんはエリアスを知らない。なんで？

　ぼくには、地伝を解決するための素敵な仲間が現れるといってくれたのは、真魅ばあちゃんだ。

　仲間というのはライムやかま子このことで、エリアスは含まれていなかったのか？

　急に思いだしたことがあった。ライムがいつだったか教えてくれた話。それを口にした。

「ぼくには『ちっちゃな仲間ができる運命』だって、ばあちゃんはライムに伝えてくれたんだよね？」

「ええそうよ。でもそれはキャンディのことよ。ごめんなさいね。ばあちゃんが生きていた頃ころは、キャンディはまだ子犬だったから」

　蓮はすの花は池ではなく、芝生に咲いている奇妙な場所だった。にも関かかわらず、足元がジュブジュブと音を立てて、沈んでいきそうだった。無性に叫びたい衝動に駆られた。

　じゃあ、エリアスって誰だれなんだ！

「ばあちゃん、エリアスはさ――」そこで遮られた。

「春はる男おちゃん、電話口であまり『エリアス』という名前を口にしないほうがいいと思うわ。これからばあちゃんのいうことで、イエスだったら『物もの干ほし竿ざお』。ノーだったら『つっぱり棒』を言葉のなかに入れて、返事をしてちょうだい」

　物干し竿占いのばあちゃんらしい秘密のやりとり。笑ってしまいそうになったが、でもそれは、ばあちゃんがエリアスのことを警戒してるからだとわかることで、悲しかった。

　噂そん長ちようの心象が気象に反映される世界。

　午後四時まえでもがっつり真夏日。噂長がご機嫌な証あかしだ。ぼくは白無地のカッターシャツに海パン姿だったが、じんわりと汗をかいていた。ただ、ぼくの気持ちのほうは真冬日だった。

　エリアスの正体がわからない。

　いや、エリアスの正体は、ただの下ネタ好きの20センチのセクシードールで、頭のいい同居人だ。そうなんだ。そうなんだよ。きっとそうなんだよ。ぼくは自分にいい聞かせるように、頭のなかで繰り返した。



　ばあちゃんに返事をする短い時間のなかで、今起こってる様々な出来事に思考が飛んだ。

　プチ神隠しの地伝に遭い、噂長の世界ホームに連れてこられた60名以上のマボチューの二年二組と三組のクラスメイト達たち。ちなみにこの異世界は明日の24時を過ぎればあの世に辿たどり着いてしまう期限つき。

　歌沫姫うたかたひめの地伝の元凶になってしまい、歌い続ければいずれ声を失ってしまうコトリ。

　噂長の世界に一年半以上も閉じこめられたままの由ゆ井い妃き唯い。しかもその由井妃唯は上書き睡眠という地伝の元凶。

　さらには、真ま魅みばあちゃんと会話することを可能にしているバリ４の地伝。

　ぼくのクラス担任の新しん藤どう先生が地伝の生みの親である噂長だとわかった。このことはクラスメイト達は、まだ知らない。

　あの世行きの異世界と噂長の登場と四つも地伝が起こっているんだ。ほんの少しでも疑わしいことを見逃してしまえば、守りたいものを守れなくなる。でもエリアスはだいじょぶだと信じてる。エリアスは怪しくなんかない。知れば知るほど、ぼくの味方だってわかるはずだ。

　もしかしたら、真ま魅みばあちゃんの占いでたまたまエリアスのことがわからなかっただけかもしれないしさ。そうだ、たまたまだよ。あれ、たまたまってどういうことだろ？

「春はる男おちゃんは、エリアスのことを仲間だと思っているわけよね？」

　ばあちゃんの声音はエリアスの存在を完全に訝いぶかしんでいる。心配はいらないと、ばあちゃんに伝えるため強い調子でいった。

「物もの干ほし竿ざおは鉄より塩化ビニールのほうが軽くて好きなんだ！」

　大きな声をだせば、心のなかの暗い疑念を払い除のけられる気がした。それにしても間抜けな受け答えだ。

「イエスってことね。その調子でお願いね。それでね春男ちゃんは、そのエリアスと一緒にこれまで地伝を解決してきたの？」

「さおだけ屋から物干し竿を買ったことはないよ。いつもホームセンターなんだ」

　回りくどいがイエスの意味。エリアスには物干し竿の話をしているふり。

　エリアスの側そばでエリアスには内緒でエリアスの話をする。実に嫌な気分だった。

　後ろめたさから、ぼくは視界にエリアスを入れたくなくて、回れ右をした。



「物干し竿」といった回数は十二回。「つっぱり棒」といった回数は九回。

　それで、エリアスと出で逢あってから今こん日にちまでのことを伝えた。

　ばあちゃんの質問の仕方が上う手まいので沢山のことを伝えられた。エリアスの頭はとてもいいこと、優しいやつだってこと、人形だってこと。ぼくはエリアスのことをいっぱい知っているんだなって改めてわかった。ばあちゃんにエリアスのことを知ってもらうのがうれしかった。エリアスはいい仲間でしょ。ばあちゃんもそう思うよね？

　ぼくは繰り返し物干し竿やつっぱり棒がどうのこうのなんていってないで、ただ、そう問いかけたかった。



　こっちの情報を伝えるだけではなく、ばあちゃんからも噂そん長ちようの能力についてさらに教わった。重要な話だ。

　ぼくが物干し竿で噂長を倒せば、噂長の身体は消え、成仏するということ。噂長を倒した際に未解決の地伝の効果はすぐにはなくならず、やがて自然に解決されるとのこと。だから噂長を倒しても、まだ効果を発揮したままのプチ神隠しの地伝の元凶であるマボチューの視聴覚室のスクリーンをつかって、現実世界に帰れるとのことだった。

　人の噂うわさは七十五日。噂長がいなくなっても地伝の効果は七十五時間。そんな感じかな。噂長を倒した後の地伝の影響ですら物干し竿占いで推し量ることができる真魅ばあちゃんでも、わからないエリアスの存在。

　またエリアスを疑ってしまいたくなる気持ちを抑えて、ばあちゃんとの会話を続けた。

　そして、話は別の方向に向かった。ばあちゃんが予言できなかったことが、もう一つあったのだ。

「エ？　春はる男おちゃんは、物もの干ほし竿ざおで地伝を倒す力に自然に目覚めたの？　あら、それはおかしいわね。ばあちゃんがライムちゃんに渡した能力覚かく醒せいの鍵かぎをハーレーに挿す以外に、春男ちゃんの力が目覚めるわけはないはずなんだけどね。どうしてかしらね」

　能力覚醒の鍵。それはばあちゃんの愛車のハーレーダビッドソンのエンジンキーのこと。ライムと出で逢あった三週間ほどまえのホームセンター・サンデー大工での話だった。

　ぼくが能力覚醒の鍵でハーレーのエンジンをかければ、噂そん長ちようや地伝の元凶を倒す力がぼくに宿るはずだった。だが、自然に力に目覚めたぼくには不要だった。ライムからそんな話を聞いたのは、遥はるか昔のことのように思える。

「あらあら、結局鍵はライムちゃんがつかったのね。ええそうなの、それでつっぱり棒を自由自在に伸ばす能力が覚醒したわけなのね。ライムちゃんがそんな力を得るなんて驚きだわ。もともと春男ちゃんには特殊な能力を持つ仲間ができることはわかっていたわ。でもそれはライムちゃんの持つ、地伝が今現在起きてるかどうかわかるつっぱり棒占いのことだったんだけどね」

　ばあちゃんの予言のわずかなズレは続く。ばあちゃんのお墨付きの力は、エリアスが持つ、対象のまえにくると地伝の元凶かどうかわかるという能力のことだと思っていた。振り返り、遠くの蓮はすの葉で寝転がるエリアスの姿を一瞬だけ捉とらえてから、ぼくはそれを話した。

「そうなのかい。エリアスは地伝の元凶のオーラを感じ取ることができるわけなのね……それと全く同じ能力を持っている人物を一人だけ知ってるわ」

「え、ばあちゃん。それは誰だれなの？」

「地伝のオーラがわかるもう一人は、噂長よ」

　エリアスは噂長と同じ能力を持ってる!?

　これはいったいなにを意味するんだ？

　ぼくは無性にばあちゃんとのんきに思い出話がしたくなった。なにもかも全部投げだしたくなったのだ。ぼくが地伝の元凶を倒す力に自然に目覚めるのは不可思議。ライムがつっぱり棒を自在に扱える能力を手に入れたのは予想外。頭が痛くなってくるぜ。

　ノストラダムスの大予言だって外れたんだ。ばあちゃんの予言だって、たまに外れることもあるよね？

　そんなことを軽い調子でいわせなくする機能がバリ４には働いているのかもしれない。声にしていえない。軽口のマナーモード。



　エリアスのスリーサイズ以外の情報を聞き終えたばあちゃんが、重い息と共に漏らした。

「どっちかだとは思うの」

　物干し竿ともつっぱり棒ともいう必要のない問いかけだった。そのまま待った。

「エリアスは、春はる男おちゃんの味方のふりをしている敵か、味方か」

　究極の二択だった。

　恋愛シミュレーションゲームじゃなくたって、間違えたら即バッドエンドに直結しそうな選択肢。ただ、ぼくはゲームの主人公じゃない。コンティニューがないのが残念だ。

「春男ちゃんごめんなさい。ばあちゃんはエリアスについて、予言もできないわ。力になってあげられなくてばあちゃんもつらいけど、春男ちゃんが決めてちょうだい。エリアスを信じられるかい？」

　もう一度回れ右をした。二十メートルほど先では、強烈なセクシーポーズが繰り広げられていた。蓮はすの葉の上に座るエリアスは腰より上の着物をはだけさせ、左右の胸で蓮の茎を挟んでいる。蓮の花びらよりも小さな手のひらで手ブラ。目があった。表情はやっとこっちを向いてくれたというようなふくれっ面。いったいいつからそのポージングをしていたんだ。ばあちゃんの声が頭のなかで響いた。

　――エリアスを信じられるかい？――

　大事な二択だったが、迷うような二択じゃなかった。

「ばあちゃん、その答えは物もの干ほし竿ざおだ」

　エリアスは、あやしい行動が多い敵じゃない。やらしい言動の多い仲間だ。ばあちゃんの優しい声が返ってきた。

「ええそうね、祈ってるわ。エリアスちゃんが春男ちゃんにとって、素敵な仲間であるということを」



    

  
    
      



    

  
    
      　エリアスのことがちゃん付けになっていた。ばあちゃんが呼ぶエリアスという響きにも柔らかさが加わっていた。ぼくが信じる仲間をばあちゃんも信じてくれたのだ。

「ありがとう」

　エリアスは、自分の小さな身体では戦うことができないといって悔しがっていた。でも、いざぼくがピンチになると、自分の身体ほどの大きさのハサミを抱えて、噂そん長ちようの顔面にダイブしてくれたんだ。そうだよ。あんなに頼りになる仲間を信じられなくてどうする。

「あらあら、春はる男おちゃんごめんなさいね。ライムちゃんからキャッチが入ったみたいだわ。一いつ旦たん保留にするわね。待っていてちょうだい」

　驚きだ。バリ４にもキャッチホンの機能があるなんて。

　でもさすがに保留音はないようだ。小規模の砂すな嵐あらしのような音がした。ケータイを耳から離したぼくにエリアスが気づいたようだ。

　重なりあう蓮はすの葉はエリアスにとってみればアスレチックみたいだ。器用にバランスを取りながらこちらにやってくる。はだけていた着物は襟を正している。安心。

　ぼくの足元にきたエリアスが一言。

「物もの干ほし竿ざおトーク盛りあがってたね」

　秘密のやりとりがエリアスに見破られている気がして、ぼくはそっぽ向いていった。

「つっぱり棒トークも盛りあがってたよ」



「キャッチホン？　地伝のくせに電話サービスも兼ね備えてるなんてやるわね。あ、でもキャッチホンって、ＮＴＴの商標登録じゃないの？」

　地伝に知的財産権は適用されないのだろう。ぼくは、ａｕでいうところの「割込通話サービス」についてのトークはさておいた。

「それよりさ、ライムがバリ４で繋つながる相手も、真ま魅みばあちゃんでうれしかったよ」

　バリ４は故人のなかで一番忘れられない人と話せる地伝なのだ。宝ほう明めい院いん真魅を忘れていない人が一人でも多くいることは、孫として喜びだった。

「ライムならベイブ・ルースに繋がるかもしれないと思ったけどね」

　野球好きのライムだ。ベースボールの神様に繋がってもおかしくない。ただ、エリアスのそんな冗談に一緒に笑ったあと、楽しい会話の余韻に疑念が忍び込んでくる。エリアスは噂長と同じ能力を持ってる。ということは地伝の元凶や地伝の影響を受けた存在なのだろうか？　いや、それは違う。ぼくは地伝の元凶や影響を受けた人の側そばにいると身体能力が上がるのだが、これまでエリアスの近くにいたからといって、それらの力が上昇したことはない。エリアスは真魅ばあちゃんにもぼくにも推測できない特別な存在。

「春男、なんか怖い顔してるよ。まさか、わたしがはだけた着物を勝手に直したから不機嫌なの？　でもね自ら着物を脱ぐ女より、春男は自分で脱がせたいでしょ？　いいよ、お代官様」

　ぼくは江戸幕府の役人じゃない。エリアスのなかでの「お代官」の意味は、着物を脱がす人なんだろうけどね。どうもエリアスと話していると、必死に思い悩んでいることなんて馬ば鹿からしく思えてくるから、不思議だった。ぼくは真剣な調子でいった。

「ライムはばあちゃんと連絡を取りあえてるわけだしさ、なんとかしてライムとかま子こに合流したいな。なるべく二人を危険な目には遭わせたくないけど」

「ふふっ、春はる男おは優しいけどそんな水臭いこといってちゃダメだよ。仲間が全員揃そろわなきゃ、噂そん長ちようを倒せなくなっちゃう。危険な目に遭うのを嫌がる二人じゃないわ。仲間を信じなきゃ」

　――仲間を信じなきゃ――

　全くその通りだよな。

「ああ、そうだな」

　噂長には圧倒的な力の差を見せつけられ、真ま魅みばあちゃんはエリアスを知らないという。

「あ、靴くつ紐ひもほどけてるじゃない。もうしょうがないな、わたしが結んであげる」

　できることは信じること。



　右足のスニーカーの靴紐の先を両手に持つエリアス。大苦戦のチョウチョ結びの途中、ケータイにばあちゃんの声が戻ってくる。

「お待たせしたわね。ライムちゃんとキャンディは一緒に行動してるわ。それでね、春男ちゃんの学校は行方不明者多数ってことで、すごい騒ぎになってるみたいよ」

　視聴覚室にペンケースだけを残して消えた二クラス分の生徒達たち。騒動になって当然だよな。スニーカーの足の甲の上に乗ったエリアスが「今度、靴紐で亀きつ甲こう縛りにチャレンジしようかな」と呟つぶやいているのを無視して、ぼくはばあちゃんに聞いた。

「ライムとかま子がこっちにこれる方法はないかな？」

「ええそうね。ライムちゃんもキャンディも春男ちゃんのもとにいきたがってるわ。唯一の方法は、噂長が自主的に異世界と現世の扉を開けるしかないわけなのよね。プチ神隠しの地伝の元凶は、春男ちゃんの学校の視聴覚室にあるスクリーンだったわね。そうよ、プチ神隠しの地伝の新しい噂うわさをライムちゃんから教えてもらったわ」

　その新しい噂を聞いた。現実世界と異世界は互いにいつでも自由に行き来できるわけではなく、門番のような存在がいて、その門番が世界間の扉を繋つないだり、閉じたりしてるそうだ。噂におけるその門番とは噂長のことだ。やつが成仏でもしない限り、プチ神隠しの効果を起こせるのは噂長だけらしい。聞き終えたぼくはいった。

「ああ、そうか。噂長はぼく以外の関係のない生徒を現実世界に帰すっていってたんだ」

　いつのまにかエリアスはチョウチョ結びを終えていた。サンキュ。

「あら、それならその時がチャンスだわね。ライムちゃんとキャンディに伝えておくわね。春男ちゃんの学校の視聴覚室に向かっていてちょうだいって」

　真魅ばあちゃんとのバリ４は只ただ今いまライムのほうが保留中だった。こっちが保留にされてしまうまえに、どうしても聞いておきたいことがあった。

「ばあちゃん、その、あのさ」

　なんで１００％負けるとわかっていて、戦ったの？

　それは声になってでてこなかった。頭のなかに湧わきでる言葉をまとめる。

　ぼくが小六の三学期にある女の子（ハナさん）に占いをしてあげてると思うんだけど、その子にバリ４の地伝を予言したよね。未来にも地伝がなくなっていないとわかっていながら、ばあちゃんは噂そん長ちようと戦いにいったの？　それって負けるのわかっていたんだよね？　もしかして死ぬのもわかっていたの？

　それはいえなかった。

　だから、気になっていた別のことを先に聞くことにした。

「なあ、ばあちゃん。噂長の手紙にさ、気分転感って言葉がつかわれてたんだ。変換の『換』じゃなくて、感動の『感』。気分転感って、ばあちゃんの造語だよね。その造語がぼく宛あての手紙につかわれてたんだ。なんで噂長がばあちゃんの造語を知っているのか、なにか思い当たることないかな？」

「……ええそうね。春はる男おちゃんに、話しておかないといけないわね」

「なんだい？」

　そこで足元にわずかな引力。エリアスが結んだばかりのチョウチョ結びを解いて、片方の紐ひもを引っ張っている。かまってほしくて戯ふざけてるわけじゃない。ぼくの脛すねの間から凍りついた視線でどこか奥を見ている。エリアスの表情は恐怖や焦燥が配列された結晶になってる。幾重にも重なりあう蓮はすの葉の裏にエリアスが身を隠す寸前、声にならない口の形で教えてくれる。

　そ・ん・ちょ。

　同じタイミングで、ばあちゃんの声が届いた。

「噂長はね、ばあちゃんの物もの干ほし竿ざお占いの40年来のお客さんなんだよ」



　カサカサ。背後から踏みつけられた蓮の葉がひしゃげる音が近づいてくる。気づくのが遅かった。背後の人物が駆けてくるのが速かった。振り返る余裕もなく、背中から抱きつかれる。ほのかに甘い匂におい。ぼくの腰にまわされた誰だれかの片腕。その手の先には、見覚えのあるゴールドのネイル。背後の人物によって、ぼくのシャツ越しのお腹なかが愛いとおしそうに優しく撫なでられる。金色の頭の五匹の蛇がじゃれあってるようだ。不安の混ざったばあちゃんの声が届く。

「もしもし？　春男ちゃん」

　ぼくのケータイを持つ右手に重ねられる手。綺き麗れいな細い指は恐ろしいほどの力を秘めていた。金色の爪つめの女がケータイを奪っていく。

「ハルオ君のファーストキスはどこぞのクソ人形に奪われてしまいぃまぁしぃたぁあ」

　語尾の母音をしっかりと発音する気持ちの悪い癖は健在。

　ゆっくり振り向くと、噂そん長ちようのケータイを持つ手が見えた。第一関節より先が丸く膨らんで見える人差し指。いや、指の先になにかが突き刺さっているようだ。

　ぼしゃん。

　あまり重みの感じられない肌色のピンポン球のような、それが落ちた。

　蓮はすの葉に転がったのは、エリアスの身代わりにさしだしたエリアスそっくりの人形の首だった。

　髪の毛を毟むしられ、鼻はそぎ落とされ、唇は削られ、絵の具の綺き麗れいな瞳ひとみは二つの空洞に変わっていた。おそらく額だった場所にはカッターの刃が折れたまま、刺さっている。無惨だった。噂長に見つからないように葉の裏に隠れているエリアスには、見せたくない代物だ。

「あらあら、地伝を四つも起こしているみたいね。地伝に振りまわされて我を忘れるなんて、いけないわ。落ち着いてちょうだい」

　さすがばあちゃんだった。噂長相手でも穏やかな声。内心はもちろん波立っているはずだ。ばあちゃんは噂長に対する敵意を隠して、宥なだめようとしている。それはなにより、今この場にいるぼくのために。

「ふふふふっ、ハルオ君のヴァージンはアタシがおいしく頂きますね。ほんとアタシとハルオ君の相性は最高なんですよ」

　噂長はぼくに抱きつくことで機嫌がよくなっているようだ。殺人的な陽光が注がれ始め、蓮の葉や雑木林の茂みから夏の緑が匂におった。背後の狂人のせいで、ぼくの気持ちは冬の草木のように冷えて、枯れてる。

「明日、アタシとハルオ君が一緒にお風呂に入る時にね、花びらの一つでも湯船に浮かんでないと淋さびしいと思ったのよ。だから蓮の花を摘みにきたら、こうして偶然会えるんですもの。最高だわ。うふふふっ」

　噂長はばあちゃんとまともに会話する気はないようだ。ケータイを持ったほうの手もぼくのお腹なかを撫なで始めていた。ぼくに会えたことで実にご満悦のようだ。空には飛行機なんて飛んでいなかったのに、飛行機雲でハートの形が誕生していた。ムチャクチャだ。

「薔ば薇ら風呂じゃなくて、蓮の花の風呂とはずいぶん趣味がいいな」

　皮肉は効かないようだ。噂長はぼくに褒められたと思ったのか、幸せそうに微笑ほほえんで、再びケータイを耳に当てた。

「うふっ。真ま魅みばあさんは、ひ孫の名前はなにがいぃいぃでぇすぅかぁあ？」

「一つだけいっておくわ。香か奈な子こちゃんは自分を失ってる」

　ばあちゃんが「噂長」ではなく「香奈子ちゃん」と呼んだのに違和感を覚えたが、香奈子ちゃんと呼ぶ声に怒りや憎しみではなく、憐あわれみがこもっているのを感じて、妙にしっくりきた。ばあちゃんは続ける。

「いつもの優しい香奈子ちゃんじゃない今のあなたは、春はる男おちゃんの好みのタイプとは程遠いわ。半世紀も生きて、やっとであった初恋の人が春男ちゃんなわけなんでしょ。いきなり子作りするより、おててを繋つなぐデートから始めたほうがいいんじゃないかしらね。ええそうよ。ゆっくり時間をかけて」

　噂そん長ちようへの怒りを見事に包み込んだ優しく諭すような声だった。噂長を冷静にさせる。それがばあちゃんの意図。

　ただ、噂長のつぎの行動は予想外だった。

　ぼくのお腹なかを撫なでていた噂長の片手が、いきなり海パンのなかに入ってきて、すぐさまアレが握られる。

　ハートの飛行機雲のなかで蛇のような雷光が走った。怒りと喜びのコラボの天気。

「のんきにおててなんて繋いでて、生理があがっちゃったらどうするのよ。早く生殖器繋げて、ゴスゥゴスゥ、ドゥビュドゥビュしないとだぁめぇなぁのぉよぉおおおぉおおぉ」

　噂長の手のなかで、ぼくのケータイが握り潰つぶされる。マジックを見ているようだった。握った拳こぶしからはみだしたケータイの両端が切断されたように落ちて、手のひらに残ったケータイのプラスチックは液状にまで溶かされていた。お気に入りのアニソンを入れてあった２ＧＢのＳＤカードよ、さようなら。

「ハルオ君、ケータイ壊しちゃった。許してください」

　ねちょり。プラスチックのローションまみれになった手も海パンのなかに入れられる。人肌のねっとりとした液体が太ふと腿もものつけ根に垂れて、腰が引ける。噂長は背中からぼくをしっかりと抱きかかえる姿勢のまま、両手でゆっくりとぼくのアレを上下にしごき始める。

　不快感だけで吐きそう。いや、死にそう。

「か、香か奈な子こ、ケータイで手をケガしてないかい？　あ、あと、その、アレに触るのはやめてくれないか。シャ、シャワー浴びてないから、綺き麗れいじゃないしさ」

　この場で殴りつけられれば、どれだけ気持ちがいいだろう。

　ぼくの身長と変わらない塩化ビニールの物もの干ほし竿ざおは近くの木の幹に立て掛けてあるが、何の策もないこの状態で戦闘になるのは避けたかった。葉の裏に隠れたエリアスと無事に噂長のまえから離れることが、なによりも優先だ。

「うふっ、恥ずかしがり屋のハルオ君ね。ケータイなんてなくてもヘーキよね？　死んだ占いババアと話したって、辛気臭くて楽しくなんかないものね」

　瞬間、怒りが溢あふれた。

　ぼくの海パンに入れられた噂長の腕を掴つかむ。力が強すぎて噂長の腕はまるで海パンから抜けなかった。それでもぼくは力を緩めない。ばあちゃんを悪くいわれて、芝居を続けるのはきつかった。ばあちゃんを殺したのは目の前の噂長なのだ。

　冷静に。冷静になるんだ。頭のどこか遠くでそんな声が警報のように響いてる。

「どうしたのハルオ君……まさかアタシに男性器を触られるの嫌だった？　気持ちよくないの？　おかしいわ。好きな女の人にゴシゴシしてもらえば、男性器はガチガチにビンビンになるはずなのに。ハルオ君のヘナヘナでフニャフニャだよ。どぉおぉしぃいぃてぇえなぁのぉお？」

　ぼくはドＭじゃない。恐怖は性的興奮とは真逆だった。

　空には雨をたらふく抱えた暗い雲が立ちこめてきて、ハートの飛行機雲を空の端に追いやっていく。心のなかが信じられないくらいわかりやすいやつ。返答次第では気温は氷点下にまで落ち込み、風雪に見舞われるだろう。凍死するわけにはいかない。噂そん長ちようを好きなふりをするんだ。



　ぼくのアレに触れる噂長の手の動きが止まった。ガサガサ。背後の雑木林の茂みから、人の気配。手の力が抜けたところで、ぼくは海パンから噂長の腕を抜いた。

　すぐに声が届いた。

「あ、田た中なか君、それに新しん藤どう先生。こんなところでなにをしてるんですか？」

　膝ひざの高さまで生え放題の草のなか、こちらを見つめるその人はハナさんだった。



　ハナさんには誤解を与えていた。

　この異世界のハナさんの部屋でエリアスの姿を見られてしまった際、ぼくは着せ替え人形を好んで持っていたことにして誤ご魔ま化かしたのだが、それがアウトだった。着せ替え人形はハナさんのつらい過去を刺激するものだったのだ。無理もない。ハナさんは実の祖父に、着せ替え人形にされていたのだから。

「ああ、ハナさん。さっきはごめん」

　海パンを押さえながらの謝罪は間抜けだった。噂長だと疑っていた時はハナと呼び捨てにしていたが、さん付けに戻した。本当にハナさんにはしっかり謝りたい。

　大きめのリボンのついた真っ白なフリルブラウスに、ドット柄のサブリナパンツ姿のハナさんは、いつも通りの年上のお嬢様みたいだった。雑木林には似合わない服装だ。そして、強い日ざしの下、なぜかブラウスが湿っているようだった。肌にぴったりと張りつき、薄い黄色のブラジャーがうっすらと透けて見えた。

　茂みからでてきたハナさんにぼくはいった。

「急に家をでていったから心配したよ。ここにいたんだね」

　ハナさんの視線が、ぼくのシャツのお腹なかの部分に当たったのがわかった。未いまだに背後から抱きついたままの噂長の両手が、そこで重ねられているのだ。ハナさんは見なかったふりをするように、俯うつむいて話し始めた。

「ハイ、宝ほう明めい院いんさんにはいずれこの場所で死んだ人と話せるようになると予言していただいたので、その日からハナは、まぼろ樹海を散歩するのが日課になりました。その時はバリ４の噂うわさはまだ全然広まっていなかったんですけど、いつのまにかここにくるとすごく落ち着くようになったんです」

　その話を聞いて思いだしたのは、まぼろ樹海には中学生くらいの女の子が一人で徘はい徊かいしているという噂。あれはハナさんだったのか。それほど、亡くなった両親と話したがっているハナさんがバリ４で繋つながった相手は、最悪の思い出を残した祖父。通称彼。これじゃ救われない。バリ４の地伝を解決するまえにハナさんをなんとか両親と話させてあげたい。

　噂そん長ちようがいう。

「そういえばハナチャン、昨晩は押し入れに閉じこめててごめんね。てっきりハルオ君はハナチャンのことを好きだと思っていたから、やきもち焼いちゃったの。うふっ、でもハルオ君はアタシのことを愛してるみたいだから、勘違いだったわね。ハナチャンに改めて紹介するわ、明日この世界の最後の一日をアタシと四六時中性交しあったあとに心中する最愛の人、ハルオ君です」

　ひどい紹介だった。声高に否定できればどれだけよかっただろう。だが噂長のご機嫌を取り続けることが唯一の安全策だった。敵キャラの気分を害さないように細心の注意を払うヒーロー。この上なく最低だ。

「田た中なか君と新しん藤どう先生は心中してしまうんですか？」

　ハナさんはこの状況をわかっていない。説明したいがそれもできない。ハナさんの立っている場所だけ日陰になったみたいだ。見ているのがつらくなるほど淋さびしそうな顔。

　噂長がハナさんのその表情になにかを勘ぐった。

「もしかしてハナチャンはハルオ君のことがすぅきぃなぁのぉ？」

　そんなセリフをぼくのお腹なかを撫なでながらいう噂長。ムチャクチャだ。非力のぼくでは噂長にされるがまま。手を振りほどけない。情けない。エリアスは依然息を顰ひそめて、蓮はすの葉の裏に隠れている。

　この場で一番自分の気持ちを見失っていないのはハナさんかもしれない。震える声をそのままに、悲しみを振り払うようにいった。ハナさんはいつだって必死に話すんだ。

「田中君は、ハナのことを気にかけてくれます。ハナのことを魅力的な女の子だといってくれました。その言葉にハナは勇気を貰もらいました。田中君は、ハナの初恋の人なんです」

　ハナさんの想おもいはとてもうれしかった。でも、それはこの場でもっともいってはいけない類たぐいの言葉だった。

　噂長の怒りのこもった特大の稲妻が空を一瞬白く染め、巨人の唸うなり声のような轟とどろきが数拍遅れて、やってくる。ＲＰＧで雷属性の魔法を習得している黒魔道士だって、そんなにサンダーを発生させたりしないだろう。ハナさんは短い悲鳴を上げ、その場に座り込む。

「へー、そうなの。ハナチャンって大人しそうな顔して、すごい勇気があるのね。愛の告白を他人がいるまえで話せちゃうなんて。ふーん、ハナチャンはハルオ君のこと、好きなんだー。でも、ハルオ君は誰だれにも渡さないわ。許せないわ」

　噂長の表情を殺気が帯びる。もう、好きなふりをして誤ご魔ま化かすのは限界かもしれない。ぼくはうしろ向きに噂長の顔に頭突きをくらわして、叫んだ。

「ハナさん、逃げろ！」



　ぼくの頭突きなど、噂長にとっては水しぶきが顔に飛んできたくらいのものなのだろう。ぼくはあえなく噂長に払われ、蓮の葉の上に横ざまに倒された。無様だ。

　噂そん長ちようが蓮はすの小さな花を踏み散らしながら、ハナさんに歩いていく。

　新しん藤どう先生が噂長というイカレタ存在だったとは知らないハナさんは、いつもと様子の違う先生を不安げに眺めたまま、棒立ちしている。

　噂長はぼく以外の人間にはひどく無関心だ。関係のないクラスメイト達たちは現実世界に無事に帰すと約束してくれている。だが噂長は、ぼくのことを好きだという女の子には容赦しない。コトリはぼくのことを好意的に想おもってくれていたばかりに、地伝の元凶にされてしまい、声を失うかもしれない状態に陥っている。

「ぐあああっ」

　這はいつくばってしまった気持ちと身体を奮い立たせる。前傾姿勢で必死に駆けた。噂長の腰を抱き締めるようにしてタックル。そのまま、蓮の葉のベッドに押し倒す。俯うつぶせで倒れた噂長が身体を反転させ、腹筋の要領で起き上がろうとする。ぼくは必死に押さえつけ、叫んだ。

「香か奈な子こ、あんな子どうでもいいじゃないか、ほっておけよ。ぼくが好きなのは香奈子なんだからさ。なあ、他ほかの女なんて関係ないだろ！」

　噂長に馬乗りになるぼく。噂長の表情は笑みの形で固められる。吐息のような声でなにかいってる。

　他の女なんて関係ない。他の女なんて関係ない。好きなのは香奈子。

　狂気とご機嫌のひとり言。困惑しているハナさんの非難めいた声がぼくに届いた。

「田た中なか君ひどいです。ハナのことなんて、どうとも思っていなかったんですか？」

　聞いてるのがつらかった。嫉しつ妬とに狂った噂長から守るには、こういうしかなかったんだ。ハナさんごめんよ。

　仰あお向むけに倒れたままの噂長がぼくの頭を両手で抱え、自分の胸元に引き寄せてくる。ぼくの顔は噂長の真っ白いレザーのライダースーツの胸に埋まった。

「そんなことどうでもいいのよ。うふっ、ハルオ君、本当の気持ちをこの哀れな女に教えてあげてよ。ペッタンコの女なんて好みじゃないわよね？」

　噂長のいうことは絶対だった。胸に押しつけられていた状態から解放される。これからいう言葉は芝居なんだと、ハナさんに伝えてあげられないことが辛かった。

　ぼくは泣きそうになりながら、すでに涙を瞳ひとみの端に浮かべているハナさんを見つめた。

「ああ、そうだ。ハナさんなんて特に興味もないよ。邪魔だ。早くどっかいってくれ」

　実の祖父の言葉に傷つけられることの多かったハナさんの過去。ひどい言葉をかけることでぼくの心も悲鳴を上げた。でもこれがハナさんをここから無事に逃がす言葉なんだ。噂長は両腕を伸ばしてぼくの首のうしろにまわす。そのままぼくを引き寄せ、もう一度自慢の胸にぼくの顔を埋める。それでハナさんの表情が見えなくなった。

　悲しんで泣いているのかもしれない。

　いや、ぼくに呆あきれているかもしれない。

　それでもいい。ぼくのことなんか嫌いになってくれてもいい。ハナさんがどこかにいってくれれば。ハナさんがこの場から無事に逃げてさえくれれば。

「ごめんなさい。新しん藤どう先生と田た中なか君が両りよう想おもいだったなんて知りませんでした。お二人の邪魔はしません。田中君の嫌がることはしません。だから、田中君、ハナのこと、邪魔だなんていわないでください」

　ぼくは顔を上げた。噂そん長ちようがうっとりとぼくの顔を見ている視線を感じた。蓮はすの葉が擦こすれ合う音が徐々に遠のいていく。ハナさんはぼく達たちに距離を取ろうとする淋さびしげな後ずさり。ただ、立ち去るつもりはなさそうだ。後退する足も止まり、その場で涙に濡ぬれた瞳ひとみをこちらに向けている。

「キャッ」

　不意にハナさんが短い悲鳴を上げた。身体能力が上がっていて、視力すらもアフリカの先住民のように向上してるぼくには、はっきりとわかった。

　隠れていたエリアスがハナさんの足元に飛びだしたんだ。



　ハナさんが悲鳴を上げてしまったのも無理ない。動く人形をいきなり見れば誰だれだって驚くよな。ぼくはエリアスと短い目配せ。みんなの無事が最優先。ぼくはどうなったっていいんだ。覚悟を決めた。

　べったりと髪が張りつく噂長の頬ほおを両手ではさむ。噂長にエリアスの姿を見られるわけには、いかなかった。

「ハルオ君ちょっとどいて。ハナチャンにお仕置きしなきゃいけなぁいぃかぁらぁあ」

　もともとは整った顔立ちの噂長だったが、狂気が宿るとこれほど人の顔は変わってしまうのだと知った。噂長の二つの瞳は、灰白色の曇り空のなかを縦横無尽に動き回る黒い太陽のようだ。やたら血色のいい赤い唇は猛毒の果実。乱れた髪がべったり肌にまとわりついてる。

「香か奈な子こ、目を瞑つぶってくれないか」

「目なんか瞑ってられないわ。ハナチャンなんて、三十秒で骨まで潰つぶしてあげるわ」

「香奈子を三十秒で骨抜きにしてあげるよ。目を瞑るのはエチケットだぜ」

　芝居をし出すと時たま台詞せりふが異常にクサイのがぼくの悪い癖だった。決死のアドリブ。仰あお向むけの噂長の身体に、馬乗りになっているぼくの身体を倒していく。猛毒の果実のような唇に、ぼくの唇を重ねた。

　あむっ。むちゅ。

　背筋が寒くなる擬音がぼくと噂長の間で起こっている。毒蛇のような噂長の舌がぼくの唇の間を割って、伸びてくる。かなり絶望的だぜ。



「ハルオ君。人前なのに大胆ね。いいわ、もっとキスがほしい」

　噂長の唾だ液えきには毒があるみたいだ。神経毒。うねる舌をこれ以上、ぼくの口のなかに入れていたら、昏こん睡すい状態になりそう。

　キスをしながら見上げた視界の先ではハナさんが足元に小さな頷うなずきをしていた。エリアスは短い言葉でハナさんに状況のやばさを説明したのだろう。屈かがんだハナさんがエリアスを両手で支える。そして、エリアスはこちらに意味不明の表情を向けた。ぼくと目が合ってるのをしっかり意識したあと、頬ほおを膨らまして、両目を閉じてみせた。にらめっこをしたいわけじゃないよな。どういう意味？

　二人は雑木林の茂みに消える最後に、噂そん長ちように口をむさぼるように吸われるぼくを見つめる。顔には切ないほどの感情を滲にじませていた。エリアスは泣いていた。二人は無事に基地局から離れていく。

　安あん堵どとキスの不快感で涙がでそうだ。

「香か奈な子こ、キスはもう明日にとっておこう。今は蓮はすの花を一緒に摘もう、痛っ」

　いい終わるまえに、首筋を噛かまれた。

「ハルオ君のほうからキスしてくれたんでしょ。うふふ、やめられないよ。だって、ほしくなっちゃったんだもの」

　なにがほしくなったのだろう？　恐怖のおねだり。

「でもシャイなハルオ君との初めてがお外じゃダメよね。せめてこのままキスマークだけでもつけさせて。ずずっ、ずっ」

　キスマークをつけられた経験なんてエリアスとかま子こに一回ずつだけ。でもわかった。噂長のキスマークのつけかたは情熱的どころの騒ぎじゃない。初めて吸血行為をするヴァンパイアだ。要はメチャクチャへたくそ。

「ゔぐっ」

　首筋を紙ヤスリで擦こすられているような感覚。悪夢が続くなか、ご機嫌な噂長の影響で気温はさらに上がる。40℃を超えようとしているんじゃないだろうか。汗がだらだら流れていく。体温調節しようと身体が頑張っているのはいいのだが、このまま汗を垂れ流して、血を吸われていたらやばい話だった。脱水症状になるのが先か、日射病になるのが先か。



　キスの最中の噂長に時間の感覚はないようだ。優に五分間、ぼくはチューチューアイスになっていた。吸われたり、舐なめられたり。首筋だけじゃなく、耳や顎あご、鎖骨、のど仏。なにがそんなにお気に入りなのか噂長は「おいしいわ」と呟つぶやきながら、無我夢中だ。

「そうだハルオ君。アタシ達たちのラブラブっぷりをハナチャンに見せつけてやりましょう」

　すでに位置は逆になっていた。仰あお向むけで寝かされているのがぼく。上に乗っている噂長が周囲を見まわした。蓮の花が咲き乱れる芝生の上に二人っきりだということに今さら気づいたようだ。

「あら？　ハナチャンがいないわ。まあ、始末するのはつぎに会った時でいいわ。今はキスにお忙しだもの」

　毒を含んだストロベリーチョコのような甘い唇を押しのける。

「放ほうっておいてもいいんじゃないか？」

「だめよ。ハルオ君に関かかわった女達たちには罰が必要なの。ハルオ君のファーストキスを奪ったエリアスはズタボロにしてやったし、生意気にもハルオ君に好意を寄せてたコトリちゃんはかわいい声を失う。アタシの目の前でハルオ君に愛の告白なんかしてくれちゃったハナチャンには、そうね。もう二度と誰だれかに好きなんていえなくなるように、顔を潰つぶしてあげようかぁしぃらぁ」

　涙が零こぼれた。なんでこんなイカレタやつにキスをされたまま、ぼくはなにもできないんだ。

「あれ、ハルオ君もしかして泣いてるの？　うれしいわ。アタシも泣きたいほど幸せな気分だったの。うふふ、ハルオ君も同じなんだね」



　それからまた五分が経たって、やっと噂そん長ちようの広範囲への舐なめ回し及びキスマークづけから解放された。

　首のまわりは真っ赤な絵の具をなすりつけられたようだ。

　そこまで出血がひどいわけでもないのに、ベトベトとして乾かないのは噂長の唾だ液えきが、べっとりとついてるからだ。最悪。

　自分の口を拭ぬぐう気力もないぼくは、芝生の上で横たわったまま。今は午後三時半くらいだろうか。

　宇宙まで届きそうな突き抜けた青空だった。純白の入道雲。夏の風情。セミの鳴き声があれば、完かん璧ぺきだ。

「三分くらい花を摘んだら、またキスしましょうね。ハルオ君」

　恐怖のインターバルだ。

　噂長は鼻歌を口ずさみながら、蓮はすの花摘みを始めた。気になる鼻歌は、キテレツ大百科のＥＤでお馴な染じみの「はじめてのチュウ」だった。聞いていて実に不安になる鼻歌だな、歌手名は安心パパなのにさ。そんなつまらないツッコミを、噂長にいいたいなと思っていたら、上機嫌の声が十数メートル離れた場所から届いた。

「バリ４の地伝を起こしてよかったわ。しかもハルオ君がちょうどバリ４の通話中に会えて、ホントよかったわ。あぁん、でも真ま魅みばあさんにいい忘れちゃった。ハルオ君という素晴らしい存在は、ハルオ君のお母さんがどっかの誰かとセックスしてくれたおかげで誕生して、そのハルオ君のお母さんは、真魅ばあさんがどっかの誰かとセックスをしてくれたおかげで誕生した。だから、真魅ばあさん、妊娠出産その他ほか諸もろ々もろありがとうって、いうのを忘れたわ」

　ひどい感謝の言葉だ。真魅ばあちゃんも今さら出産祝いをいわれたくないだろう。

「香か奈な子こが起こした地伝は、全部に意味があったのか？　巨乳風邪は胸へのコンプレックスがあるから、自分の胸を目立たなくさせようとしたんだろ」

　上半身を起こしたぼくの側そばに、噂長はやってきて、いう。

「バレちゃってるのね。はぁーい、そうなのよ。でも、ハルオ君は無類の巨乳フェチだものね。ふふふっ、だからアタシのおっぱいのコンプレックスなんて、なくなったわ」

　そういえば巨乳風邪が流行した際に、ぼくは無類の巨乳フェチのレッテルを貼はられたんだったな。大きい胸が好みだと思われていたほうが噂そん長ちようの機嫌もいいだろう。弁解は不要だった。

「瞳ひとみを奪うダルマ様はどういう意味だったんだ？」

「ハルオ君を見る女の子達たちの視線が冷たすぎるでしょ。ハルオ君のことを好きな子がいないのは安心なんだけど、ちょっとハルオ君が可哀想かわいそうに思えたの。だからどうでもいい女の子達の黒目を奪おうと思って、地伝をつくったのよ。そうすればハルオ君を見つめる黒目はアタシだけ。うふっ、ホント名案だったのよね。実際にはコトリちゃんの黒目しか奪えなかったけどね」

　ぼくを見る視線がきつすぎるから、女の子達の黒目を奪ってやる地伝を起こす。それがぼくのためだという。この頃ころから噂長の頭はぶっ飛んでたようだ。こんなに共感しにくい話は滅めつ多たにない。

「最強になれるジュースはどういう意味だったんだ？」

　噂長はぼくへの愛の深さを語るように、まったりと甘い声でいう。地伝に隠された意味の答えあわせを続けていく。

「あれはね、ジュースを飲んだ一般人を倒す強いハルオ君の姿を見たかったの。でも、飲んだ人がアタシみたいに強すぎる力に苦悩とかしないで、安易に力を奮ってほしかったから、副作用で多幸感になるようにしたんだけどね。ハルオ君がマッチョを倒すのかっこよかった。うふふっ」

　おかしな話だ。どこの世界に敵の親玉が、自分を狙ねらうヒーローがかっこよく戦う姿を見たいという理由で、関係ない人に力を授けるんだ。噂長はぼくがマッチョと戦うのを見ていたんだな。

「多幸感をもたらす効果も付与したってことは、香か奈な子こは地伝を生みだす時にどんな影響をもたらすかだけじゃなく、細かな条件や効果を決められるのか？」

「もちろんよ。地伝は毎回丹誠こめて、つくってるからね。演劇部の戯曲同様、しっかりと考えてるわ。地伝がアタシとハルオ君のためになるようにね。演劇大会のしりとりの地伝だってそうよ」

「その地伝って、セリフがしりとりになっている台本を書いた故人の想おもいを汲くみ取ったとかじゃないのか？　たしか書いた人の命日だったよな」

「あぁん、それも少しはあるかな。でも本質は違うわ。しりとりって、交互にどんどん言葉をいっていくでしょ。『ん』がつくか、言葉に詰まるまでね。あの地伝はどんなに相手が答えにくいことを話しかけても、その相手の心のなかに浮かんだ言葉がある限り、強制的にかつ無意識にいわせてしまう力があるの。その場所から離れなければね。心のなかの声を繋つなぐ地伝なのよ。あの演劇大会の会場である真ま幌ぼろ市民ホールに、ハルオ君がくるのを知ってたから地伝を起こしたの。学校でなら教師と生徒という立場でお話ができるけど、学校の外にでちゃったらハルオ君とアタシは、男と女の立場になっちゃうでしょ」

　学校の外でも教師と男子生徒の立場を意識してほしかった。黙って続きを聞く。

「ハルオ君とお話するなんて、きっと緊張しすぎちゃって上う手まく話せなくなっちゃうと思ったから。でも、ハルオ君と心のなかから会話できるはずだったのに、あの時は結局話せなかったわね。ホント残念だわ」

　思い返せば、しりとりの地伝ではコトリ史上最大の爆弾発言があったのだ。

　――私と結婚しませんか？――

　大胆なプロポーズ。あれは心のなかからの言葉だったのか。ぼくはコトリの想おもいに今さらながらに照れた。あの時はコトリの言葉を素直に聞けなかった。コトリは蜚ひ子ご（人外）だからぼくのことを想ってくれているのだと勘違いしていたのだ。今のぼくならコトリの気持ちに素直に向き合える。心がじんわりと潤ってくる。

　ブチッ、ブチッ。

　ぼくのまえで屈かがんだ噂そん長ちようは蓮はすの茎を千切りながら、両手に挟んでいく。花は瞬時に水気を失い、ドライフラワーが量産されていく。噂長は植物とぼくの心を枯れさせるのが上手いようだ。噂長を倒すまでは、のんきにコトリの笑顔を思いだしている場合じゃないよな。

　ぼくは質問を続けた。

「変身トンネルはなんで起こしたんだ？」

「それはね。ハルオ君は、やっぱり大人の女性より同世代の女の子のほうがお好みかなと思ったのよ。うふふ、女なら誰だれにもあるわよ変身願望なんて。アタシ、女子中学生になりたかったの。ぷふっ恥ずかし」

「じゃあ、トンネル内を己の肉体のみで時速１００キロ以上で駆け抜けたらという設定も、香か奈な子こが決めたんだよな？」

「はぁい、そうよ。例えば30キロとかにして、意図してないよくわからない動物とかが、なにかに変身しちゃったら困るし。だけど、ハルオ君の仲間のドーベルマンが駆け抜けて変身したのはとっても予想外だったわ」

「そうだよな。変身トンネルの条件をそんなふうに決めたら、かま子こ以外は誰も地伝の影響は受けられない。なんの意味があって、時速１００キロなんかにしたんだ？」

「うふっ、ハルオ君なにいってるの？　変身の効果が起きる制限を時速１００キロ以上にした理由なんて、ホント簡単なことよ。アタシなら、それくらいの速さで走れるからそうしたのよ」

　まぼろ樹海に一陣の風が吹き、中腰姿勢の噂長の手のなかの乾燥花が舞った。

　１００キロで走れるだって!?

　どこまで噂長の力は強大なんだ！

　震えながら芝生に座るぼくに、噂長が戦せん慄りつの補ほ足そくをした。

「起こしてる地伝が一つなら、だいたい１００キロくらいが限界だから」

　地伝一つでそれなら、現在地伝を四つも起こしてる噂長は一体どれくらいの速さで走れるんだ？

　音速に匹敵するなんていわないよな。そんなの悪夢だ。



「地伝を起こした理由なんて話は、つまらないからやめましょう。そんなの知っても意味ないわ。ぷふっ、アタシ達たちはもうすぐ心中するんですもの。もっとお互いのことを話しあいましょうよ」

「なあ、最後にもう一つ教えてくれよ。未遂で終わったオカマ石せつ膏こう像の『石化デッサン』っていう地伝は、どういう意味だ？」

「うーんとね、あれはね。ハルオ君を石化させて、この世界に連れ込んじゃおうかなって思ったの。でも、ハルオ君のアソコが大きくなった状態で石化させないと、アレができないから、結果的に未遂でよかったんだけどね。ふふふふふっ」

　なにがそんなにおかしいのかなんの前触れもなく立ちあがった噂そん長ちようは、スキップを始める。本気をだせば、スキップでも時速１００キロがだせるのだろうか。ちょっと見てみたい気もする。

　そして、気づいたら鼻歌が変わっていた。サザンの「エロティカ・セブン」。

　ぼくの貞操の危機はすぐそこまできてる。

「ハルオ君、すっかり話しこんでしまったわ。ふふ、三分なんてとっくに経たってるわ」

　インターバルが終わり、噂長は再びキスを求めている。舌が風車のように真っ赤な唇をなぞりながら、二周した。

　どうすればいいんだ？

「ねーえ。アタシ、このまま日が暮れるまでキスしたいな」

　考えろ。この場で噂長とキスし続けているわけにはいかない。

　逃げられる方法を必死に考えろ。

　ここから十メートル以上は離れた樹木に立て掛けてある物もの干ほし竿ざおを手に取り、バリ４の元凶であるこの基地局を叩たたくか。そうすれば地伝の数は三つになる。噂長の力が少しは弱くなるだろう。噂長を刺激しないように、ゆっくりと立ちあがる。

「キスし終わったら、つぎは夜の真ま幌ぼろ市でデートしようよ。誰だれかに見られても平気だよ。アタシとハルオ君のことを目撃したその誰かを消しちゃえばいいしね。ハルオ君の彼女のアタシとしては、デートの邪魔者は許せないから」

　いつのまにか噂長がぼくの彼女になってるようだ。

　それでぼくの彼女を名乗る女の子のことを思いだした。

　ぼく宛あての手紙をコトリに託して、マボチューを飛びだした妃き唯い。噂長と戦うことを望む少女。噂長によって、この異世界に一年半以上も閉じこめられている少女。

「香か奈な子こは妃唯ともう会ったのか？」

「妃唯って隣の三組の子？　あれ、そんな子いないわよね……あ、あれ、きい？　キイ？」

　噂長のリアクションはおかしかった。まるでど忘れした有名人の名前を思いだそうとしているみたいだ。いや、それどころではなさそうだ。噂そん長ちようはドライフラワーを持った手で、頭を抱え、焦点のあわない目を忙せわしなく足元に落としてる。あんなに粘着質な視線をぼくに向けていたのに、ぼくの存在すら忘れたように、「きい」と呟つぶやいている。

　噂長は、由ゆ井い妃き唯いを知らないのか？

「由井妃唯だよ。香か奈な子こが上書き睡眠って力を与えた子だよ。この異世界に閉じこめたんだろ」

「上書き睡眠？　閉じこめた？　ゆ、い、き、い？」

　なにがどうなってるんだ？

「やだ、あ、頭が痛い。ハルオ君ごめんなさい。アタシちょっと休んでくるわ。体調が万全じゃないのにハルオ君とイチャイチャはしたくないから。痛っ、ううぅ」

　髪を蓮はすのドライフラワーまみれにして噂長は雑木林のなかに消えた。自慢の足を披露しながら。Ｆ１並みの速さを備えたロードローラーだった。雑木林の高木や低木を均ならしながら走る時速数百キロ。

　この場で得た事実を整理する。

　真ま魅みばあちゃんは、四十年まえから噂長のことを知っている。

　噂長は、エリアスが生きてるとは知らない。

　真魅ばあちゃんは、エリアスを知らない。

　噂長は、由井妃唯のことを知らない。



    

  
    
      


　　第二話　失しつ踪そう疾走





　ハナさんとエリアスを探すため、まぼろ樹海をでた。でてから気づいた。基地局の側そばの樹木に物もの干ほし竿ざおを立て掛けたまま忘れてきた。まあ、だいじょうぶ。必要ならどっかの家の軒先からでも調達できる武器だからさ。

　気温は落ち着きを見せ始めていた。それでもまだ30℃はありそう。首筋は血と噂長の唾だ液えきとぼくの汗の臭いのブレンド。噂長との悪夢のようなツーショットがぼくに残してくれたのは、悪臭だ。

　ハナさんの部屋で噂長にガラスで刺されたふとももは急速に回復に向かってはいるが。じんわりと痛むまま。なにより首がヒリヒリするね。まあ、物干し竿さえしっかり握れれば問題なしってことにしておこう。

　エリアスとハナさんはどこにいったのだろうか？

　ハナさんの家？

　いや、噂長がすでに一度いた場所にエリアスが向かうだろうか。

　じゃあ、マボチュー？

　うーん、それも考えにくい。二クラス分の生徒達たちが噂そん長ちようの世界ホームにきた時にハナさんはいなかった。マボチューにハナさんがいけばクラスメイトから質問攻めにあうだろう。どっからきたの？　いつきたの？　そうなったら説明で新しん藤どう先生の名前をだすしかない。新藤先生に連れてこられたと。クラスメイト達は混乱するだろう。エリアスなら無む闇やみにクラスメイト達が戸惑うようなことは避けるはずだ。それにマボチューは人が多い。エリアスの姿を第三者に見られる危険性も高い。

　もしかして、ぼくの部屋か？

　いや、そんなすぐに考えつく場所もなさそうだよな。

　考えろ。

　エリアスが安易な場所を選ぶわけがないんだ。エリアスはハナさんを安全な場所へ誘導するはずだ。

　ばあちゃんがエリアスを知らなくても、ぼくのエリアスを信じる気持ちは変わらない。エリアスはハナさんに抱えられて逃げる時に、噂長にいいようにされるぼくの姿を見て、涙を流していたんだ。

　……あ、そういえば。

　涙を流す直前、エリアスがぼくに見せたあの表情は、結局なんだったんだろ？　あの土壇場で、きっとなにかの意味をぼくに伝えようとしたはず。

　頬ほおを膨らました顔。両目を瞑つぶっていた。

　……丸顔、まぶた。丸い顔のまぶた。まを取ってみると、丸い顔のぶた。丸い顔の豚。フネか。フネのところにいるっていう暗号か。いや、それは無理があるな。くそ、まるでわからない。エリアスとはぐれることになるなんて全くの不測の事態だ。万が一こういう時のために待ちあわせの場所とか決めていればな。

　あれ？

　以前にぼくはエリアスと待ちあわせをしたことがある。あれはいつだっけ？

　思い出がよぎる。サミーで一緒にお買い物。エリアスはパンプスをかつんかつん鳴らしていた。最強になれるジュースを飲んで、エリアスが大きくなった時だ。そうだ。エリアスはかま子こと散歩にいった。ぼくは迎えにいった。待ちあわせは、あやかし神社だ。黒目を奪う地伝の主役ダルマさまが祀まつられていた場所。

　うん？　ダルマ？

　膨らました顔。両目を閉じたエリアス。

「あははっ」

　思わず笑ってしまった。

　エリアスはダルマのいるところで待ってる。そんな合図を咄とつ嗟さに送ってくれたのだ。そりゃ難しいよ。わかったのは偶然だ。一人で苦笑。



　あやかし神社に向かう途中、通りかかったコンビニに入った。

　電気が消えているコンビニの店内は結構な違和感。外が明るくても棚の陰はさすがに薄暗い。危険な目に遭ってはいないと思うがエリアスとハナさんに早く会いたかった。だけど余計な心配はさせたくなかった。首の裂傷を拭ぬぐった白無地のカッターシャツの襟ぐりは血で汚れてる。ドリンク棚のまえまでいくと、自分はひどく喉のどが渇いていることに気づいた。２ペットのミネラルウォーターを浴びるように三分の一飲む。残りは頭からかぶった。そして、商品棚にあったハンドタオルの包装を解き、髪を拭ふいて濡ぬれたそのタオルで首筋を拭っていく。しみる。最後に首筋に絆ばん創そう膏こうを貼はって治療終わり。今まで特に気にも留とめてなかったが、コンビニにカッターシャツがあることに気づいた。血のついたシャツを脱ぎ捨て、新しいのに着替えた。食欲はなかったが、なにか食べておこうと思い、ウィダーインゼリーを二つ掴つかむ。両方を一気に口のなかに流し込んだ。味の違う二つが混ざりあう。味なんか気にしてられない。掛け時計は四時四十五分。長居は無用だ。

　ドリンク棚の隣に成人本コーナーがあった。

　マンガのエロ本の表紙と目が合う。スーツの胸元をはだけた女教師がメガネのテンプルの先（耳にかかる部分）を舐なめてる。あおり文句がぼくには強烈だった。

『どこにキスマークつけてほしいの？』

　たまらない。反射的に視線をはがし、首の絆創膏を撫なでた。心の傷のほうの治療をいずれしたいところだ。キスマークに対して、憧あこがれではなく、トラウマを持つ中二のぼく。

　エロ本の表紙から逃げるように店をでた。



　気温は真夏のようだが、現実世界と同じ十一月の日照時間なのだろう。陽ひは傾き始めていた。相変わらず通りには車が走っていない。地方都市で唯一の片道三車線の国道に走行車がない夕方。すごい違和感だ。

　そして、三車線を横一列になって歩く制服姿の男達たちに会った。月のお小遣いのほぼ十割を二次元に捧ささげる愉快な同志だ。もちろん草そう一いちもいる。

「よお、草一。国道のど真ん中をのんびり歩くのは気持ちいいな。でも、ここが滑走路じゃないのが残念だな。おまえらＧメン，75みたいだ」

　草一はハテナ顔。ネタが古すぎたようだ。正義感の強い真ま魅みばあちゃんは刑事モノが大好きだったんだ。丹たん波ば哲てつ郎ろうのファンでもあった。

「やあ、ギャルゴくん。ちょうど会いたかったんだよ」

「ああ、なんかあったのか？」

「うん。せっかく僕達しかいない世界なんだからさ。桑くわ島しまくんのいうように楽しまなきゃって思ったんだ。だからね、この無人の異世界だからこそできることをみんなでやろうって話になってね。とっておきのを思いついたんだ」

　珍しく勿もつ体たいぶる草一だった。

　まわりの男達も楽しそうに互いにじゃれ合いながら身体を揺らしてる。彼らの名誉のためにいっておくが、そっちの気はないはずだ。

「なんだい？　街のゴミ拾いでもしようとかじゃないんだろ」

　草そう一いちを含めた男子達たちが合唱のように声を上げた。

「ギャルゲーゴッド挑戦権争奪恋愛シミュレーションゲーム同時プレイ祭り！」

　眉まゆを寄せるぼくに、すかさず男子の一人が補ほ足そくした。床屋にいったばかりという感じで、もみあげが一直線に剃そられたスポーツ刈りに、ギョロッとした目が印象的だ。

「ではここは、月のお小遣いが少額のためギャルゲーが満足に買えず、電撃G's magazineを毎月欠かさず熟読することでプレイした気分を味わっている通称ジーズことワタクシが、僭せん越えつながら説明させていただきますよ。ショッピングセンター・サミーの家電コーナーには、テレビが十台以上店頭に置いてあるんですよ。それぞれのテレビにゲーム機を接続して、同一タイトルのギャルゲーを一斉にプレイし始めるんですよ。それで誰だれが一番最初にクリアできるか競うんですよ。ギャルゴ様、アクオスの65型があるはずなので、それでプレイしてやりますよ。画面のなかには等身大の美少女ですよ。最高ですよ、素晴らしいですよ。はい」

　無人の世界だからできることが、複数台のテレビとゲーム機を繋つないでギャルゲー攻略合戦とは、ぼくの友人達の想像力に拍手だ。ジーズというあだ名についてのツッコミはあえてしない。別の男子が声も高らかにいった。

「ギャルゴ様。是非、自分達のなかで一番最初に女の子とのハッピーエンドに辿たどり着いた者と、偉大なるギャルゲーゴッドの称号を賭かけて、一戦交えさせてください。畏おそれ多くも自分は二代目になりたいんです。自分はエンジンというあだ名に別れを告げ、ギャルゴと呼び慕われたいんです。ちなみに自分は電撃G's magazineの前身の電撃ＰＣエンジンを所有しています。ジーズなんかに負けない所存です」

　愛称エンジンはきっかり真ん中分けの髪を肩まで伸ばしている男だった。それに一人称が「自分」だなんて軍隊みたいだよな。

　競争心に火がついてるメンバーに、ぼくはのんきにいった。

「ギャルゴよりエンジンのほうがかっこいい気がするけどな。ああ、でも二代目ギャルゴが生まれるなんて面白いな。で、挑戦者として最有力なのは誰なんだ？」

　男達の視線が一人の男に集中した。その人物は注目されていると気づくと照れたように、銀縁のメガネの鼻当てを持ち上げた。ぼくはいう。

「そうか、やっぱ最有力は草一か」

　ギョロ目のジーズが只ただ今いまの外気温のように高いテンションでいった。

「草一さんはほんとすごいですよ。たった一言、声を聞いただけで声優名を答えることができる特技だってもってるんですよ。ギャルゲー界のキングですから。愛称ＧＫですよ。ギャルゲーキングの略ですよ。はい。ちなみにギャルゴ様をＧＧと呼ぶのもありですよ」

　埼玉さいたま西武ライオンズのＧＧ佐さ藤とう以外にもＧＧと呼ばれる男が日本にいたらしい。ぼくがＧＧと呼ぶのは勘弁してくれといってる間にも、他ほかの男子達はそれぞれに草一の特技を挙げていく。恋愛シミュレーションゲームのヒロイン達の誕生日と血液型も覚えているとかなんとかは、まだ序の口のほうだ。草そう一いちの特技はメチャクチャすごいけど現実の女子にヒかれることに関してもすごそうだ。ぼくも草一列伝を話しておく。

「草一は、優勝すればレースクイーンとのイベントシーンが待ってるカーゲームの腕前だって、キングだったよな」

　マリオカートで全クリしたらピーチ姫とのイベントシーンを希望する男は、恥ずかしそうに顔のまえで手を振ったあと、弾んだ声でいう。

「ギャルゴくん、どうかな？　一緒にいこうよ」

「ああ、悪い、あとで時間があったらいくよ。サミーだよな」

「うん、わかったよ。今日は徹夜でプレイするつもりだからいつでもいいから是非きてね。サミーのドラッグストアには、眠眠打破も強強打破もあるからバッチリだよ」

「そうだな。腹が減ったら、食料品コーナーに食いものはなんでもあるしな」

「ギャルゴくん、無人の世界にこられたらバーベキューするのが夢だったけど、今はそれより素敵な夢を見つけたよ。お腹なかが膨れたら眠くなるから、ぼく達たちは食事を控えるよ」

　するとまわりにいた男子達も絶食に賛同するように頷うなずく。

　神戸牛の霜降りだろうが、価格の高騰が気になるマグロだろうが、ポテトチップスにコーラだって飲み食い放題の異世界。それなのにギャルゲーをより長くプレイするために、常盤薬品ときわやくひんの高こう麗らい人にん参じんエキスを含んだドリンク漬けを望むこの男子達こそ、みんなギャルゲーゴッドだ。異議なしだろ？



    

  
    
      



    

  
    
      「メシはぼちぼち食べてくれよ。ギャルゲーやってて眠くなんてならないだろ。バッドエンドを見れば無念さと後悔から眠れなくなり、ハッピーエンドを見ればドーパミンが分泌され過ぎて、興奮から眠れなくなるだろ？」

　その場の男子達たちが全員深く頷うなずき、「その通りです。ギャルゴ様」みたいなことを大合唱する。なんでもこれから、真ま幌ぼろ市中のゲームショップをまわって、ギャルゲーをかき集めてくるそうだ。二クラスの三十人の男子のうち、十人がこんな情熱的なギャルゲーユーザー。ブラジルの総人口におけるサッカー人口の割合といい勝負なのかもな。

　コナミの伝説的な恋愛シミュレーションゲームのオープニングを歌いながら、歩いていく集団とぼくは別れた。好きとか嫌いとか最初に言い出したのは誰だれなのかしら。

　遥はるか以前のタイトルもプレイする友人達。

　ギャルゲーも温故知新。



　あやかし神社の鳥居を抜けると、木こ洩もれ日びの落ちる境内の石段にハナさんが俯うつむいて座っているのが見えた。

　ゆっくりと顔を上げたハナさん。

　ぼくと目が合うとハナさんは喜びを爆発させた。

　バネ仕掛けのおもちゃみたいに石段から跳び上がるとぼくのもとに駆けてくる。

　こういっちゃ失礼だがハナさんらしくない溌はつ剌らつさだ。ハナさんはなんのためらいもなく、ぼくの胸に飛び込んでくる。ハナさんに会えてぼくもうれしかった。思わず抱き締めた。間近で見たハナさんの顔には泣いたあとが残っていた。

　ぼく達は同時にいった。

「田た中なか君ごめんなさい」「ハナさんごめん」

　すごく近い距離で顔を見あわせて笑った。ハナさんはなぜ謝ってきたのだろうか？

「エリアスさんから聞きました。田中君がハナを守ってくれたんだって。田中君は新しん藤どう先生のことが好きなふりをしていたんですね。ハナったら、そんなことも知らないで、田中君ひどいですなんていって、ごめんなさい」

　ハナさんの手がおそるおそるぼくの首の絆ばん創そう膏こうに触れた。泣きそうな声でまた謝る。

「ごめんなさい。ケガさせてしまったんですね。痛みますよね」

「いや、だいじょぶ。ぼくこそ、噂そん長ちようのまえとはいえ、ハナさんにひどいことをいってしまった。ほんとにごめんよ」

「いいんです。だって、あれはハナを逃がすための田中君の演技だったんですから。あ、でも、田中君やっぱり……ペ、ペッタンコはお嫌いですか？」

「い、いや。そ、そんなことはないよ。しかもそれをいったのは噂長で、ぼくじゃないよ。嫌いどころか大好きだよ」

「だ、大好きなんですか？」

　しまった。いいすぎた。ハナさんをこれ以上傷つけたくない一心で必死過ぎた。嫌いじゃないよ、くらいでよかったのだ。

「本当ですか？　田た中なか君はとても優しい人だから、また演技でいってくださってるとかじゃないですか？　あ、変に勘ぐってしまって、ごめんなさい」

　ぼくはハナさんのブラウスの肩に顔を埋めた。背中にまわした手に力を込める。ハナさんには、もっと自信をもってほしい。とても魅力的な子なんだと伝えたい。

「ハナさんはとっても素敵だよ。ハナさんの性格や身体で嫌いなところはないよ」

「え、あの、その。田中君にそう思ってもらえたのなら、う、うれしいです」

　ぼくはなんてことをいっているのだろう。ハナさんの身体で嫌いなところはないよ。なんかこれすごいやらしい言葉に思えてきて、赤面する。大抵の中二の男子はクラスの女子と精いっぱいの心持ちでトークをする。力みすぎがよくないのは野球のバッティングだけじゃないよな。反省。

「あの、田中君、そろそろ、はなしませんか？」

　無事に再会できたという興奮が落ち着いてくると、鼻孔は正確に嗅きゆう覚かくを働かせた。ハナさんから、かすかなフルーツのような甘い匂においがした。そして、その匂いがぼくをボケさせた。

「ああ、どっから話そうか。ハナさんはエリアスのことをどれくらい聞いたんだい？」

「あ、す、すみません。その話すではなく、ハナと田中君は抱きあっちゃってますから、その、恥ずかしくて、ハナ、ピ、ピンチです」

　ハナさんの細くて、それでいて柔らかい身体の感触。それが確かな温度を持って、ハナさんの身体に触れているぼくの身体の前面に伝わってきた。今すごく気持ちいいと意識してしまったら、あとはテンパるしか残されてなかった。

「あ、ご、ごめん。気持ちよくてつい。あ、いや、その、今のはなし。あ、でも、今のは嘘うそってわけじゃなくて」

　とにかく身体を離した。それでも二人の間の距離は一メートルもない。顔を合わせられない。

「ごめんなさい。できれば田中君といっぱい抱きあったりするの、ハナも、えっと、ちょ、超気持ちいいんですけど、超緊張しちゃいます。ごめんなさい」

「いや、ぼくのほうこそごめん。噂そん長ちようから無事に逃げられたハナさんと再会できて、うれしくてさ。すっごくうれしくてさ。当たり前すぎることだけど、ぼく達たちは生きてるってことを確認したくなっちゃってさ。思わず強く抱き締めてしまったんだ。ハナさんの身体は熱かったよ。体温感じたよ。生きてるんだ。ああ、お互いの生存確認が抱擁になってしまって、ごめん！」

「いいんです。それにハナから田中君の胸に飛び込んじゃったんですから。ハナも田中君の熱い体温を感じました。田中君とこうしてまた会えて本当によかったです」

　生きて再会できたことに喜ぶ。

　当事者のぼく達はそれがオーバーだって、笑ってられないんだ。噂長はリアルな死と狂った愛のプレゼンターだからな。

「すみません。ハナ、また涙がでそうです」

「いや、実はぼくも抱きあった時に少し泣いちゃってさ、ハナさんのブラウスに涙を流してしまった。ごめんよ」

　ぼく達たちは一緒にいるとよく謝る二人だった。



　祠ほこらのまえの短い石段にハナさんと肩を並べて座った。

　鳥居の向こうに見える歩道では、街路灯が灯ともり始めていた。どういう仕組みかわからないが、この異世界でも公共の電気は機能してるようだ。信号機も無人の道路で、通行許可や停止保持の交通整理をしている。ご苦労様です。ただ、住宅の電気は夕方が過ぎても消えたままなので、なんか真夜中と錯覚してしまうほど、辺りは暗くて静かだった。

「ああ、エリアスはどこにいるんだい？」

「ハイ。ハナとエリアスさんは、ここに着いてすぐ由ゆ井いさんという方に会いました」

「え、妃き唯いに会ったの？　えっと、ハナさんは妃唯とは……その、初対面だよね？」

　隣に座るハナさんの横顔を見ながら、おそるおそる訊きいた。

　コトリ以外のクラスメイト達は、上書き睡眠の地伝の効果で妃唯をぼくの彼女だと思っているのだ。

「ハイ、そうです。初めましてです。由井さんは自分のことを知らない様子のハナに最初は首をかしげてましたが、急に合点がいったように微笑ほほえんで、ライバル宣言をしてくれました」

「うん？　ライバルってどういうこと？」

「由井さんから聞きました。上書き睡眠という地伝のこと。ハナの記憶が上書きされてないのは、理由があるんです」

　妃唯の話を思い返していた。話と一緒にマイクロビキニ姿の妃唯とぼくのアレに掴つかまったエリアスの感触まで蘇よみがえる。噂そん長ちよう以外にも刺激が多い異世界。

「上書き睡眠は妃唯の側そばで眠ると効果が現れるはずだよね。ハナさんは妃唯の側では寝てないから、上書きされてないのかい？」

　ハナさんの視線は落ち着きなく彷徨さまよったあと、あわせていた自分の膝ひざの間に落ち着いた。

　これから話すことについて、ためらっているような間ま。女の子との会話の最中の間って不安になる。なんか自分がまずいことをいってしまった気になるのだ。そして、ハナさんの恥ずかしさと決意をブレンドした声を聞いた。

「田た中なか君への想おもいだそうです。田中君と由井さんが恋人だという記憶を、ハナに植え付けられなかったのは、田中君への強い想いがハナにあるからだそうです。田中君に恋人なんてできてほしくないっていう意識が地伝の効果をはね除のけたらしいんです。一番好きな人に関する記憶だけは、上書き睡眠でも変えることはできないそうです」

　コトリとエリアスにも上書き睡眠の効果がない。共通点はそこなのか。

「すみません。こんなこといったら、田た中なか君にまた告白してるようなものですね。でも、ハナの田中君への想おもいが本物だってことが地伝にも証明されてうれしいんです。これって、その、まるで愛の奇跡みたいな」

　異世界がハナさんを積極的にさせているのだろうか。顔が紅潮しているハナさん。潤う瞳ひとみ。真まっ直すぐに見つめられる。ぼくは照れをまぎらわすようにまえを向いた。交通を円滑にする必要のない徒労の信号機は、ぼくの心のなかを表したみたいな黄色点滅。これ以上ハナさんと桃色なトークをすると、どんどんテンパってしまいそうだから、話題を強引に変えた。

「あのさ、話を戻すけど。エリアスはどこだっけ？」

「あ、すみません。エリアスさんと由ゆ井いさんは、話があるそうで隣の公園にいきました。それとなにか食べ物を持ってきてくれるみたいです。二人共優しい方です。ハナは昨日の夜からなにも食べていなくて……その、お、お腹なかがグーって鳴っちゃったんです」

　俯うつむくハナさん。好意を伝えることより空腹のほうが恥ずかしいようだ。さっき寄ったコンビニからなにか食べ物を持ってきてあげればよかった。どうも噂そん長ちようのせいで食欲が湧わかないぼくだ。

　石段から立ちあがった。ぼくは腰の高さまである茂みの向こうに視線を飛ばす。

　神社に併設された公園。エリアスも妃き唯いの姿も見えなかった。食料を調達にいっているんだろう。ハナさんがいう。

「……バリ４で故人と電話が繋つながってもそんなに驚かなかったのですが、あんなに小さくて綺き麗れいなお人形さんが動いて、お話までできることにすっごく驚きました。バリ４の基地局の蓮はすの葉の上を歩いてきたエリアスさんは『あの変態教師は、人に見られながらエッチなことをするのが趣味なの。春はる男おが他ほかの女にエッチなことされるのが嫌なら、わたしを連れてここから逃げて』みたいなこといったんです。エリアスさんって、まるでハナの心が見えてるみたいです。新しん藤どう先生と田中君がもつれあうように抱き合ってるのを見て、呆ぼう然ぜんとしちゃっていましたが、その言葉でハナは初めてここから逃げようって思うことができました」

　エリアスらしい機転の利かせ方だ。思わず頬ほおが弛ゆるんだ。

「ハナに抱えられたエリアスさんが一番最初に話してくれたのは、ご自身の自己紹介ではなかったんです。田中君の趣味は着せ替え人形をいじることじゃないと教えてくれました。それと今ハナが着てる服がとってもかわいいっていってくれました。どこで買ったかあとで教えてって。エリアスさんは本当に不思議です。まるで同い年の女の子と休み時間に話しているみたいでした」

　エリアスを好意的に思ってくれるのは嬉うれしかった。とってもいいやつなんだ。エリアスの名前を聞くたびに思いだすのは真ま魅みばあちゃんの声。

　――エリアスっていうのは誰だれなんだい？――

　占いにたまたま予言されなかっただけだ。エリアスを信じるんだ。噂長の強さは常軌を逸してる。ずっと一緒に地伝を解決してきた仲間を信じる以外なにができる。

「エリアスさんは謝りながらいうんですよ。ハナが着せ替え人形に嫌な思い出があるの知ってるよって。わたしは着せ替え人形だから、嫌ってもいいよっていうんです」

　エリアスはどんな気持ちでそんなことをいったのだろうか。ぼくはハナさんのことをエリアスに話していたことを謝った。

「ハナさんごめん。エリアスにはいろんなことを話してたんだ。エリアスにはなんて？」

「エリアスさんのこと嫌いになんかならないですっていいました。おそらくなんですけど、きっとハナ、エリアスさんといいお友達になれると思うんですよ」

　それはよかったと笑いかけると、ハナさんは両手を自分の鼻のまえに当てる。鼻水がでてしまったようだ。

「田た中なか君ごめんなさい。あっち向いててください」

「ああ、ごめん」

　ぼくは慌てて夕方の入口に差し掛かった空を見た。気温はゆっくり下降していたようだ。噂そん長ちようの精神が平常時を示す20℃くらいだろうか。雲が泳ぐように流れていく。風もでてきたから、肌寒く感じる。ハナさんが家をでた時は、噂長がすこぶるご機嫌の40℃近くあったはずだ。鼻をかむ小さな音を聞いたあと、一呼吸置いてぼくは視線をハナさんに戻して、いう。

「ハナさん、どこかに移動しよう。ここじゃあ、ちょっと涼しすぎるかな」

「あ、でも。エリアスさんと由ゆ井いさんを待っていなくてはいけません」

「そうだね。うーん、そこに入ろうか」

　ぼくは石段の上のうらぶれた祠ほこらを指さした。



　がらんどうの祠のなか。いや、なにもないわけじゃなかった。祠の隅。暗くら闇やみをまとった煤すすけた赤い座布団が目につく。ダルマさまは成仏してしまったから主あるじは不在だ。広さ自体は、ぼくの部屋と変わらないくらい。

　木造の床の微かすかな悲鳴を聞き、ハナさんと並んで体育座り。

　視界の先に板張りの隙すき間まや天井の穴。差し込む陽ひの幾筋にホコリが照らされて、キラキラと綺き麗れいだった。

「エリアスさんから聞いた話、嘘うそみたいですけど全部本当のことなんですよね。クラスのみんな以外はいない無人の異世界。プチ神隠しの地伝。新しん藤どう先生は噂長。バリ４の地伝も新藤先生が生みだしていたなんて、なにもかもが驚きです」

　エリアスが動いてる姿を見られてしまったんだ。エリアスもハナさんに地伝や噂長について隠すことはできないと判断したのだろう。ハナさんはもうぼく達たちの側の人間だ。

　無関係じゃない。噂長にどうして狙ねらわれるのか。理由は知っておいてもらわないといけない。ぼくはいう。

「地伝や噂長のこととか、怖いと思うけど安心してほしい。ぼくが必ずクラスのみんなも守るし、ハナさんも守るから」

　なにも知らなければ無人の異世界は楽しい気持ちでいられる。夢の世界だ。小学生が遊園地ではしゃぐように、クラスの男子や女子は満喫してる。エリアスの説明が上う手まかったのか、ハナさんは困惑しながらも今の状況をよく理解していた。

「ありがとうございます。エリアスさんの話ですぐに信じられたことがあります」

　ぼくは隣のハナさんに向き直った。肩が触れるほどの距離で座っているため、想像以上に顔が近くにあって、動揺した。

「田た中なか君は、人知れず地伝を解決しているヒーローさん。ハナにとって田中君はヒーローさん以外には見えないんです。出で逢あった時からずっとカッコイイです」

　最後の言葉が気になったが、ぼくは視線を隅の赤い座布団に移した。誰だれかにヒーローさんと呼ばれて、さわやかに微笑ほほえみ返すなんて芸当ができたらいいんだけどさ。

「情けないヒーローもどきですまない。全然格かつ好こうよくなんかないよ。クラスのみんなを巻きこんでこんな異世界にまできてしまった。それにハナさんを一番巻きこんでしまった」

「いいんです。あ、そういえば、エリアスさんと同じような人形がうちにもあったんです。多分同じメーカーのお人形だと思います。田中君にうちの人形のほうも見せてあげようと思って探したんですけど、見つかりませんでした」

「そうなんだ。それはハナさんの？」

「ハイ、そうです。彼がハナの誕生日に送ってきたプレゼントだったんです。あのお人形さん、変なんですよね。三つの単語が喋しやべられるんですけど、それがちょっとセクシーなものばかりで、困ってしまいました」

「三つの単語をいうのか。ぼくが出逢った時のエリアスと同じだ。えっと、どんな単語だったっけ？」

　なにげなくいってから気づいた。これではハナさんにセクシーな単語をいわせようとするセクハラみたいだと。自分でも三つの単語を思いだした時、ハナさんはいった。

「『いやん、ダメ』『あん、電気を消して』『とっても感じちゃう』。ほんと過激なお人形さんです。ハナは彼にお人形ごっこをされたあとに、あのお人形さんに『ハナの身代わりになって』とお願いしてました。そしたら、決まってこの三つの単語のどれかをいわれて、なんかどうでもよくなっちゃいました。あの頃ころは着せ替え人形なのに誰にも着せ替えられないお人形さんが羨うらやましかったな」

　あの人形はハナさんの身代わりではなく、エリアスの身代わりになってくれた。意識が過去に戻っていくハナさんをすぐ慰めたかったが、ただ、今の話でぼくはあることにアレっと思っていた。

　エリアスの人形が喋れる三つの単語のうち、明らかに一つ違う単語をハナさんがいったのだ。三つの単語のうち二つの単語は記憶が曖あい昧まいだが、一つだけは確実に覚えている単語があった。

　エリアスと初めて出逢った昼すぎの居間でいわれ続けた単語。

　――ねえ、起きて――

　この単語は間違いなくエリアスと同じ型の人形にはプリセットされているはずの言葉だった。ぼくは気になって、ハナさんに訊きいた。

「ハナさん、その人形は『ねえ、起きて』っていわなかったかな？　多分、『とっても感じちゃう』じゃなくてさ」

「え、『ねえ、起きて』ですか？　いえ、そんな単語は喋しやべられなかったと思います」

「もしかして、あの着せ替え人形って、別の単語を喋るシリーズとかもあったのかな？」

「あ、いえ。それはないと思います。喋る着せ替え人形はこれだけだって、彼は自慢げにいってましたから。それになんとなくで申し訳ないんですけど、あのお人形さんに『ねえ、起きて』は似合わない気がします」

「それはどうして？」

「ハイ。『ねえ、起きて』は、そんなにセクシーな言葉って気がしないですから」

　確かにハナさんのいうとおりだ。

『いやん、ダメ』『あん、電気を消して』『とっても感じちゃう』に比べて『ねえ、起きて』は、そんなにいやらしいことを直接連想させる言葉ではない気がする。まあ、いいかたにもよるだろうけど。

　じゃあ、なぜエリアスは『ねえ、起きて』なんていい続けたのだろう？



　話題を変えようと思った。ぼくはハナさんに謝らなくてはいけないことがある。

「昨日の夜の電話だけどさ。ぼくはハナさんを噂そん長ちようだと勘違いしてたんだ。ひどいこといって、すまない。確か、ムチャクチャにしてやるよなんてこといって、ぼくは電話を切ったよね。ごめんよ」

「あ、あの、ハナのほうこそ、昨日の電話、勘違いしていました。ハナは、あの、てっきり、た、田た中なか君がハナのことを」

　ハナさんはどういうわけか、体育座りの膝ひざの間に自分の顔を伏せてしまう。

「勘違いってどういうことだい？　あれだよね、なぜか怒ってるぼくがいきなり戦いでも挑みにくるかと思っちゃったんだよね？」

　そこまでいって、電話でハナさんがいっていた言葉のいくつかが蘇よみがえってきた。

　――心の準備みたいなものがほしいです――

　――ハナは田中君のこと大好きです。だからなにされてもいいんです――

　……うん？　これの意味って……いや、やっぱりなにもわからない。他ほかの言葉も思いだせば、なにかわかりそうだ。

「だって、田中君も男の子だから」

「え、それは、男子はケンカが好きだからって意味かい？」

　ハナさんがなにを勘違いしていたのかわからない。肩が触れ合うほどの距離で隣に座るハナさんが自分の髪を撫なでると、ほのかに甘い匂においがした。薄暗い祠ほこらのなかで二人っきりだな。そんな状況をいきなり意識し始める。あたふたと立ち上がる。

　なんとなくハナさんから離れようとすると、細い手が伸びて、ぼくの海パンの裾すそが掴つかまれた。

　両りよう膝ひざの間に顔を埋めたままのハナさんが、いう。

「田た中なか君ずるいです。ハナばっかり恥ずかしい思いをしてます。どっかにいかないでください……ハナだけ、いやらしいことを考えていたみたいで死んじゃいたいくらい恥ずかしいです」

　え、いやらしいこと？　それはどういうこと？

　海パンをぐいぐいと引かれる。腰こし紐ひもを押さえながら、声を上げた。ごめんよ。謝るしかないよな。

　ハナさんが顔を上げる。上目づかいはチーズフォンデュみたい。熱っぽく蕩とろけてる。

「田中君は、四、五人とやったといってましたけど、それは地伝の存在と戦ったという意味だったんですね。ハナったら、勝手に心の準備を済ませてしまいました」

　ハナさんの発言の意味が未いまだにわからない。ただ、海パンの綱引きは続いている。ぼくはハナさんの顔のまえでポロリしてしまうわけには絶対いかず、いろんなものを死守するためにいった。守るのは、ぼくの清潔感のイメージだ。

「ハナさん、とりあえず手を離してくれ」

「ごめんなさい。やだ、ハナったら、田中君のパンツ掴んでたんですね」

　綱引きは終わった。でも頭の中では昨日の電話でのある言葉が新たに思い返される。

　――初めてなので、優しくしてくださいね――

　いい換えると、初心者なのでイージーレベルにしてくださいという意味になるな。うん？　ハナさんはぼくとテレビゲームでもすることになると、勘違いしていたのかな。

「田中君、ハナはもう海パンを引っ張ったりしません。なのになんでパンツのまえを押さえてるんですか？」

　大変情けない話だが、海パンの綱引きによる摩擦により、ぼくのアレは重力に逆らう膨張を見せていた。しどろもどろでいった。

「あ、いや、それは、その」

　赤ずきんちゃんにでてくるオオカミの気分。どうして田中君のパンツはそんなに大きく膨らんでいるの？　それはおまえをグヘヘ。こんな間抜けな想像を頼むからしないでくれ、ぼくの脳のう味み噌そよ。至急、三匹のこぶたにでてくるほうのオオカミについて考えることにした。童話にでてくるオオカミの末路は大抵哀れだよな。きみもそう思うだろ？　ぼくはいやらしい妄想から気を逸そらすのに必死だ。

　中学二年男子の意味不明の煩はん悶もんは続く。



　三分後。ハナさんと祠ほこらに二人っきりのまま、並んで座っていた。昨晩の電話でハナさんがなにかに勘違いしていたというトークは一段落した。安心。

　多分だけど、ハナさんはやっぱりぼくがテレビゲームで勝負しにくるとか思ったんじゃないだろうか。いやらしいことがどうのとハナさんがいったのは、ゲームの種類がギャルゲーだと思ったのだろう。ギャルゲーは別にいやらしくはないんだけどな。

　エリアス、妃き唯いを待つ時間。

　ハナさんが別の話を始めた。つぎはしっとりと語るムード。

「ハナは彼に『誰だれも人を好きにはなれない』といわれてましたが、田た中なか君のおかげでそんなことないとわかりました。『誰もハナを守ってあげる男はいないんだよ』ともいわれてましたが、田中君はハナを新しん藤どう先生から守ってくれました。つぎはハナのことを愛してくれる人が現れてくれれば、彼のいっていたことは全すべて外れます」

　彼とはハナさんの祖父のことだ。いつのまにか祠ほこらに差し込む一筋の光がハナさんの顔を照らしている。陽ひが傾いたせいだろう。スポットを浴びる女優みたい。

「なんで、ぼくのことなんか好きでいてくれるんだい？」

　普通ならあえて訊きくことじゃない。野や暮ぼだよな。でも、人外でもないハナさんのぼくへの好意は全くの謎なぞ。モテない男が好かれることに不安を抱いてしまう哀かなしき習性。ついに訊いてしまった。

「……観覧車でのこと憶おぼえていますか？」

「えっと、修学旅行で乗ったやつ？」

「ハイ。あの時に田中君がいってくれた言葉がきっかけで、その、すっごく意識するようになってしまいました。田た中なか君のこと」



    

  
    
      



    

  
    
      　ぼくはなにをいったんだっけ？　確かすごい失言をしたという記憶がある。

　ハナさんは半年まえの旅行を思いだすように、遠い目をして続けた。

「ハナは観覧車恐怖症なんです。原因は観覧車で彼に着せ替え人形にされたことがあったからです。着せ替え人形にされている時は彼の顔を見たくなくて、窓の外を見ていました。だから、あの時の修学旅行は窓の外を見たら、彼と乗ったのとは全く別の観覧車なのに同じ景色が見えてしまうんじゃないかなんて思ってしまったんです。修学旅行の観覧車のなか、ハナは息苦しく、哀かなしい気持ちになっていました。でも楽しい旅行を観覧車の思い出で台なしにはしたくなかったんです。落ち込んだ気持ちを少しでもまぎらわしたかったんです。誰だれかに話しかけようと思った時、隣には田中君がいました。あの頃ころはまだ田中君に話しかけたことがなかったですから、緊張してやっと『景色きれいだね』と話しかけました。無視されてしまうのが怖くて、なるべくフレンドリーにしました。するとこちらに振り返ってくれた田中君は、『君の顔ばかり見ているから、景色はきれいなのかわかんないな』といってくれました。ハナはドキッとしてしまって、なにもいえなくなってしまいました。ハナなんかのことを少しでも好意的に思ってくれる男の子がいるのかもしれないって、そんな奇跡みたいなことを考えるようになりました。そして、気がついたら観覧車のなかで、息苦しさを感じなくなっていたんです。あの時から田中君はハナを守ってくれてるんですね。ずっとヒーローさんです」

　クラス一というより我が校一の美少女を、好意的に思ってる男子なんてゴロゴロいる。奇跡どころか、日常だ。ただ、どいつもこいつも、ハナさんには告白できないシャイな男子達たちなんだ。高たか嶺ねの花というより高値の花火。遠くから眺めて「綺き麗れいだな」っていっておしまい。安易に近づくと火傷やけどしそうなのかも。

「君の顔ばかり見ているなんて、クサイこといったんだなぼくは。ハナさんの顔をじっと見つめるなんて度胸は、ぼくにはないよ。照れちゃうからさ」

「あのあと田中君の顔を当分見られなかったです。田中君と話すのも緊張しちゃって、ぶっきらぼうになってしまってましたし。景色を見ないでずっと相手の顔を見ていたのはハナのほうだったのにって、あとから気づいてちょっとむくれてしまいました。ハナは田中君の横顔を見つめながら声をかけるタイミングを窺うかがっていたんですから……ね、田中君」

　田中君と呼ぶハナさんの声の質が変わった気がした。なにか強い決意を込めた響き。

「そん、ううん、新しん藤どう先生とのキス、田中君はつらかったんですよね？」

　ハナさんは新藤先生のことを慕っている。いきなり噂そん長ちようと呼ぶのは抵抗があるよな。

「ああ、そうだね。唇をどれだけ拭ぬぐっても、べっとりとなにか残ってる感じだよ。あははっ、キスはロマンチックにいきたいよね」

　隣にいたハナさんが、四つんばいでぼくのまえにやってくる。どうしたんだろ。ハナさんの呼吸がほんの少し荒い。はぁはぁ。どうして美少女の呼吸音はこんなにセクシーなんだろ。

「ハナは田た中なか君のおかげで沢山癒いやされてきました。今度はハナの番です。ハナはどうしたら田中君を癒やせますか？」

「え、ハナさん。その、うわっ」

　キスしちゃいそうなほどハナさんの顔が近い。ぼくは逃げるように祠ほこらの壁沿いに距離を置く。けれどハナさんがハイハイしながら追いかけてくる。はぁはぁはぁ。ちょっと危ない笑み。

「ハナの唇で、田中君の唇を癒やし――」

　膝ひざを床につけた姿勢のまま、ハナさんは横ざまにどさりと倒れた。急いでハナさんを抱える。力の抜けている身体。はぁはぁはぁはぁ。反射的におでこに手を当てた。熱い。

　少し考えてみればわかることを見逃していた。ハナさんはひと晩中押し入れに閉じこめられた挙げ句、軽装で灼しやく熱ねつの炎天下に飛びだし、その直後に零度近い世界のなかで吹雪に見まわれたり、雨や風に吹かれたりしながら、まぼろ樹海を彷徨さまよっていたのだ。そういえばバリ４の基地局で会った時、ブラウスが透けていたのだって、濡ぬれた服のまま歩いていたからだよな。クソ、ぼくは馬ば鹿か野郎だ。

「ごめん……なさい。ハナ恥ずかしいこといって……ますね」

「こんなに熱があることにすぐ気づいてあげられなくてごめんよ。ハナさん」

　潤んでいた瞳ひとみだって、熱に浮かされていたんだよな。熱がハナさんを積極的にしていたのかもしれない。どうでもいい。ハナさんを早く安静になれる場所へ。

　ぼくは祠の引き戸を蹴け破やぶるように開けると、薄うす闇やみの遠くから無人の世界の静寂を切り裂くような音を聞いた。

　火花の悲鳴。

　同時に何十本も点火されたロケット花火だ。マボチューの方角。

「このタイミングなのかよ」

　それは日暮れを待ちきれない誰だれかが遊びで打ち上げた花火じゃない。

　ぼくへの合図だ。なにか異常事態か、新しん藤どう先生が現れたら、ロケット花火の束を打ち上げるようにコトリにいっていたのだ。そうすればヒーローが駆けつけてくるよって。ハナさんが吐きだす息と共にいう。

「……あれ、田中君、ど、どこかに……いかれるんですか？」

　噂そん長ちようはどういうわけかテンション低めになってるようだ。外気はさらに下がり、10℃もなさそうだ。時おり吹き抜ける風が涼しいといえない冷たさを持ってる。

「ハナさん」

　ブラウス一枚とサブリナパンツでは、この寒さは凌しのげないだろう。シャツ一枚に海パン姿のぼくも防寒なんて全くできてない。オーバーにいえば凍えそうだ。ハナさんの上体を起こすと、トロンとした瞳と目が合う。

「さ、寒いですね……田中君」

　どうすればいいんだ？

　こんな状態のハナさんを放ほうっておけない。エリアスと妃き唯いはどこかにいってる。ロケット花火は上がったんだ、いち早くコトリのもとにいかなくては。

　上着のシャツを脱ぐとそれをハナさんのブラウスの上に着せ、ぼくはリュックをまえにして、ハナさんをおんぶした。

　ここに戻ってくるだろうエリアスと妃唯に手紙を残しておく必要がある。えっと書くもの。普段から教室の机のなかに筆記用具を置いたままにしていたことを悔いた。リュックのなかにあったのはエリアスの化粧ポーチ。ウエットティッシュにおもちゃのルージュで字を書いた。

『七時にくる』

　とりあえずそれだけ。ハナさんの腕時計で只ただ今いまの時刻を知る。四時三十二分。引き戸に、そのウエットティッシュを挟んだ。

「……七時にまたここにくるんですね。……田た中なか君の背中、温かいです。あれ、田中君がシャツを着ていないです」

　はぁはぁ。耳元にかかるハナさんの荒い呼吸を感じた。ぼくの息もすぐに切れてしまいそうだったが、それでもとにかくマボチューに向かって、全力で走った。



　あやかし神社とマボチューの中間あたりで、自転車に乗る一人の女子にでくわした。クラス一の微少女こと中なか村むらさんだ。

　上半身裸に海パン姿の男子がぐったりした女子をおんぶしているシチュエーションに、中村さんの声は最初からピークだった。

「ちょっと！　ギャルゴなにやってんの!?　え、うしろにいるのハナちゃん？　今日は学校を休んでたはずよね。どうしてここにいるの!?」

　ロケット花火が打ち上げられたんだ。なにかが起こってるマボチュー。そこに体調不良のハナさんを連れていくのには、不安があった。ぼくは制服の上にＶネックカーディガンを羽織っている中村さんにお願いをした。中村さんはハナさんの一番の友達だ。

「悪い！　詳しく説明できないんだけど、ハナさんは熱をだしてるんだ。その、あの」

　テンパるぼくの伝えたい言葉を、中村さんが汲くみ取った。

「えっと、とにかくわかったわ。ハナちゃんは任せて。ちょうどワタシの家がすぐそこだから。それよりこんな寒空の下、海パン一丁で大丈夫なの？　ギャルゴも熱で倒れちゃうわよ」

「ぼくは平気だ。うん、ハナさんを頼む。ハナさん、もうちょっと待っててね。横になれるからね」

　中村さんがハナさんの汗ばむ額に張りついた前髪を撫なでる。自転車を押す中村さんのあとをぼくはついていく。急せかす気持ちが早足にさせる。

　中村さんが気になることをいったのはその時だ。

「ワタシさ、プチ神隠しの異世界探索隊なんだけどさ」

　なんだいそれ？　と、いおうとして思いだした。フネが有志を募るといっていたやつだ。

「中なか村むらさんはフネと探索してたんだ。あれ、でも今一人だね。休憩中なのかい？」

　自転車を押す中村さんの横顔が真剣さを帯びる。緊急地震速報を読むニュースキャスターのような硬い声で中村さんが話し始めた。

「異世界探索隊の女子はワタシ一人で、男子はフネっちを入れて四人いたんだ」

　フネっちと呼ぶ中村さん。フネとは仲がよかったのだろう。有志の女子が一人だけなら、冗談で参加したわけではなさそうだ。中村さんは険しい横顔のまま続けた。

「それぞれ別行動で自転車を走らせて、決まった時間に集合して情報を交換してたんだけど、フネっちが帰ってこないの」

「え、どういうこと？」

「フネっち、行方不明なの」

　話の途中で中村さんの家に着いたようだ。自転車スタンドのストッパーをかけて、家の鍵かぎをだした中村さんに、ハナさんを預ける。自分でかろうじて立とうとするハナさんに中村さんが肩を貸す。

「ギャルゴ、ハナちゃんのことはワタシに任せて。これでも保健委員だし」

　学級委員長に保健委員の掛け持ち。中村さんは多忙な生徒だ。変に中断してしまった話を中村さんが続けた。

「フネっちがどこを探索して、なんで戻ってこないのかワタシじゃわからないの。ギャルゴ、フネっちの友達だよね。お願いフネっちを見つけて」

　ぼくは頷うなずいた。フネのいくところは、真ま幌ぼろ市全域。巨漢のくせにテリトリーはメチャクチャ広い。この異世界に隣町がないのが唯一の救いだ。

　中村さんがポケットからなにかをだして、さしだしてくる。

「これ、つかって」

　方位磁石と温度計が一緒になったプラスチックのケースだった。蛍光の黄色の首くび紐ひももついている。

「フネっちが、有志のみんなに配った異世界探索隊のメンバーグッズ。この世界、急に熱くなったり寒くなったりするから、温度計は結構つかえるわよ」

「ありがと」

　ぼくはそれを首から下げ、海パン一丁のまま中村さんの自転車を借りる。

「ちょっと待ってて。ギャルゴにさ、なにか着るものとってくるから」

　ハナさんに肩を貸した中村さんが家のなかに入っていく。

　ロケット花火を打ち上げ、ヒーローの登場を待つコトリ。ぼくは待っていられなかった。上半身裸のまま自転車に跨またがって、ペダルをがむしゃらに漕こいだ。

　フネはいなくなった。

　一人っきりになって、わざと避けていた考えに囚とらわれ始める。

　エリアスと妃き唯いもいない。

　エリアスどこにいるんだ？

　心配な反面、エリアスがいないことがどうしてもあやしく思えてきてしまう。エリアスと一緒にいる妃き唯いは大丈夫なのか？　疑念は、ぼくがエリアスを信じる気持ちの弱いところを狙ねらって流れ込んでくる。

　エリアス、なんでぼくが戻ってくるのを待たずにどっかにいっちゃうんだ？

　エリアス、ぼくと一緒にいるとなにか不都合でもあるのか？

　ペダルを漕こぐ太ふと腿ももには乳酸が溜たまり、心にはエリアスへの疑いが溜まってくる。

　いや、信じるんだ。

　エリアスを信じるんだ。

「ぐあああ、フネはどこいっちまったんだ!?　コトリ今いく！」

　失しつ踪そうした幾人か。疾走するぼく。温度計では、現在の気温９℃。

　裸の上半身に当たる冷たい風を、燃えるような心を宿した熱い身体で駆け抜けていく。

　どうだい、ちょっとはぼくも熱血ヒーローっぽいだろ？

　ほんとはヒーローなんてどうでもいいんだけどね。ただ、みんなで無事に現実世界に帰りたいだけなんだ。



    

  
    
      


　　第三話　狂気を鎮める歌





　四時四十七分。道路でいきなり車がでてくる心配もないから、赤信号だって全力の立ち漕ぎ。一度もサドルに座ることなくマボチューに着いた。

　ロケット花火の束が打ち上げられてから、ほぼ十五分だ。自転車の緊急車両としては上出来だろ。

　夕暮れのなか佇たたずむ校舎の輪郭が夕空に溶けてる。自転車でマボチューの玄関に乗り上げ、土足のまま校内を走る。

　外気温が下がったため、通り過ぎる女子達たちは水着ではなく学校の制服を着ていた。校内を水着姿で歩く女子達に無む闇やみに心拍数を上昇させられなくて、助かった。ただ、女子達のほうは、上半身裸にリュックを背負った海パン男の登場にギョッとしているようだ。どうせ女子からのぼくの人気は最下層だ。どう思われたって、知ったこっちゃない。

　二階への階段の下、一階の男子トイレまえで気軽に話せるやつに会った。バスローブ姿の桑くわ島しまだ。まわりに女子の姿もなく、草そう一いちもいない桑島単体は稀まれだ。常にまわりに誰だれかいるやつ。さすがに女子とは連れションしないよな。

「ヘイ、田た中なか。どうしたんだその格かつ好こう。乾布摩擦か？」

　呼吸器疾患の予防に効果がある健康法は試してない。桑くわ島しまには悪いがツッコミはなしだ。

「なあ、なんかマボチューで変わったことなかったか？」

「変わったことといえば、夕食会とレクリエーションをやるんだ。そろそろ家庭科室で黒毛和牛のサーロインや特上の骨付きカルビを焼くぜ。コーラにサイダーにジンジャーエール。ソフトドリンクも充実してるぜ。田中、腹空いてるだろ。いこうぜ」

　マボチュー家庭科室史上最も高価な食材が調理されるのだろう。魅力的なお誘いだったが、ぼくには食欲を満たすより、しなきゃいけないことがある。

「いや、あとで時間があったらいくよ。悪いな」

「お、そっか。ちなみにレクリエーションはマボチュー貸し切りの鬼ごっこだぜ。かくれんぼってのも捨てがたいけどな。また雪でも降ったら雪合戦。また暑くなったら、水鉄砲と水風船でバトルっていう企画もあるぜ。レクリエーションの遊びは全部俺おれが考えたんだぜ。アハハッ、大人がいないと自由で楽しいよな」

　桑島の頭がなにより自由だった。思いつく遊びがひたすら子ども向き。小学校低学年だって、鬼ごっこやかくれんぼだけじゃ楽しめないのじゃないだろうか。まあ、桑島のそういうところは好きだけどさ。

「いいじゃないか。レクリエーション楽しそうだ」

　なるべく他ほかのクラスメイト達たちは、噂そん長ちようのことなど知ることなく、このプチ神隠しの世界を楽しんでいてほしい。みんなが遊び疲れて眠った頃ころにでも、ぼくは現実世界にみんなを帰すことができれば問題ない。

「でも田中、ちょっと問題があるんだ」

「うん？　どういうことだ」

　桑島はその純粋な気持ち故、ぼくの心が読めたのだろうか？

　だが、そういうわけではなかった。

「女子達が一部の男子と一緒にいるのが嫌だっていうんだ。困ったぜ」

「一部の男子ってなんだ？　恋愛シミュレーションゲームが好きな愉快なメンツか」

　でも愉快なメンツは、今いま頃ごろサミーの家電コーナーでテレビを複数台並べて、全員一斉にギャルゲーのハッピーエンドを目指して、プレイしてるはずだ。だが、桑島がいう一部の男子とは違うやつらだった。

「なんかさ。うちのクラスの三人の男子がＴＳＵＴＡＹＡにいって、アダルトなＤＶＤを山ほど持ってきたんだ。それを視聴覚室のスクリーンで見てたらしいんだけどよ、それが女子に見つかってよ。女子は悲鳴だよ。『エッチ』『変態』『最低』の大合唱。ハハッ、うけるよな」

　呆あきれた。発想力が豊かなマボチューの男子達。かたや十人同時プレイでギャルゲーするやつら。かたや学校の視聴覚室でＡＶ見放題。

　みんな異世界を楽しんでるのが羨うらやましくなる。

「馬ば鹿かなやつらだよな。女の裸なんか見て、なにが面白いんだろうな」

　マボチュー屈指のイケメンにして、最もピュアな男はまだ性の目覚めが訪れてないようだ。あまり大きな声ではいえないが、女の子の裸が気になりだしてから、中二の放課後は悶もん々もんとすることが多くなる。

「桑くわ島しまは、好きでもない女の人に無む理り矢や理りキスされたら、どう思う？」

　なんでこんなことを聞いたんだろ。ただ、このピュアの塊がどう答えるか気になったんだ。噂そん長ちようからのキスに囚とらわれてるぼく。

「それはなんか面白いな。いや、面白くないかな。うーん、でも俺おれは好きな人とキスしたいな」

　やっぱりただのピュアだった。桑島にとってみれば、キスもテレビゲームと同じ。面白いか、面白くないかの話なんだ。

「そうだ田た中なか、アダルトＤＶＤって見たことあるか？　女が『アン、アン』いってて、笑っちゃうぞ。アハハッ」

　桑島にも、いずれ「アン、アン」いってる女性がギャグに見えなくなる日がくるだろうな。まあ、そんなことはわざわざ伝える気なんてないけどさ。

「マボチューが平和なままだってことはよくわかったよ。なあ桑島、コトリさんは今どこにいるかな？」

　桑島はなにかを思いだすように中空を眺めた。えーと。うーんと。のんきに待ってられないぼくは、二階への階段を二段飛ばしで駆け上がる。背中に桑島の弾んだ声が飛んでくる。

「あ！　田中待ってくれ。小鳥遊たかなしなら」

　二階と一階の階段の間の踊り場で立ち止まってしまった。桑島の言葉に反応したからではない。

　階段の上、二階の廊下には五人の女子達たちに囲まれている新しん藤どう先生がいたのだ。

　桑島の声が続いてやってくる。

「家庭科準備室にいたぞ」

　階段の上の新藤先生は、にんまりと口元に笑みを溶かす。

「あら、そうなの。ゆかりちゃんは、家庭科準備室にいるのね」



「そ、そん……新藤先生」

　女子達の輪のなかにいると噂長って感じではなかった。優しいお姉さんのようないつもの新藤先生に見えたのだ。

　白のレザーのライダースーツではなく、教室で見るスーツ姿の新藤先生がいう。

「うふっ。こら、服を着なきゃダメよ」

　ぼくは新藤先生のどんな表情にも恐怖を覚えるようになってしまったようだ。微笑ほほえみが怖い。上半身裸のぼくを非難するような目で見る女子達は無視した。

「かな、新しん藤どう先生、どうしてここに？」

　香か奈な子こといってしまいそうになった。それはまずい。

「田た中なかクン。どうやらアタシ達たちは地伝の影響を受けてしまったみたいね」

　ハルオ君ではなく、田中クンに戻ってる。地伝を四つ起こして、頭がだいぶいっちまった噂そん長ちようにも、いつもの新藤先生のふりをするくらいの冷静さが残っていたようだ。

　噂長の隣にいる長い髪の中間にピンクのシュシュをつけた女子がいう。ちなみにシュシュとは、布を筒状にしたものにゴムを通してリング状にした、髪飾りの一種だ。エリアスが定期購読している女性誌の付録でついていたから、なんとか名称がわかった。シュシュは、エリアスにとってはフラフープみたいなものだったけど。

「香奈子せんせぇ。現実世界では、うちらって、いなくなっちゃったってカンジなんですよね？」

「そうね。アタシがプチ神隠しとかいう地伝の影響で、この異世界の視聴覚室にこられたのはついさっきの四時半頃ごろ。同時刻の現実世界は、みんなが行方不明になってから七時間以上経たってるから、大変な騒ぎよ。なぜアタシがこの異世界にこられたのか、わからないのが残念だわ」

　新藤先生は自分が異世界にいる理由を、生徒達に対して地伝に巻きこまれた一般の先生のふりで誤ご魔ま化かすつもりなのだろう。なぜそんな嘘うそをついてまで、マボチューにいるんだ噂長？



    

  
    
      



    

  
    
      　廊下で立ち話をしている女子達たちには、しんみりとした空気が広がっていた。

　女子の一人が突然悲観的なことをいう。

「もう、お母さんに会えないのかな」

　心の弱いところは伝染する。みんなの口から沈んだ声が漏れだすまえに、噂そん長ちようがいう。

「心配しないで。きっとだいじょぶよ。みんな元気をだして。そろそろ晩ご飯にしましょ。ステーキと焼き肉するんだったわね。おいしいものを食べて、いっぱい遊びましょ。地伝は必ず終わるんだからヘーキなのよ」

　大人の新しん藤どう先生がいう「ヘーキなのよ」には、女子達の不安を紛らわす効果があったようだ。安心が伝染する。

「そのシュシュかわいいわね。先生もほしいわ」

「これー、うちのママの手作りなんですよ。香か奈な子こせんせぇの分も今度つくってもらいますね。おそろにしちゃいましょうよ、せんせぇ」

「うふふっ、それはいいわね」

　新藤先生が噂長だと知らなければ、微笑ほほえましい光景だ。知らぬが仏。

　そして、新藤先生は実に変な質問をする。

「みんな、お母さんが好きなのね。ふふっ、ところで田た中なか君のことも好きなの？」

　五人の女子達は、え？という顔で止まった。やがて、一人の女子がいう。

「やだぁ。新藤せんせったら、ソレなんの冗談ですか？　ギャルゴのことなんか好きなわけないじゃないですか。超ムリ。だって、ギャルゲーゴッドですよ。終わってますよ」

　なにが終わってるのか確認したいところだが、それより噂長の表情が気になった。ぼくを好きじゃないということで共感しあう女子達の「ありえないよね」という頷うなずきを、実に幸せそうな顔で眺めている。

　外気温が上がったようだ。温度計はみるみる５℃は上昇した。１００Ｗの一人用コタツのなかより暖まるのが早い世界。

「そうよね。田中クンはギャル語が好きなギャル語オタク少年なわけじゃなく、ギャルゲーゴッドだからギャルゴ君だものね。うふっ、みんな田中クンのことが好きじゃないのね。きっとお母さんのもとに帰れると思うわ」

　女子達は新藤先生のいっている意味がイマイチわからずキョトンとしたが、深く考えず、ぼくの軽い悪口に戻っていった。

　人生で初めて、ぼくを露骨な態度で嫌う女子達のことを、微笑んでしまうほど穏やかな気持ちで眺めた。

　女子達は気づいていないのだ。自分達が生死を分ける二択をだされていたことに。

　ぼくを好きだなんていってしまったら、独占欲と嫉しつ妬との怪物にもれなく命を狙ねらわれる。知らぬ間に命拾いをしていたなんて気づいてない女子達に噂長がいう。

「さあ、立ち話もなんだから、移動しましょうか」

　てっきりコトリのいる家庭科準備室にいくのかと思いきや、向かった先は職員室だった。新しん藤どう先生を慕っている女子達たちは離れずについていく。ぼくはコトリのもとにいきたい。でも噂そん長ちようから目を離すわけにはいかないよな。

　ぼくも噂長についていくと、シュシュをつけた女子が「うげっ、なぜかギャルゴがついてきてるんですけど」という。それでこの場にいる女子達は顔を歪ゆがめた。そんな女子達の様子に噂長はやっぱり顔を綻ほころばせている。

　女子達よ、その調子だ。大いにぼくを嫌ってくれ。そうすれば君達は安全だ。



　職員室に入ると女子達は男性教諭の机のなかを勝手に漁あさり始めた。集まるとタチが悪くなるやつらが男とか女とか関係なく、たまにいるよな。

　ぼくは、共用のガラス戸の棚を開けている噂長に歩み寄った。当然近くに女子はいない。

「香か奈な子こは、なんでマボチューにきたんだ？」

「うふっ、女の子達のまえでも『香奈子』『ハルオ君』で呼びあいたいわね。アタシもさっきは照れちゃって、どうしても呼べなかったわ」

　下の名前で呼びあうことを望む敵なんて厄介だよな。『シーンナンバー３　職員室』噂長を愛してる男の演技開始だ。

「ぼく達がラブラブなところを見せつけるのはやめようぜ。それで、どうしてここにいるんだ？」

「ふふっ、それはね。もしかしたらアタシが知らないだけで、ハルオ君に想おもいを寄せる女の子がまだいるんじゃないかと思って、調べにきたのよ」

　噂長は心のなかまで見透かそうとするような目を女子達に向けた。ＣＴスキャンのような視線だ。

「教頭の机って、なんかおやじクサイ。ゲロゲロ」

　女子達は笑いながら、教頭の机にファブリーズを噴射しまくり。あの女子達の性格が、噂長のつぎに怖い。

「彼女達は問題なさそうね。でも、少しは気をつけなきゃいけないかしら。イヤよイヤよも好きのうちなんてこともあるから」

　ぼくのことを「イヤ」と連呼している女子達の感情を裏返すことができたら、確かにそれはハーレムみたいになるだろう。イヤよイヤよは、やっぱりイヤだよな。

「ふふっ、あったわ」

　棚のなかから噂長は目当てのなにかを見つけたようだ。分厚いそれをひっぱりだす。

　タウンページ？

「ハルオ君、これでなにを調べるんでしょうか？　ヒントはアタシとハルオ君に関係あることでーす」

　窓の外は日が落ちた直後で、夜の手前の空は雲一つない深い紺色だ。平穏な天気をゲリラ豪雨にしないためには、カップルみたいなゆるいクイズに付きあったほうが得策だった。

「そうだな、ぼくと香奈子が明日ゆっくり二人っきりの時間を過ごせるホテルでも探してるのかい？」

　命がけの軽口。噂そん長ちようは首を振る。でもぼくの誤答に満足しているようだ。温度計をチラッとみたら、なんと26℃。マボチューでぼくが噂長と出くわしてから15℃は上がった計算になる。上半身裸のぼくとしては助かる。

「ぷふっ、ハルオ君のエッチ。ホテルはあとよ。他ほかに探してるものがあるの。ハルオ君のことを好きな女の子達たちを始末していかなきゃね」

　タウンページは「け」のページが開かれてる。「け」から始まる名前でぼくのことを好意的に想おもってくれている女子なんていただろうか？

　結局なにを調べるんだ、というまえに、いきなり噂長に床に押し倒された。大木を切り倒す斧おのの一撃のようなタックルを腰に受けたのだ。たまらない。仰あお向むけに倒れたぼくを上から押さえつける噂長。

　ゲリラ豪雨より激しい女。



「あれー？　新しん藤どうせんせがいなくなっちゃってる？　あとギャルゴもいない感じ？　っていうかギャルゴはいなくて全然いいんだけどさ。ハハ」

　女子達がこちらに歩いてくる足音。噂長からの好かれ方も異常だが、女子からの嫌われ方も軽く異常だ。凹へこんでる場合じゃない。ぼくは馬乗りの女にいう。

「香か奈な子こ、なんのつもりだ？」

　ほとんど息だけの声で噂長がいう。

「ハルオ君の視界にあの子達が入っちゃってたわね。だから、アタシの口のなかにハルオ君の舌をちょうだい」

　ぼくの視界に女子の姿が入れば、ぼくは噂長の口に舌を入れなきゃいけない。どういう理屈なんだ。誰だれかわかるように説明してくれ。

　女子達の声はさらに近い距離から届く。

「あぁ！　先生がきたこと妃き唯いに教えてあげなきゃ」

「ウン、だね。妃唯と新藤せんせって母娘みたいに仲良しだから、妃唯きっとすごい喜ぶよねー」

「あーあ、香奈子せんせぇが顧問なんて妃唯の演劇部は羨うらやましいなぁ。うちも女優さん目指しちゃおっかな。キャハ、なーんてね」

　妃唯は演劇部なのか。

　それは上書き睡眠で妃唯がクラスメイトに植え付けた記憶。なにかの意味があるんだろうか？

「き、い……きい？　きぃいぃい」

　ぼくの舌を待っていた噂長が頭を抱えて、ぼくの裸の胸の上に崩れる。痛みに耐えるような声は意味のない音になって漏れてる。

「あ、だいじょぶですか？　新藤先生！」

　ぼくは噂そん長ちようの身体を支えながら、立ち上がった。わざと声を大きくしたのは、女子達たちに気づいてもらうためだ。無関係の女子達の視線があれば、噂長はいつもの優しい新しん藤どう先生のふりをして見せるはずだ。

　だが、そんなぼくの考えは甘かった。

　噂長は痛みに我を忘れたようだ。ぼくはふらふらと立つ噂長と対たい峙じする。

　潤んだ瞳ひとみに見つめられる。

「きい、きい、きい。ハルオ君、助けてぇ」

　噂長はぼくの首筋をなぞるように両手で触れる。迫り来る噂長の顔のうしろには、状況についてこれない唖あ然ぜんとした女子達の顔が近づいてくる。噂長は振り返ることもせず、ぼくの顔を見ながら、放水する黒くろ部べダムのように大きく口を開けて女子達にいう。

「あなた達お願いよ。ハルオ君と二人っきりにさせて！」

　カツカツと硬質のなにかがぶつかる音がして、反射的にそっちを見た。窓の外は奇跡みたいな光景だった。気温は30℃近いはずなのに、雹ひようが降ってるんだ。屋上から陽気な誰だれかが、かき氷を降らしてるわけじゃないだろう。この気象は噂長の心が高揚と悲しみの間を彷徨さまよっていることを物語っている。

「し、新藤せんせ、どうしちゃったんですか？　な、なにいってるんですか？」

　震える声。五人の女子達は青ざめた顔をしてる。当然のリアクションだろう。信頼できるクラス担任が、職員室でクラスの男子の首の辺りを愛いとおしそうに撫なでながら、二人っきりにするよう哀願してくるのだから。

　ただ、怯おびえながらこちらを窺うかがう女子達への噂長のリアクションは、相変わらずイカレていた。

　ぼくの首に触れる片手を離し、机の上にあったガラスの花瓶を持ったかと思うと、すぐさま机に叩たたきつけた。砕くだかれた花瓶の水は机の上に水みず溜たまりをつくる。机の端のガラスの破片は、真っさらな白色の蛍光管の明かりを満遍なく浴び、特に輝くこともなく鋭利な先端から水が滴り落ちている様が印象的だった。

　なにをする気だ？

「香か奈な子こせんせぇ、これってドッキリみたいなカンジですか？　ギャルゴと恋人同士の設定とか。お茶ちや目めな演劇部顧問の香奈子せんせぇっぽいですねー。うちビックリしちゃいましたよ」

　シュシュは、たとえ様子がおかしくても新藤先生に怖さを感じないのだろう。無防備にこちらに歩いてくる。

　噂長は机の端のガラスの破片を握ると一いつ閃せん。速すぎて見えなかったが、シュシュの耳にかかる髪は、ふわっと舞った。直後、ひらひらと半分から切れた幾筋かの髪の毛が床に落ちた。

　シュシュは悲鳴を上げる余裕もなかった。うしろの女子達も声がでない。ぼくも不用意に声は上げられなかった。

「はぁい、聞こえなかったのかしら。どっかにいきなさい。つぎはそのかわいらしい顔をガラスで引き裂いちゃうぅわぁよぉおお」

　女子達たちの悲鳴はガラスが割れる音に似ていた。これ以上ないくらいの恐怖に顔を歪ゆがめて、机の角にぶつかるのも気にせず、職員室をでていく。床にはピンクのシュシュが落ちていた。噂そん長ちようは自分がかわいいと褒めていた髪飾りのゴムを、ガラスの破片で切ったようだ。噂長の行動はムチャクチャだ。

　雹ひようが止やむ。ぼくとイチャついてるためか、気温は変動なしの猛暑だ。不意にやたらフローラルないい匂においが漂ってきた。教頭の机にファブリーズしすぎなのだろう。

　ぼくの口のなかも除菌してほしいくらいだ。噂長が口づけを始めていた。



　十秒ほどのキスのあと、噂長がいう。

「ハルオ君とこれで二人っきりだわ。アタシ、妃き唯いって名前を聞くとなんだか無性にハラハラする。頭も痛みだしちゃう。アタシを癒いやせるのはハルオ君だけ。もうハルオ君しか見えない。ね、やっぱり明日まで我慢できないわ。今すぐアタシの半世紀を突き破って」

　噂長の手がぼくの腰に回され、床に倒される。二度目のダウン。エリアスの化粧ポーチしか入っていないリュック越しに背中を強打。息が一瞬できなくなる。レスリングだったら、とっくに負けてるよな。噂長が片手でぼくのパンツを脱がそうとする。いや違う。

　パツッ。ビリッ。

　海パンのゴムが裂け、布地はティッシュのように破かれる。海パンの裂ける音に紛れて、職員室のドアがレールを滑る音を聞いた気がした。誰だれかきたのか？

「ハルオ君のアレと目があっちゃった。初めまして香か奈な子こです」

　アレと目があうってどういうことだ。まさかの自己紹介。噂長はご機嫌だ。顔を赤らめて、しかし嬉き々きとして、ぼくの露出されたアレを眺めている。身体は押さえつけられて逃げられない。噂長のセクハラは続く。

「うふっ。あらっ、どうしたのかな？　元気なぁいぃぞぉ」

　元気があるわけなかった。

　噂長に無む理り矢や理りキスされて、つぎは貞操の危機だ。縮こまるのはあたりまえ。

「やめろよ。やめてくれ」

　演技ではない声に嫌悪感が漏れてしまった。アウト。噂長の顔がさっと凍りつく。

「え、ハルオ君はアタシのこと好きなんでしょ。好きなら、当然エッチなことを彼女のアタシにしたいでしょ？　だってハルオ君は健全な男の子なんですもの」

　噂長、おまえは健全じゃない女だな、といってる余裕はなかった。

　不意に噂長のものではない、ひどく小さな、けれどやけに滑舌のいい声を聞いたのだ。

　そんなの悲しいよ。そんなの悲しいよ。そんなの悲しいよ。

　ギョッとした。

　ぼくの顔を四つんばいになって見おろす噂長の奥に、人形のように表情のない少女がいたからだ。少女は鍋なべ掴つかみをつけた手に持った、おそらく料理を乗せたお盆を手近な机に音もなく置いて、その机にあった氷柱つららのようなガラスの破片を手に取った。ひどく澄んだ声でいう。

「春はる男おくぅんに彼女ができちゃったらぁ、悲しいな。きっと刺し突とつしちゃう」

　人形のような少女がポンチョのバスタオルを羽織ったコトリだと気づいた。まるで別人のように表情がなかったのだ。コトリは落ち葉のように音もなく、噂そん長ちようの背にかぶさる。

「ゔぐぅ」

　噂長のうめき声。コトリは身体を離した。バスタオルの端が血で染まってる。噂長は力なく目を細め、そのまま床に頭突きをするように倒れた。のしかかる噂長の身体の下から這はいでて、ぼくは起き上がる。

　そして、息を呑のんだ。

　噂長の背中にたった今コトリが持っていた氷柱のようなガラス片が深々と刺さっている。

「コ、コトリ、なぜ？」

　自分の目で見ていたのに信じられない。これはコトリがやったのか？　たとえ相手が噂長だとしても、コトリが誰だれかを傷つけるようなことをしたのか。コトリどうしちゃったんだ？

　夢でも見てるように空うつろなコトリの顔が、ぼくと目があうと命が宿ったように赤く染まる。

「春男くん大好き。でもでもね、春男くんの彼女は大嫌い」

「コトリ、だいじょうぶか？」

　コトリの細い肩に手を置く。床に横たわる噂長に向けられてるコトリの視線は、アスファルトについた鳥の糞ふんでも見るようだ。ぼくは泣きそうだった。

「なんでこんなことをしたんだ？　コトリが人を刺すなんて、そんな、どうして？」

「コホッ、ゴホッ。春男くん、喉のどが痛いよぉ」

　コトリの異変。パニックになってしまいそうなぼくの頭は一つの可能性を考えていた。

　噂長は地伝を起こしている数が増えれば人外としての力を増す、そのため人外の女性に好かれやすいぼくのことを想おもう気持ちも強くなった。コトリはもともとぼくを好意的に思ってくれていた。その気持ちと、蜚ひ子ごから地伝の元凶へと目覚め、人外の女性としてぼくを好きになる気持ちがプラスされた。

　噂長だけじゃない、ぼくのこととなるとコトリも我を忘れているのだ。

　ぼくは床で血を流したままの噂長を置いて、コトリの鍋掴みをつけた手を引いた。手のひらにはガラスの破片が残っていたようで、チクッとした痛みが握った手に走ったが、気にしてる場合じゃなかった。やはり噂長は刃物では倒せないんだな。背中にガラス片が刺さったままにも関かかわらず、傷口が塞ふさがっていくのを、その場を立ち去る最後に見たからだ。

　なにげなく目についた床のピンクのシュシュを拾って、職員室をあとにした。



「コトリ、せっかく料理持ってきてくれたのに、食べられなくてごめん」

「いいよ。またつくれるから。春はる男おがマボチューに帰ってきたって聞いたからね、つくっておいたドリアをオーブンで温めたのぉ。えへへっ、つぎは食べてね」

「ああ。もちろん」

　職員室をでると、コトリの表情にいつものほんわかとした雰囲気が戻ってきた。

　そして、ある言葉を思いだしていた。

　――春男くぅんに彼女ができちゃったらぁ、悲しいな。きっと刺し突とつしちゃう――

　ぼくは五時間以上まえのプールで同じことをコトリから一度聞いていた。「刺突」の部分がよく聞き取れなくて、「嫉しつ妬と」かなにかだと、その時は思っていた。

　噂そん長ちようとはいえ人を刺してしまう狂気がコトリに宿った。でもそれはコトリのせいではない。恐ろしいことに地伝が絡めばコトリだって、ぼくの全く知らない別人のような一面を見せてしまうのだ。

　エリアスも、ぼくの知らない別人の一面を持っているのかもしれない。不意にそんな考えに移ってしまうぼくの弱い心。「エリアスを信じてる」から「エリアスを信じたい」に変わってしまいそうになる気持ちを、「信じてる」に振り戻す。

　エリアスの化粧ポーチしか入っていない背中のリュックは軽すぎて、背負い心地が悪かった。小さな仲間がこのリュックに帰ってくることを信じるからこそ、ぼくはほとんど空のリュックを背負ったまま、移動してるんだ。



「コトリ、お願いがある。相手がたとえ噂長でも、二度とあんなことはしないでくれ。コトリが誰だれかを傷つけるところをぼくは絶対見たくない」

「ごめんなさい春男くん。わかりました。約束します」

　階段を下りた。一階の廊下をコトリの手を引き、駆け足気味。とりあえず二人で話せる場所。安全な場所はどこだ。

　廊下の向こう。家庭科室のまえの女子達たちの輪からのんきな顔をした桑くわ島しまがやってきた。なんか桑島とはよく会う。

「お、ヘイ田た中なか、それに小鳥遊たかなし。今そっちのクラスの女の子から面白いギャグを聞いたぜ。新しん藤どう先生が田中とイチャついてるって話だよ。まるでキスしそうな勢いだったって話だぜ。うけるよな」

　女子達にキスシーンを見られていなかったのはよかった。

「ハハッ、リアリティの全くないでたらめな冗談だよな。でもさ、それを話してた女の子はまるで嘘うそをついているふうには見えないくらい、すごい血相変えてたんだよ。やっぱり担任が演劇部の顧問だと、生徒も知らず知らずのうちに演技派になるのかもな」

　いや、それは関係ないよとツッコミを入れるまえに、桑島はおしゃべりを続ける。

「その冗談を聞いた男子がいってたぜ、ギャルゴはついに催眠術を習得しやがったってな。バカ騒ぎだぜ。催眠術で女性とイチャイチャするなんて、田中は恋愛裁判なら終身刑だな。ちなみに催眠術で女性とキスしたら、それもやっぱり終身刑だ。アハハッ」

　噂そん長ちようのほうはリアルな裁判でも有罪だよ、と心のなかで呟つぶやいた。

　新しん藤どう先生の変へん貌ぼうがみんなに広まっていないようでひとまず安心。催眠術のデマについては、ぼくは苦笑。そして、この場で唯一笑っていないコトリの声を聞いた。

「春はる男おくぅんの唇いいなぁ」

　うん？

「おお、田た中なかと小鳥遊たかなし、手なんて繋つないでどうしたんだ？　仲良しだな。由ゆ井いっていう彼女がいるのに田中は浮気か。ませてるな」

　桑くわ島しまのお気楽な声を聞いてる場合じゃなかった。

「んっ、ちゅっ」

　そんな音を聞いた。

　コトリがクルッとその場で半回転して、ぼくの唇にキスをしたのだった。

　ゼロ距離で感じるコトリの顔。ピンぼけしている。コトリは両目を瞑つぶっている。ぼくは瞑るわけにもいかなかった。ハッとした顔の桑島と目があう。ぴちゅ、というごくごく小さな音をぼくとコトリの唇が奏でると、腰から崩れそうになった。噂長から散々性的に迫られて、やられたい放題だったが、コトリのキスは圧倒的な癒いやしの作用があるのだろう。噂長の唇の感触を忘れさせてくれる浄化のようなキスだった。

　永遠とも思えるほんの一秒。ぼくの唇に甘くて柔らかい感触を覚えさせたまま、コトリの唇は離れていく。

　そして、コトリはぼくに微笑ほほえみ、桑島に振り返る。

「桑島くん、不意打ちのキスは恋愛裁判では有罪ですかぁ？」

「お、いや、小鳥遊。それは、ノットギルティだ」

　桑島がなぜ英語で答えたのかわからない。ぼくはことのなりゆきを二人に任せた。

「田中が嫌じゃないのなら、恋愛裁判的に問題なしだ」

　コトリがぼくの顔を覗のぞき込む。

「春男くん、嫌じゃなかったかなっ？」

　顔に不安を滲にじませるコトリ。もう一度つぎはこっちからキスをしたくなる表情だった。鉄の意志でセーブ。ぼくは頷うなずくだけだ。

「桑島くん、でもでもね私は恋愛裁判で懲役刑になっても、脱獄して春男くんのもとから離れないつもりなのっ」

　コトリは愉快で堪たまらないという様子で、ぼくの手を引いて、桑島の横を抜けていく。

「ヘイ、小鳥遊。懲役刑になっても執行猶予はつくんだぞ」

　恋愛裁判の裁判長がなにかいってるのを背中で聞いた。

　地伝の影響で我を忘れかけているコトリと桑島のやりとりは、ほぼ意味不明だった。恐ろしいのは桑島は別にこれがいつも通りということだ。

　弾むコトリの背中に聞いてみた。

「なあ、コトリ。恋愛裁判ってなんだい？」

　振り返ったコトリの顔は、ひたすら夢のなか。

「えへへ、私もわかんなぁい。なんとなくだよ。なんとなく楽しいから」

　突き抜けたような笑顔も、吹っ切れたような声も怖かった。つぎの瞬間なにをやらかしてしまうかわからないコトリが怖いんだ。守りたいと思っている人の細い背中を怯おびえながら見つめていたんじゃダメだよな。コトリはいつだってコトリだ。



　一階の保健室に入ると、室内灯が点ついていた。先客がいたのだ。ついさっき職員室にいた女子達たち。ビクッと肩を震わせてこちらを見る。女子の一人がいう。

「あ、ギャルゴだ。ね、チョットなにがなんだかわからないんだけど。いったいなにが起きてるのよ？　新しん藤どうせんせはどうしちゃったの？」

「ああ、その、いや」

　なにを話せばいいのか。安心したがっている彼女達の気を楽にさせられる話は残念ながら、なかった。

「ギャルゴなんとかいってよ！　新藤せんせもなにかの地伝の影響でああなっちゃったの？　ヤダぁそんなの！」

　それを引き金になにかが決壊したかのように泣きだす女子達。「帰りたいよ」「怖いよ」といいだす。別の女子がすごい想像力を働かした。

「センセーがギャルゴのコトを好きなんて、やっぱり別の地伝が起きてる感じじゃない。ギャルゴに惚ほれちゃう地伝。キャー、メチャ怖い」

　悲鳴が伝染する。たまらずいった。

「いや、ぼくのことを好きになってしまう地伝なんて流は行やってないから、落ち着いてくれ。なあ、コトリ」

　コトリに振ったのが間違いだった。

「えっ、なんの話ですか？　春はる男おくぅんのことなら好きどころじゃないよ。えへへ、大好きだよっ」

　可哀想かわいそうな女子達は先ほどとは別の意味の涙を流して、保健室をでていった。



「香か奈な子こせんせぇ、どうして」

　ぼくとコトリのまえに涙が止まらない女子が座りこんでいた。ぼくは彼女の髪を結っていたシュシュを渡した。

「ギャルゴ、それ」

　ピンクのシュシュを見て、涙が倍増したようだ。お気に入りのヘアアクセサリーをギャルゴに触られたから、悲しさが溢あふれたわけではないようだ。彼女はいう。

「ギャルゴありがと。それ、うちのママがつくってくれた大事なものだから」

　クラスメイトの女子にお礼をいわれるのは照れる話だった。ゴムが切れてしまったため輪っかではなく、布の紐ひもになってしまったピンクのシュシュを手渡す。

「うちの友達いっちゃったから、ダッシュで追っかけなきゃ」

　シュシュは立ちあがると、保健室をでていこうとする。その背中にいう。

「怖い思いさせてごめん。つぎはシュシュが切れたりするまえに新しん藤どう先生をなんとかするから」

　シュシュが振り返った。やや細い目が笑みの形になって、ほとんど線になった。

「なにいってるの？　なんか急にテレビのヒーローみたいなこといっちゃって。キャハ、ギャルゴってウケるね」

　彼女は切れてしまったシュシュを大切に胸のまえに持って、廊下に消えた。

　ぼくは急に地上波で放送されるヒーローに憧あこがれた。いくらなんでも子ども向けのヒーローは、女の敵に貞操を狙ねらわれたりはしないだろうから。

　女の敵にセクハラを受け続けるヒーローなんて、どこもかっこよくないもんな。



　掛け時計は午後六時。二人っきりの保健室。カーテンを閉めながらコトリの声。

「そういえば春はる男おくんって、ヒーローさんだったんだねっ」

　ドキッとした。コトリには、ぼくの正体は話していない。地伝絡みで話したのは、コトリが歌沫姫うたかたひめだということを伝えただけだ。

「なんでだい？　今の女子との会話だったら、気にしないで」

「えへへ、だって春男くんがいってたんだよ。ロケット花火を打ち上げれば、ヒーローがきてくれるよって。それで春男くんがきたの。だからね、春男くんがヒーローさんなんでしょ」

　ぼくは瞬時に考えた。話すべきか、隠すべきか。

「私、昨日ぐらいからかなぁ。自分がわからなくなっちゃうくらい春男くんのことしか考えられない時があるの。頭がボーとして自分がなにしてるのかわからなくなっちゃう。でもでもね、今は少し気持ちに余裕がある状態なのっ。多分ねぇ、春男くんのことを好きだって思ってる女の人が春男くんの側そばにいるのを見ちゃうと冷静じゃいられなくなっちゃうんだと思うっ。なんでこんなふうになっちゃったんだろ」

　ぼくはその答えを伝えるために、長い話をする決意をした。

「コトリが、我を忘れてしまうのには訳があるんだ」

　そして、コトリの近くの丸椅子にぼくも座り、話し始めた。

　地伝をぼくが解決していたこと。数々の地伝を生みだしてきたのは新藤先生だということ。ぼくには、エリアス、かま子こ、ライムという仲間がいること。

　驚きつつも素直に頷うなずきつづけるコトリ。だいたい話終えたあと、唐突にドアノブがガチャと握られる音にぼくとコトリはビクッとした。キィィィイ。続いて保健室の蝶ちよう番つがいが奏でる嫌な音を聞いた。

　廊下から闖ちん入にゆう者がゆっくりと顔をだした。



    

  
    
      



    

  
    
      「ハルオ君、なんでアタシの介抱をしにきてくれなぁいぃのぉ？」



「いや、違うんだ香か奈な子こ。今、手当につかえるものはないかと保健室にきたんだ。香奈子は血がでてるから、包帯やガーゼとか必要だろ」

　噂そん長ちようから目を離さないように、あとずさりしながら薬品棚に近づく。

「あら、やっぱりアタシのハルオ君は優しいわ。そうなのよ、背中がチクッとしているの」

　ガラス片を深く突き刺されて、チクッとする程度の痛みしか感じてないのか。バケモノめ。

「香奈子、ちょっと待ってて」

　保健室の外には中庭がある。そこにはシーツなどを干してある物もの干ほし竿ざおがあった。なるべくなら竿さおを握ることなく、この場からコトリと逃げたい。逃げなくてはいけない。

　コトリが丸まる椅い子すから立ちあがり、その場で頭を下げた。

「新しん藤どう先生さっきはごめんなさい。私、自分のしたことがわかってなくて、なんてことを先生にしてしまったんだろう。本当にごめんなさいっ！」

　自分の声を奪おうとしているのが新藤先生だと知っていても、コトリは背中を刺したことについて謝った。ぼくは新藤先生には見えない位置で、コトリのポンチョの裾すそを握った。必ず守るという意志と下がっていてくれという意思を伝えた。

　噂そん長ちようはコトリを憎悪の視線で射すくめていた。

「ゆかりちゃん、よくも刺してくれたわね。失うのは声だけじゃすまなくなるわよ、命もいらないの？」

　ぼくはコトリのまえにでて、室内に入ってきた噂長と向かいあう。声が震えたりしないように、あくまで優しい口調でいう。

「手当を急がなきゃな。香か奈な子こそこで待っててくれ。今お姫様抱っこでそこのベッドに運んであげるからな」

「ハルオ君うれしいわ。うふふっ、でもね、お姫様抱っこのまえにしなきゃいけないことがあるの。ハルオ君の愛してくれるアタシの身体を傷つけるやつは許せないわ」

　自己愛の怪物がゆっくりと歩いてくる。

　噂長と戦わないためには噂長に好意を見せる必要がある。でもそれで助かるのはぼくだけだ。それじゃあ、コトリは助けられない。

「アタシの背中は性感帯なんだけど、刺されるのはイヤだわ。ね、ゆかりちゃん、惨むごたらしく死ぬ準備はいぃいぃかぁしぃらぁ？」

　もう戦いは避けられないのか。

　ぼくは祈りのようにいった。

「コトリさんは香奈子のクラスだけじゃなく、演劇部でも教え子じゃないか。香奈子は優しいお姉さんだろ。許してあげてくれよ。ぼくは優しい香奈子が好きだな」

　外は強風が吹き荒れる。窓ガラスがガタガタと震える。雷が遠い空を竜のように駆けた。ぼくの言葉に禁止ワードがあったようだ。

「そっか、お姉さんか。そうよね、アタシは半世紀も生きてきて、ハルオ君やゆかりちゃんから見れば、だいぶ年上だもんね。それって遠回しにアタシのこと、ただのおばさんっていってるのよね？　ただの処女のおばさんだもんね。ね、ゆかりちゃんも処女なんでしょ？」

　ひたすらタチの悪い噂長。どこから飛び火するかわからない被害妄想は脅威だった。

　コトリの表情は固まっている。噂長は戦せん慄りつの問いかけを続けた。

「あれ、どうしたのゆかりちゃん。もう中古なの？」

　我慢だ。冷静になれ。戦いになればぼくは勝てない。噂長は自分の背中からガラス片を抜き取った。滴り落ちる血。

「どっちでもいいわ。ゆかりちゃん聞いて。明日ね、ハルオ君のアレがアタシの半世紀に突き刺さるのよ。だからコトリちゃんのアソコには、これを突き刺してあげるわ」

　我慢も冷静さも不要になった。もう戦いは避けられない。

　ぼくはシーツが干してある中庭へと抜けるガラス戸を開けた。



　中庭に降りられる二、三段の短い階段を無視して、飛んで地面に降りた。

　シーツをかけた物もの干ほし竿ざおに飛びつき、端を握る。ひと振り。干してあったシーツが大漁旗のように揺れた。強風に吹かれ、マストから外れた帆のように竿さおから離れたシーツは暗い空に舞った。

　塩化ビニールの竿を持ち、室内に戻る。二メートル近くある物もの干ほし竿ざおを見ると、コトリが顔をしかめた。地伝の元凶のコトリにとって、この竿は自分を成仏させようとする凶器だと、本能的に感じてしまうのだろう。ぼくは噂そん長ちようにいう。

「コトリさんに手をだすな！」

　距離は保健室の端から端まで。噂長に物干し竿を構えた。構えてしまった。

　それはご機嫌取りではなく敵意を示した行為だと、物干し竿の先を噂長に向けてから改めて意識した。でもコトリを守るためには、ここで戦うしかなかった。

　コトリを守れないなんて、自分が死ぬよりつらい。

「あらハルオ君、どうして物干し竿をアタシに構えてるの？　あれれ。まさか、アタシと戦うの？　そんなことしないわよね。だってハルオ君って、アタシに比べればとっても弱いから」

　物干し竿を握る手が情けなく震えた。噂長は四つの地伝を起こしている状態。ぼくは先ほど惨敗している。今はなんの策もない。だからどうした。負けるわけにはいかないんだ。

「ぐあああああああああああ！」

　両手で竿を短い間隔で強く握り、駆けだす。距離は一気に縮まった。噂長は微笑ほほえんで両手を広げてる。ぼくは天井に擦れるスレスレで、物干し竿を振りかぶり、そして叩たたきつけるように振り下ろした。視覚的には竿が噂長の頭部を捉とらえた直後。塩化ビニールの竿が緑の気体になった。噂長に触れていない部分の竿だけが原形を留とどめている。

　どういうことだ!?　噂長がいう。

「いいこと教えてあげるわハルオ君。地伝を四つ起こしているアタシは、力が強くなりすぎていて、アタシを成仏させようとする物干し竿の攻撃から、身体を守る防壁のようなものに包まれているの。だから竿がアタシの身体に触れれば気体になるわ。ちなみに地伝を三つ起こしてる時は、そうね、確か竿は液体になっちゃうはずよ」

　ぼくは蒸発してしまい三分の二の長さになってしまった竿を、絶望的な心境で握っていた。もう力は入っていなかったかもしれない。倒す方法がないと宣告されたのだ。

「ハルオ君、アタシを愛してくれてないの？　ハルオ君ったらやんちゃなんだから。困ったわ。あ、そうだ。両手の指を握りつぶせば、もう竿を握れないわよね。心配しなくてもヘーキよ。アレの時はアタシがリードしてあげるから、ハルオ君は寝てるだけでいいのよ」

　噂長は実に相手の士気を奪うのが得意な敵だった。絶対的な戦力差が、ぼくのなかの抵抗する気を消し去っていく。

　噂長の手が物干し竿の先に触れ、気体に変えていく。ぼくは一歩も動けなくなっていた。ぼくの両手が触れている部分以外は竿がなくなってしまうと、噂長の両手がぼくの両手の上に重ねられた。これからぼくの手を握りつぶそうとする手は、ほんのりと温かい。

「ハルオ君、心配いらないわ。だってもう自分の手ですることないから。うふふふ、心中するまでアタシがハルオ君の性欲処理をしてあげられるのよ」

　涙が零こぼれた。なにもできない自分に泣けた。

「コトリさんは許してあげてくれ」

　情けないヒーローが最後にいえるのは、そんな言葉だった。

　保健室のベッドのまえにいるコトリは深呼吸をしていた。怯おびえもない、ひどく穏やかな表情をしていた。どうしたんだコトリ？

「あら、それとこれとは別問題よハルオ君。じゃあ、ギュッってするわね」

　噂そん長ちようの狂気と、ぼくの絶望がぶつかるその横で、コトリは歌い始めた。



　それは夏休み明けに公演した演目で、コトリが舞台上で披露した歌であった。

　バリ４の効果が、保健室を満たしていく。

　夢見るような靄もやのなか、心が繰り返し濾ろ過かされていくように穏やかになっていく。

　力が込められることのなかった噂長の手が、静かにぼくの手を離したのは数分後。噂長がいう。

「ゆかりちゃん、いい歌声ね」

　その言葉に嘘うそがないのは、窓の外を見れば明らかだった。綺き麗れいな満月が見えた。風も凪ないで、気温20℃ほどで落ち着いているようだ。

　ぼくの手は潰つぶされることはなかった。深い安あん堵どで目眩めまいを覚える。



　歌を止やめたコトリがいう。

「新しん藤どう先生が舞台で褒めてくれた歌です。私も大好きな歌ですっ」

　コトリは噂長の手を引いて、ベッドに寝かせた。噂長は素直だった。人間に飼い慣らされたライオンみたい。

「はぁい、ゆかりちゃん。このまま少し寝てもいいかしら？　昨日からハルオ君と二人っきりになるための準備をいろいろしてたから、あまり寝てなくてね」

「はい、どうぞ寝ててください」

　再びコトリの歌が始まる。やがて噂長の静かな寝息が聞こえ始めた。寝顔には狂気もなく、やすらかだった。コトリは歌うのを止めて、いう。

「春はる男おくん、私が新藤先生を足止めします。どうか、みんなをこの世界から無事に現実世界に帰れる方法を見つけてくださいっ」

「いや、コトリをそんな危ない目には遭わせられないよ」

「だいじょぶです。私の歌を聞けば新藤先生の心は穏やかになりますから。それにすぐ春男くんに嫉しつ妬としちゃう私だけど、春男くんの役に立てていると思えるなら、だいじょぶなんです。ううん、むしろ歌ってないと私も危ないかも。些さ細さいなことで嫉妬しすぎちゃってて。歌っていると私の心も落ち着くんだぁ」

　歌い続けたら声を失うんだよ、とはいえない雰囲気がコトリにはあった。

　そんなこといわなくてもコトリは重々わかってる。わかっていて自ら恐怖の足止め役をかってでてくれているんだ。ぼくは決断するしかなかった。

「必ずみんなを救う。すまないコトリ。待っていてくれ」

　眠っているとはいえ噂そん長ちようとコトリを二人っきりにする。正気じゃないよな。いや、ぼくはこの異世界で噂長と会ってから、ずっとまともな精神状態じゃなくなってるのかもしれない。

　コトリは保健室の机のメモ紙になにかを書いた。

「これ、新しん藤どう先生が住んでるところ。演劇部の衣装作りを先生の家でしたことがあるのぉ。もしかしたら、ここになにか新藤先生を救う方法なんてないかな？」

　ぼくは頷うなずいて、メモ紙を受けとった。みんなを救う方法ではなく、新藤先生を救う方法というコトリ。確かにそんなのがあればいいなと強く思う。

「ありがと。なにかあったら、またさっきみたいに花火を上げてくれ。いっぺんにロケット花火を打ち上げてくれれば、駆けつけてくるから」

　コトリから離れたくない。でもこのまま噂長を倒せないぼくがいても、なんにもならない。

「さっき地伝のことをいっぱい話してくれた時に思ったんだけどねっ。春はる男おくんは、蜚ひ子ごだからという理由で、私が春男くんのことを好きになったと勘違いしてたんだね。もうっ、私はずっと精いっぱい春男くんが好きなのに、ちゃんと伝わってなかったなんてショックだよぉ。あとでいっぱい甘えちゃうからね」

「ああ、こんなぼくでいいなら、甘えてくれ」

　そしてぼくとコトリは照れたように笑いあった。保健室をでていこうとするぼくにコトリがいった。

「さっき春男くんの両手がピンチだった時、『コトリさんは許してあげてくれ』って私をかばってくれたの、ほんとかっこよかったよ。春男くんって、すっごいヒーローさんなんだよ」

　それでコトリは子守歌のように静かに歌い始めた。

　ぼくは保健室をでていく。

　噂長を倒す。あとでコトリにいっぱい甘えてもらうために頑張るとしよう。動機を不純にしていないと、プレッシャーに潰つぶされそうだった。

　ぼくがなんとかしないと多くの人が危険な目に遭うなんて、中学二年生で背負いたくない重圧だよな。



    

  
    
      


　　第四話　噂そん長ちようの家





　家庭科室ではみんなで晩ご飯を食べているようだ。旨うまそうな匂においを無視して、六時五十分頃ごろにマボチューをでた。向かったのは、あやかし神社だった。

　妃き唯いとエリアスに手紙を残していたのだ。午後七時に神社の祠ほこらで待ちあわせしよう。妃唯はマボチューにも、ずっと姿を見せていないようだった。

　中なか村むらさんから借りた自転車のペダルを漕こいでいくと、「フネっちを見つけて」といった中村さんの声が蘇よみがえってきた。

　フネ、どこいっちまったんだよ。人捜しが得意なのはぼくじゃなくて、フネのはずだった。



　新たにわかった事実で、あまり考えたくないことがあった。なぜなら考えると絶対頭が痛くなりそうだからだ。それでもペダルを回しながら、頭も回すことにする。

　ぼくの物もの干ほし竿ざおの攻撃は、噂長が地伝を三つ以上起こしていたら全く効かないらしい。ということは地伝を二つ以下にするしかない。

　それで現時点で起こっている地伝は四つ。

　プチ神隠し、バリ４、歌沫姫うたかたひめ、上書き睡眠。

　異世界で噂長を倒すまえにプチ神隠しを解決してしまったら、現実世界には帰れない。だから、視聴覚室にあるスクリーンを物干し竿で叩たたくだけでプチ神隠しの地伝はなくなるだろうが、成仏させることはできない。

　バリ４は一番解決しやすい。まぼろ樹海のなかの基地局を竿さおで叩けばいい。ただ、そうすれば二度と真ま魅みばあちゃんとは話せなくなる。それにずっと頭に引っかかってるのだが、ハナさんに両親と話をさせてあげられなくなる。

　歌沫姫はコトリの身に起きてる地伝だ。噂長を倒すまえに地伝を解決すれば、コトリは声を失うだけでなく、どうなってしまうかまるでわからない。つぎの瞬間に成仏して消えてしまう可能性だってあるんだ。とてもギャンブルはできない。

　上書き睡眠は妃唯の身に起きてる地伝。コトリの地伝同様、解決してしまうと妃唯がどうなってしまうかわからない。一年半以上もひとりぼっちでこの異世界で過ごしてきた地伝の被害者の少女を、そのまま成仏なんかさせたら、あまりに救われない話だ。

　噂長を倒せば、どの地伝も無事解決されるはずだ。ただ、噂長を倒すためには、このなかから最低二つを成仏させなくてはいけない。悪夢の取捨選択。やっぱり頭が痛くなってきた。なにが別のいい方法を求めて、自転車で走った。

　まずはエリアスと妃唯に合流すること。



　あやかし神社に着いたのは七時少し過ぎ。

　祠ほこらのまえには、制服姿の真面目まじめな級長である中なか村むらさんがいた。

「ギャルゴ、まだそんな格かつ好こうしてる。これ着て、ワタシのお父さんのだけど」

　中村さんが紙袋を差しだしてくる。受けとって、中身を見るとトレーナーだった。ぼくは未いまだに海パン一丁でかけずりまわっていた。別に露出に目覚めたわけじゃないぜ。ぼくはトレーナーを着て、いった。

「ありがと。ハナさんの体調はどうかな？　なんで中村さんがここに？　この神社に他ほかには誰だれかきてないかい？」

「もう、いっぺんに訊きかないでよ。ハナちゃんは温かくして今は寝てるわ。薬も飲んだからよくなっていくわ。大丈夫。あと、ここにはワタシ以外は誰もきてない。ハナちゃんが、七時にギャルゴがあやかし神社にくるはずだからっていうから、ワタシはここにきたの。ハナちゃんがどうしてもギャルゴに伝えてほしいことがあるっていうから。ほんとはハナちゃんが心配だから、離れたくなかったんだけどね」

「ハナさんからぼくに伝言？　なんだい」

「熱にうなされながらいってたわ、『新しん藤どう先生を救ってあげて』って」

　新藤先生を救ってというのは、コトリだけじゃなかった。確かに地伝を四つ起こして我を忘れている噂そん長ちようはいつもの新藤先生じゃない。でも噂長を倒すことで精いっぱいだ。救うなんてどうすればいいんだ。

　ぼくが噂長に殺されるか、ぼくと噂長が心中するか、ぼくが噂長を倒すか。それ以外の終わり方なんてあるのだろうか？

「田た中なか君好きです」

「え、あ、中村さん、それはどういう意味？」

　ぼくへの好意。中村さんも人外になっちまったのか。

「どういう意味もなにも、ハナちゃんの伝言の続きよ。それとこれ、渡そうと思ってたんだって」

　中村さんがだしたのはお守りだった。朱色の布に金糸で縫われた『気分転感』のお守り。真ま魅みばあちゃんの品だった。お守りのなかには気分転感の意味が書いてある紙があった。換の字を感にしたのは、気分転換したい時に換というちょっと難しくて、普段つかわない漢字があると、気分転換でも本当にリラックスできない気がするから。感の字にして、より楽にしたというものだった。ヘンテコな理屈。でも、ばあちゃんの造語はいつも軽いからいいのだ。

「どうかご無事で。ハナちゃんの伝言は以上よ」

「ありがと。じゃあ、ハナさんをよろしく」

　七時十分。ぼくは神社をあとにしようとした。祠の引き戸に挟んだ紙はそのまま。妃き唯いとエリアスはここにはこないだろう。

「ちょっと待ってよ。どういう状況か知らないけどワタシはギャルゴについていくわ」

「いや、ハナさんの看病を頼むよ」

「そのハナちゃんがいっているのよ。田た中なか君と一緒にいてあげてと。田中君は一人でつらい戦いをしてるからって。あのさ、ギャルゴ。いったいどういうことになってるの？　ギャルゴの戦いって何？　まさか、妃き唯いとハナちゃんとコトリの四角関係とかじゃないわよね？」

　そういうふうに誤解されたままのほうがいいのかもしれない。噂そん長ちようは関係のないクラスメイトは現実世界に帰してくれるといっている。ぼくのことを好意的に想おもってくれている女の子は危ない。ぼくの正体を知っているから、噂長に狙ねらわれることはないだろうが、あえて知らないで済むことを知らせることもないよな。中なか村むらさんがいう。

「なになんとかいってよ。やっぱり、なにか隠してるでしょ？」

「いや、なんでもないよ。これからぼくはマボチューに戻って、夕食にするよ。それじゃあ、また」

「夕食なんて、そんなの嘘うそでしょ？」

「いや、嘘じゃないよ」

「嘘よ。ギャルゴはなんだかんだいっても優しいやつだもん。そのギャルゴがハナちゃんの顔も見ていかないで、ご飯なんて食べにいくっていうんだから。やっぱり大事なところにいくんでしょ？　どういうことなのよ」

「オーバーに聞こえるかもしれないけど、知ると危険な目に遭うかもしれないんだ。知らないほうがいいことなんだ。だから、放ほうっておいてくれ」

「ワタシは学級委員だけじゃなく風紀委員も兼ねてるから、クラスメイトが風紀を乱しかねない行動をするのは見過ごせないの。話したくないなら、話さなくていい。だから、これからいくところにワタシを連れていって」

　学校外でも風紀委員の使命感に燃える困った級長だ。



　ぼくが露骨に困った顔をしたので中村さんは背負ったナップザックを肩から降ろし、チャックを開けると祠ほこらの石段に並べていく。

「カロリーメイト、水筒にはお茶、ラジオ機能付き懐中電灯、まあラジオは使えないけど。それと、固形燃料、発煙筒、アルミブランケット、多機能ナイフ、レインコート、蛍光ベスト、軍手、カイロ、ホイッスル、あと絆ばん創そう膏こうも」

　防災グッズの通販だろうか。個々の商品紹介を始める代わりに中村さんはいった。

「ギャルゴがこれからどこにいくかわからないけど、ワタシを連れてって損はないんじゃない？　その海パンのポケットは四次元ポケットってわけじゃないんでしょ？」

「ただの三次元のポケットだ。便利な道具はなにも持ってないよ」

「ふふーん、決まりね。まあ、尾行してでもついていくつもりだけど」

　降参だ。中学生でも役職持ちになるとずる賢くて、しつこくなるのだろうか。

「その防災グッズみたいなのは、フネも持ってるのか？」

「当然。だって、フネっちが用意してくれたんだし」

　中なか村むらさんはナップザックからＢ５の紙のルーズリーフをだした。

「それは？」

「有志の探索隊が結成された時にこのナップザックの他ほかに、フネっちから貰もらった『尾行の心得』と『張りこみの心得』と『聞き込みの心得』のコピー。びっくりだけど、これ全部フネっちが自分で学んだノウハウたっぷり」

「そいつはすごいや」

　半ば呆あきれていった。

　異世界に着くなり、防災グッズをすぐさま調達するようなフネが行方知れずになったのだ。結構深刻な話だ。あのフネが自分で道に迷ったとは思えない。発煙筒とホイッスルを持っていたことがなにより残念な情報だった。この静かな噂そん長ちようの世界ホームのどこからもホイッスルの音は聞こえてこないし、発煙筒の煙は上っていない。

　つまりフネは笛も吹けず、発煙筒をセットできる状態ではないということを意味してる。

　中村さんと一緒に行動するにあたって、一つだけ確認しておかなきゃいけないことがあった。ぼくは訊きいた。

「あのさ。中村さんって、好きな人っている？」

「な、なによ、急に。それ大事なこと？」

　噂長はぼくのことが好きな異性を見境なく襲ってくる。最重要注意事項だった。

「……す、好きな男子ならいるよ」

「あのさ、すごい馬ば鹿かなこと聞くけど、中村さんの好きな人って、ぼくじゃないよね？」

　中村さんはとんでもない馬鹿を見る目でぼくに一いち瞥べつをくれた。

「それ、ほんとにすごい馬鹿な質問だね。ギャルゴのことなんて、なんとも思ってないわよ。非常事態でもなかったら、特に話したいとも思わないわ」

　ひどい話だったが、安心した。それなら一緒に行動していても、中村さんが噂長に狙ねらわれることはない。

「とにかく、ワタシの好きな人の話なんていいから、早くフネっちを探しにいきましょ。ナップザックのなかのカロリーメイトだけじゃ、フネっちが餓死しちゃう」

　フネのことが好きなんだね、中村さん。

　それはいわないでおいた。フネはいいやつだ。新聞と地伝にばかり興味津々の食いしん坊は、中村さんの気持ちには気づいていないんだろうな。

　そして、ぼくと中村さんは、あやかし神社をでた。

　光は、街灯と信号機と月明かりだけの静かな適温の夜。時刻は七時十五分。

　エリアスと妃き唯いはどこにいっちまったんだろうな。



　コトリから教えてもらった新しん藤どう先生の住所に向かう途中。

　新しん藤どう先生の住所付近ならいったことがあるという中なか村むらさんに続いて走る。ママチャリの中村さんが、ぼくに話しかけてきた。

「でもさ、ワタシ安心しちゃったよ。大人し過ぎるくらいのハナちゃんもさ、ちゃんと自分の好きな異性には積極的になれるんだって。ハナちゃんっていいたいことや思ってることをなかなか人にいわないところがあるから」

　級長は無人の世界でも自転車のマナーを見事に遵守していた。車道の歩道寄りの白線のなかを走る。

「ワタシさ、ハナちゃんには幸せになってほしいんだ。ギャルゴはさ、彼女の妃き唯いがいるけどさ。ハナちゃんと仲良くしてあげてよ。ハナちゃん、熱だしてて自分でなにいったか覚えてないだろうから、きっとギャルゴに告白したことも寝て起きたら覚えてないと思う。一眠りして起きたハナちゃんが、祠ほこらのなかで田た中なか君に迫っちゃう夢を見ちゃったって、いってたから」

　友達の幸せを祈る。素敵なことだよな。

　ぼくはとりあえず、ハナさんを不幸にしかねない噂そん長ちようをなんとかしよう。



　目的地に着く前に、地伝のこと、噂長のこと、ぼくの能力について中村さんに話した。ついさっきコトリに伝えたこととほとんど同じだから説明にも大分慣れてきた。ぼくの話に驚く相手のリアクションにも。中村さんの理解度は、赤点をギリギリ免れられる三割強というところか。頭がいいから半信半疑になるのも無理ないよな。

「着いたわね」

　まぼろ樹海の側そば。静かな住宅街の端に真っ白な外壁の平屋があった。玄関の横からは雑草もない裸の土の庭にでられるようだ。まるで無印良品みたいな家だった。新しくて、とにかくシンプル。

　噂長の家がまだまだ新築に見えるのが不思議だった。噂長は処女半世紀。どう見たって五十年住んでる家には見えない。

　噂長のお引っ越し。似合わないよな。



　自転車を乗り捨て、玄関の扉に手をかける。ドアはロックされてる。

「ギャルゴどうする気よ。なかに入るんでしょ。鍵かぎとかあるの？」

　ぼくはここにくる途中に物もの干ほし竿ざおを一本、民家から調達している。ビジュアル面ではかなりイケてる（マシな）部類のアルミ合金のブロンズ１７０センチ。表面はクリア樹脂コーティング仕様だ。だからどうしたと、きみにツッコまれそうだ。

　身体能力は向上していて、力が漲みなぎっている。

「中村さん、ちょっと離れてて」

　そこからは安っぽいコントのような一幕。物干し竿の一撃で、鋼板製の玄関ドアが発泡スチロールのように軽く弾はじけたような音を立てて、崩れた。

「え、ええ！　ギャルゴどういうことなの!?　う、嘘うそ。ドアが壊れちゃった」

「さっき話したことだよ。身体能力が上がっているんだ。これくらいの芸当はできる」

　こういうのを百聞は一見にしかずっていうんだっけ。やっぱり話だけじゃ伝わらないよな。中なか村むらさんは半壊した片開きのドアと、物もの干ほし竿ざおを交互に眺め、理解を深めたようだ。

「ギャルゴすごい。そんなに強い力を持ってるのに、噂そん長ちようには勝てないの？」

「ああ、まあ、そういうことだ。だから、噂長の弱点でもお宅訪問で見つけられるといいんだけどな」

「うん、そう。あ、でも侵入するのが目的なら庭にまわって、窓を破ったほうがよかったんじゃない？」

　ごもっとも。

「あ、いや、それはさ、いきなりぼくが地伝と戦ってるんだって聞かされて、中村さんは困惑しただろうから、ぼくはちゃんと力があるんだってところを見せておきたかったんだ」

　いい訳はこんな感じ。中村さんがため息を吐いて、いった。

「……じゃあ、新しん藤どう先生が地伝を起こしてる噂長ってやつだっていうのも、やっぱり信じなきゃ駄目みたいね。あー、信じられない。あの優しい新藤先生がワタシ達たちをこんな異世界に連れてきたなんて。とにかく新藤先生こと噂長を倒すヒントを、この家で見つけたいわね。それでつぎはフネっちを探しにいきましょ」

　そして、ぼくと中村さんは、いざ噂長の根城へと足を踏み入れていった。



　靴の置いてない玄関から土足で廊下に上がる。異世界であっても、噂長の家であっても、住宅のなかを土足で入るのは、ちょっと抵抗があるよな。ひとまず電気を点つける。

　右手には洗面所やバスルーム。左手にはトイレと扉の半分開いたままの洋室が見えた。短い廊下の突き当たりはリビングだ。

　リビングに入った中村さんが、さっそく噂長の住まいの短評。

「センスはすっごくいい感じなんだけど、冷たい部屋って印象だわ。生活感があまりない。モデルルームみたい」

　同意見だった。

　対面式のキッチンとリビングダイニングはあわせて十畳ってところかな。リビングの横には引き戸で区切られた洋室があった。寝室だろう。ベッドが見えた。間取りは２ＬＤＫ。ガラスと革ばかりのリビングだ。無菌の冷蔵庫のなかにいるみたいな温度のない空間。

「なんか、新藤先生とイメージが違う感じがするよね。先生って職員室の机とかも散らかしてるから、物が溢あふれてて、木の温ぬくもりがあるような部屋を想像してた」

　この部屋は噂長のイメージとも違う。狂った愛の体現者である噂長の部屋を考えてみた。鹿の剥はく製せいに、虎とらの毛皮の絨じゆう毯たん、蝋ろう人にん形ぎように血のように真っ赤な燭しよく台だい。金持ちのお化け屋敷みたいだ。

　中村さんが手をパンと打って、いった。

「さ、探索開始ね。噂そん長ちようを知り己を知れば百戦危うからず。さっそく噂長について知っていきましょ」

　優等生の中なか村むらさんはフネと相性がよさそうだ。孫子の兵法を捩もじる女子中学生はもしかしたらフネの好みかもしれない。



　それから二十分後。

　中村さんは寝室。ぼくはリビングを調べたがなにもめぼしいものはでてこない。

　びっくりするくらい二十代の女性の一人暮らしの部屋にしか見えない。血で錆さびた包丁とか、ホルマリン漬けのなんちゃらがでてきてもいいように心構えをしていただけに拍子抜けだ。

　ひとまず探索場所を移動することにした。中村さんは洗面所兼バスルーム。ぼくは廊下の途中にあった洋室。時刻は七時五十分だ。マボチューで噂長の足止めをしてくれているコトリのためにも、この捜索を無駄足にするわけにはいかない。

　洋室のなかは衣装部屋のようだった。ドン・キホーテのアパレルコーナーに迷い込んだかと思うほど、縦横無尽に衣類の山。ハンガーに掛けられたコートなどの下に、クリアケースが見えて、困惑した。ケースには下着と書いてある。

　中村さんと代わってもらおうかと思った矢先、声がした。

「ギャルゴ、ちょっときて」

　中村さんの声に緊迫感はないものの、駆け足。洗面所では蛇口の横にあるグラスを中村さんが見つめている。グラスには歯ブラシが二本。

「わかりやすい同どう棲せいのサインね。でも相手って誰だれかな？　噂長先生ってどう見ても一人暮らしだと思うんだけど」

　中村さんの半信半疑が呼称に表れたようだ。噂長兼新しん藤どう先生の略。噂長先生。なんかのどかな響き。中村さんが続けた。

「ア！　もしかして、これってギャルゴと明日一日中過ごすためじゃない。ギャルゴの分の歯ブラシを準備してるってこと」

　恐ろしい仮定だ。ぼくはその仮定を覆すために念入りに調べた。指紋鑑定ができないのが残念だったが、視認でもわかることがあった。

「いや、中村さん待って。この歯ブラシ、どっちも使用済みだ。新品じゃない」

「さっきギャルゴから聞いた噂長先生の情報によると、かなりの変態なんでしょ。まさかとは思うけど、ギャルゴのために使用済みにして、毛先を柔らかくしておいたんじゃない？」

　いじわるな級長だった。歯ブラシは野球のグローブじゃない。新品を柔らかくする必要なんてない。そういい返す代わりに、いじわるで返した。

「中村さん、ずいぶん変態の行動がわかるんだな。フネにいっておくよ。中村さんの側そばに歯ブラシを置いておくと柔らかくなるぞって」

「ちょ、ちょっと！　なんでフネっちがでてくるのよ。やめてよ。そんなことフネっちにいったら、針千本か生のハリセンボンをそのまま飲ましてやるから」

　中なか村むらさんはわかりやすいほどテンパってる。針千本とハリセンボン。級長はギャグのような拷問を考えるのも得意なのかもしれない。



　洗面所兼バスルームは早々に調べ終わって（排水溝までちゃんと見た）、衣装部屋に二人でいくことにした。

　時刻は八時。異世界の最初の夜。

　みんなどんな夜を過ごしてるんだろ？

　桑くわ島しま＆女子大多数と男子の半分はステーキと焼き肉パーティかな。

　草そう一いち＆ギャルゲープレイヤー精鋭部隊の九人は、サミーの家電コーナーで二代目ギャルゴの挑戦権を賭かけて戦ってるはずだ。

　コトリは眠っている噂そん長ちようと一緒。

　エリアスと妃き唯いとフネは行方不明。

　ハナさんは中村さんの家で療養中だ。

　大半のクラスメイト達たちは楽しい夜を過ごしていることだろう。いいことだ。噂長のことなど知らず、無事に現実世界に戻ってくれれば、ぼくの役目は果たせる。

　夏服のクリアケースを開けた中村さんがいう。

「あー、フネっちは今どこでなにをしてるんだろ？　ギャルゴ、クローゼットのなかもちゃんと見てよ」

「りょうかい。フネは急にひょいと帰ってくるさ。きっと」

　ぼくはクローゼットを開けた。思わず固まってしまった。ハンガーに掛けられた噂長のネグリジェ（生で初めて見た）の下に、今まさに話題にしていた人物を見つけたのだ。実際にはひょいと帰ってこないで、ごろんとでてきた。



「フネっち！」

　ぼくと中村さんでフネをひっぱりだす。フネが羽織った蛍光のベストがキラキラと部屋の明かりを反射するが、フネの顔はくすんでいた。目の周りと口に貼はられたガムテープを剥がす。意識はないようだ。平手で軽く頬ほおを叩たたく。

　マボチューの二年生指定の紺ジャージの肩がもぞもぞと動いた。

「う、ぉお、おお、なんだギャルゴに委員長じゃないか」

　どうやら気を失っていただけのようだ。安あん堵どがぼくと中村さんに広がる。目覚めたばかりの巨漢はクローゼットのなかを見て、余計なことをいった。

「いやいや、ここはどこだ。うん？　ネグリジェ？　委員長、こんなヒラヒラのナイトウェアだと風邪ひくぞ」

「フネっちの馬ば鹿かぁ！　ここはワタシの部屋じゃない！」

　中なか村むらさんは背負っていたナップザックのショルダーを掴つかんで振りまわした。それがフネにではなく、夫ふう婦ふ喧げん嘩かはあとにしろよとのんきに頭のなかでツッコミを入れていたぼくの顔面にヒット。

　薄い布地越しの固形燃料の容器はメチャクチャ痛い。



「いやいや、四時に探索隊でマボチューにひとまず集合予定だったからよ。駅前のほうを探索してたんだ。おう。時間はしっかり覚えてるぜ。駅前広場の時計が三十分おきに鐘が鳴るからな。その直後、駅は電車も当然こないってぐらいしか収穫もなくてよ、マボチューにそろそろ向かおうかと思っていたとこまでは覚えてるんだ。でもよ、どうやらいきなりうしろからガツンとくらっちまったようだな。おお、たんこぶができちまってる。背後に人がきた気配なんて全く感じなかったと思うんだけどよ。駅前といっても無人の世界だから人がうしろにきたらわかると思うんだが。くそ、やったやつの顔は全く見られなかったぜ」

「ちょっと待ってよ！　噂そん長ちよう先生がフネを襲ったの!?　ギャルゴのことを好きな女の子以外はひとまず安全じゃなかったの!?」

　フネが襲われたことに中村さんのショックは大きいようだ。テンションは学級会で私語を止やめないクラスメイトを注意する時より高い。

「落ち着いてくれ中村さん。四時きっかりなら、噂長はぼくとまぼろ樹海にいたんだ。フネをやったのは噂そん長ちようじゃない」



    

  
    
      



    

  
    
      　きょろきょろし始めたのはフネだ。寝起きだろうが脱水中の洗濯機のように唸うなってる。

「おいおい、話が見えないぜ。なんだその噂長とか、噂長先生とかってやつはよ」

　誰だれかに襲われたフネ。もう蚊帳の外にはできなかった。ぼくは今日一日だけで何人かに伝えた話をした。噂長のこと、地伝のこと、ぼくの物もの干ほし竿ざおの力のこと。それに仲間の存在のこと。妃き唯いの上書き睡眠についても。

　フネは初めて戦隊ものの特撮ヒーローをテレビで見た幼稚園児のように目を輝かせて、ぼくの話を聞いていた。



「いやいや、そうだったのか。ギャルゴがＭＢだったなんてな」

　しみじみと呟つぶやくフネ。時効寸前の犯人を捕まえた老刑事のような哀愁があった。

「フネ、信じてくれるのか。証拠が見せてほしいとかなら、物干し竿のひと振りで適当に電柱でも折ってみるか」

「いやいや、こんな無人の世界とはいえ、ヒーローに無む闇やみに器物損壊罪を犯してほしくないぜ。おう、町は大切にしてくれ」

「フネっち、なんかあまり驚いてないね。やっと念願のモノホシボーイを見つけられたんでしょ」

　中なか村むらさんがいうと、フネがぼりぼりと頭を掻かきながら、苦笑した。

「いや、実はよ。ＭＢはもしかしたらギャルゴかもしれないって、うすうす思ってたんだ」

　驚くのはぼくの番だった。自力でＭＢを見つけられなかったフネの負け惜しみってわけじゃないようだ。話はこうだ。

「死神召喚パラパラっていうデマ地伝あったろ。あれでフルフェイスのヘルメットにライダースーツというお馴な染じみの格かつ好こうのＭＢが、三日前の金曜日にあやかし健康ランドでパラパラを踊っていた。あやかし健康ランドは通常営業を再開したのがその金曜日なんだ。なのに前日の木曜日に健康ランドの娯楽室にあるパラパラのダンスゲーム機で全国スコアにのるようなハイスコアをだしてる。ＭＢの名前でな」

　その話をうっすら思い返していた。ハイスコアをだすと、どの町のどこ店のゲーム機でプレイしたのか全国のネットワーク上に残るはずだ。

「木曜日にハイスコアをだすなんておかしいよな。だってよ、その日は健康ランドの娯楽室は営業してないはずだったんだ。そのことを昨日になって気づいてよ、おれは健康ランドの店長を問い詰めた。案外簡単にゲロってくれたぜ。木曜日は中学生の男の子と小学校低学年の女の子がつかったって。おれは木曜日にハイスコアをだした男子中学生を探すことにした。そいつがＭＢである可能性が高いからな。マボチューに関していえば、小学校低学年の妹を持つ男子はそんなに多くない。ギャルゴにはナナコちゃんという妹さんがいたのを思いだした。それでギャルゴをＭＢ候補にリストアップしていたんだ。そして、今日は早退したはずなのにプチ神隠しのこの異世界にギャルゴは登場した。おれのなかでは、ギャルゴがＭＢじゃないかという疑いがさらに濃くなっていたところだったんだ」

　フネが圧巻なのは体重と体積だけじゃないようだ。すごい調査力。探索隊隊長は伊だ達てではない。なぜか握手を求めてきたフネと固く握りあう。こういう男同士の心の繋つながりみたいなものがまるでわかっていない中なか村むらさんは、シビアな問題に話を戻した。

「でね、フネっちの襲撃事件だけど、フネっちをぶったたいたやつには仲間もいるってことでしょ？　しかもそれって、この無人の世界に他ほかに人がいないなら、ワタシ達たちマボチューの生徒ってことになっちゃうよね」

「ああ、なんで仲間がいると思うの？」

「だってそれは、駅前でぶっ倒したフネっちをまぼろ樹海の近くのこの家まで、一人で運んでクローゼットに入れるなんて無理じゃない？」

「いやいや、さすがにおれの背後にぞろぞろと何人もいたら気づくと思うんだけどよ。まあ、運ぶ時だけいたのかもしれないがな。なあ、ギャルゴ。この部屋はまぼろ樹海の近くなんだよな。三時半頃ごろに襲われたおれはよっぽどのことがなけりゃ、ここにすぐ連れてこられたと思うんだけどよ。さっきの話だとその時間、ギャルゴはまぼろ樹海にいたんだろ。なんか車のエンジンみたいなの聞いたか？」

「いや、聞いてないな。車が走ってるのを見たやつなんていないと思うぜ」

「ってことはおれをここに運んだやつが複数だとしても、駅前から車も使わずにおれを運んだのか。おれは御輿みこしじゃないぜ」

「エンジンがなくても、リヤカーでなら、運んでも静かなんじゃないかな？」

「おいおい委員長、おれは昭和の古新聞じゃないぜ。勘弁してくれよ。ちょっと常識的な話じゃないな」

　ぼくは頭のなかで祈った。噂そん長ちようのように常識を簡単に覆してしまう新キャラがいないことを。巨漢のフネを駅前から軽く五、六キロは離れてるここまで運んでこれちゃう怪力な誰だれかなんていらない。



　ぼく達はクローゼットのフネが横たわっていたところに、一枚のメモ紙が落ちていることに気づいた。すぐ気づけなかったのはメモ紙が裏返っていて、白無地の床と同化していたからだ。すぐさま確認した。

『そんちょうさまへ　このせかいをかぎまわるものをみつけました。そんちょうさまのじゃまものはゆるしません』

　ぼく達三人は、食い入るように手書きのメモ紙を見つめた。

「フネっちの探索は、噂長の手下に目障りだったみたいね」

　フネが襲撃された原因は、この異世界の情報を誰よりも多く集めていたから。噂長に手下がいるなんて頭を抱えたくなる話だ。フネと中村さんは新たなる敵の存在に、表情を硬くしている。

　ぼくは違う衝撃をその噂長宛あてのメモ紙から受けていた。

　全部ひらがなで手紙を書く人物を一人だけ知ってる。忘れるわけもない。たった二日前に見たエリアスの文字にそっくりだった。

　エリアス、きみは噂そん長ちようの手下なのか。そんなことはないよな？



　ぼく達たち三人はナップザックにあったカロリーメイトで腹ごしらえ。フネは全然足りないようだったが、今は食欲より調査だった。時刻は午後八時五十分。

　噂長宛あての手紙は当然、噂長に読んで貰もらうために書かれている。フネとメモ紙がネグリジェのかかったクローゼットのなかにあったのも、噂長が今晩帰ってきた時、就寝前の着替えで気づくだろうと思っていたからなのだろう。

　ぼくはまだエリアスは噂長の手下じゃないと信じていた。

　二つあった歯ブラシ。おそらくそれは噂長と噂長の手下のものだろう。身長20センチのエリアスに歯ブラシは必要ない。

　エリアスと、歯ブラシをつかう誰だれか、噂長の手下は二人いるなんて考えたくはない。

「いやいや、もうこの家からはなにもでてこなさそうだな。物が少ないぜ」

　トイレを調べ終えたフネがでてくる。噂長が五十年生きてきたのなら、使い古された品や思い出の品みたいなものが圧倒的にない部屋だった。唯一、ここが噂長の部屋だと感じるのは、一学期に新しん藤どう先生の誕生日会でクラスのみんなが先生に贈った小物などが、大事に仕し舞まわれている布製の収納ボックスがあったくらいだ。

「あのね、フネっち、ギャルゴ。そろそろマボチューに戻らない？　ここにはもうなにもなさそうだし。噂長がどうなってるのか気になるし」

　同感。短い廊下で玄関まで向かうと、リビングから家宅捜索の鬼が唸うなり声を上げた。

「おい、ビデオデッキのなかにテープが入ってるぜ。これは確認したのか？」

　首を振る。リビング担当はぼくだったが、ビデオの再生まではしない。

　フネが操作し、テレビに映しだされたのは全く予想外のものだった。

　ちなみに今日のぼくの身に予想通りのことなんて、ほとんど起こってない。



　ビデオレターのようだった。

　若くて綺き麗れいなお母さんが生後まもないであろう赤ちゃんを抱いている。撮影しているのはお父さんだろうか。優しい声が姿の見えないところから聞こえてくる。お母さんは照れているようだ。チラチラ。カメラと目があっては笑ってる。急にぐずり始めた赤ちゃんをあやすお母さんの姿に親子の愛を感じた。とても優しい声で赤ちゃんに語りかけてる。カメラ役のお父さんはテンパってるのだろう、フレームが揺れる。必死な感じでお父さんも赤ちゃんに語りかけてる。いないいないバー。赤ちゃんはお母さんの顔をじっと見ていたから、お父さんのいないいないバーが完全な未遂だ。カメラが関係のない天井を映してしまってる。赤ちゃんの言葉にならない喜ぶ声を拾っていた。

「なんかすごく幸せそうな家族だね」

「ああ、でも噂そん長ちようとは全く関係なさそうだよな。この赤ちゃんが噂長ってわけじゃないだろうし」

「お、日付が右下にあるぜ。いやいや、おれ達たちの学年が生まれた年じゃねえか。これは」

　ますます不可解。このホームビデオはいったいなんなんだ？

　そこからビデオを見ること三分。幸せと愛が画面から零こぼれてきそうな家族の正体に、ぼく達三人は同時に気づいた。

　ビデオのなかのお母さんが赤ちゃんの名前を優しく呼びかけたからだ。中なか村むらさんがいう。

「え！　この赤ちゃんってハナちゃんなの!?」

　ビデオレターの若い夫ふう婦ふは、不運な事故で亡くなってしまったハナさんの両親だった。ハナさんがずっとバリ４で話したいと願ったお父さんとお母さんだ。



　ビデオレターは中村さんに渡した。

　これからぼくはマボチューに戻り、フネと中村さんはハナさんの様子を見にいくことになった。フネは中村さんの護衛だ。

「フネっち、ワタシの部屋なんだけどそんなに片づいてるわけじゃないから。あのさ、悪いんだけどハナちゃんの様子見てる間、玄関にいてよね」

「いやいや、多少散らかっていても気にしないぜ。おれは廃はい墟きよの探索なんかもしたことあるしな。なんだ、干からびたバナナの皮でもあるのか？」

　中村さんはドンキーコングじゃないだろ、というまえにプンプンに膨らんだ声がした。

「もう、フネっちったらひどい。生ゴミを放置なんかしないわよ。もう！　フネっちはほんとデリカシーがないっていうか」

　噂長の家の外。温度計は24℃を示してる。噂長の穏やかな精神状況を表している。コトリの歌で安らかに眠っているのだろう。安心だ。

　すたすたと一人で自転車に跨またがる中村さん。その背中を困ったように見ながら、フネはミル機能付きコーヒーメーカーで豆挽ひきをしているような呟つぶやき声でいう。

「おうギャルゴ、なんで委員長はおれにイライラしてるんだ？　もしかしておれは嫌われてるのか」

　ここに鈍感が一人。思わず頬ほおがにやけるぼくに暴言が飛んできた。

「女子から嫌われることに関してはマボチュー一のギャルゴよ、教えてくれ。委員長は探索隊の優秀な隊員だ。仲良くやれればいいと思ってるんだがな。おれはどうすればいいんだ？」

　知ったことか。適当に返した。

「今度一緒に恋愛シミュレーションゲームでもやって、女心に敏感になろうぜ」

「おいおい、その恋愛シミュレーションゲームとやらにデブ専の女の子はいるのかよ」

　テレビゲームを全くしないフネのありえない勘違い。テレビのまえのこっちの容姿なんて、画面のなかの女の子には関係ないんだぜ。



　フネと中なか村むらさんと別れたのは九時前。

「委員長、二人乗りしようぜ」

　女子へのちょっとした誘いでも気負うことのない自然体のフネ。ただ、自転車の交通マナーに厳しい中村さんは道路交通法を遵守するかと思ったが、そんなこと全然なかった。

「うん。ワタシ、重いかもしれないけど、よろしくね」

「米俵をチャリのうしろに乗せるより楽勝だぜ」

　やっぱりフネはデリカシーのないやつだ。一言多い。

　中村さんは、それでもフネとの二人乗りに胸を弾ませているようだ。中村さんをもってしても、自転車利用者のマナーよりも恋愛を取るんだなと妙に感心して、ぼくは微笑ほほえましい二人乗りを見送った。それからぼくは自転車でマボチューまで駆けた。



　噂そん長ちようはいい夢でも見ているのかもしれない。マボチューに着いた頃ころには気温は28℃。

　案の定、賑にぎやかクラスメイト達たち。まるで修学旅行の夜のようなはしゃぎっぷり。先生が注意にこないんだ。枕まくら投げどころじゃないよな。

　赤と青の蛍光のブレスレットをつけてチーム分けしている男女二十人ほどがプールサイドで水鉄砲や水風船を手に、遊んでいた。ほんと楽しそう。

　学校中の教室の明かりが点つけられていて、窓から零こぼれた明かりがプールサイドに落ちてる。夜のプールはなかなかにいい雰囲気だ。

　通りすがりの男子がなにやら叫んでいる。

「水着の上に白いＴシャツを着た女子を狙ねらえ、シャツ越しに透ける水着は最高だぜ！」

　大人の目を気にしていないマボチューの生徒達は、ちょっとエッチな遊びを考える天才だった。

　別の男子は水飲み場で、牛乳を水鉄砲に入れていた。ぼくに教えてくれる。

「女子の身体に牛乳かけたら、なんか無性に胸がドキドキしてくるんだ。ヘヘッ、ギャルゴもやってみろよ」

　エッチな遊びの天才だけじゃなく、エロの申し子まで紛れこんでいるようだ。女の子に乳白色の液体をかける喜びについて、話してる場合じゃないよな。エロの申し子はいう。

「低脂肪乳じゃないぜ。特濃４・４牛乳だ。どうだギャルゴもチームに入ってくれよ」

　44口径のマグナムのように誇らしげに水鉄砲を胸もとに掲げる申し子に、赤の蛍光ブレスレットを強引に押しつけられた。残念だが、遊んでる余裕ない。いや、ほんとに残念だよ。

　ぼくはひとまずそれを海パンのポケットに仕し舞まい、保健室に向かった。



    

  
    
      


　　第五話　火事





　南国の夜のような暑さの真ま幌ぼろ市。

　噂そん長ちようは機嫌よく眠っているんだろうと考えていたのは安易だった。噂長がご機嫌になる理由はまだあったのだ。

　廊下から保健室の電気が消えてるのがわかった。嫌な予感。ドアを開け、電気を点つけるとたまらず声を上げた。

「コトリ！」

　部屋の中央にはパイプイスに麻あさ紐ひもで縛りつけられているコトリ。

　噂長の返り血がついたポンチョのバスタオルから着替えたのだろう。制服姿だ。痛々しいほど細い紐がくい込んでいる。

「コトリ、すぐ解くから」

　変に思ったことがあった。

　コトリの身体は自由を奪われているが、口は塞ふさがれていない。コトリはなにかに耐えるような視線をぼくに向けてる。

　馬ば鹿かなぼくは麻紐をナップザックのなかにあった多機能ナイフで切ってから、口が塞がれていない理由に気づいた。

「あ、コトリ、そうなのか。ごめんよ、歌を歌い続けて、その、声を……失ってしまったんだね……必ず噂長を倒して、コトリの声を戻すから。きっと戻すから」

　いい終えるまでに泣き声に変わってしまった。

　自分を叱しつ責せきする。なにが危なくなったら打ち上げ花火を上げてくれ、だ。

　危険が迫ったら、花火なんて悠長に上げてられない時だってあるんだよ。



　身体が自由になったコトリは机の上のプリントの裏に、なにやら書き始める。

『私が声を失ったら、新しん藤どう先生が眠りから覚めて、意識が徐々にはっきりしてきちゃったの。新藤先生は私が声を失ったことに満足そうだった。春はる男おくんを愛する多くの女を消しにいくっていってたよ』

　ぼくを愛する多くの女？

「消しにいくって、それってやっぱり」

　殺すってことだよな。

　そう思いながら、頭の冷静なところで別のことを考えていた。

　噂長は自分の背中を突き刺したコトリに対しては、縛り上げるだけで他ほかに危害は加えてない。コトリが声を失ったことで危害を加える気をなくしたのだろう。それなのに他の女は消しにいくという。

　ぼくのことを好意的に想おもってる他ほかの女性を新たに見つけたのだろうか？

　いや。それはおかしい。

　そう思った理由は天気だ。

　噂そん長ちようは新たにぼくのことを好きな女性を見つけると、その怒りから心象風景である天候に異状が現れる。雷が落ちるはずだ。だが、ぼくがこの保健室を離れた時から、天気は穏やかなままだった。

　ってことは、ぼくのことを好意的に想ってる女性がいきなり現れたわけじゃない。

「いったい、噂長はどこの女を狙ねらいにいったんだろう」

　噂長の行動が読めない。コトリの手を握りしめて、頷うなずいた。

「ああ、コトリ本当にありがとう。コトリが噂長を足止めしてくれたおかげでさ、噂長の家でいろいろ見つけられたんだ」

　話して、というようにコトリがぼくを見つめた。コトリの舌っ足らずなかわいい声が聞けなくたって、ころころ変わるコトリの豊かな表情は舞台上の主演女優のようだった。なにを伝えたがってるか、簡単なことならぼくはわかるつもり。

　不意にコトリの視線が、窓の外に逸それた。その視線をぼくは追う。

「え、なんだあれ」

　家々の明かりは消えていて、暗くら闇やみが広がる九時過ぎの真ま幌ぼろ市。みんな早寝に目覚めたってわけじゃない異世界の夜だ。

　その暗がりのなか、遠くの空が赤々と染め上げられている。空が火傷やけどしてるようだ。

「あ、火事だ」

　保健室から走りだそうとした時、トレーナーの腕を掴つかまれる。

　置いていかないで春はる男おくん。

　コトリの声を聞いたような気がした。ぼくの側そばにいれば危険な目に遭う可能性がある。でも、伝わらなかったふりをして、でていくことはできない。

　この異世界にコトリをひとりぼっちになんかしたくない。ぼくの側にいてほしい。ぼくの知らないところでコトリが縛り上げられてるなんて、もう絶対耐えられない。

　コトリの手を引いて、保健室をでた。



　マボチューをでたあと、コトリと自転車に二人乗り。ぼくは背中のリュックを身体のまえに抱える。

「喉のどとか、どこか痛いところない？」

　だいじょぶだよ。

　身体能力の向上しているぼくは読唇術もできるようだ。コトリの微笑ほほえみ。知らなかったけど、二人乗りで振り返るとコトリの顔が近くにありすぎて、どぎまぎした。

「しっかり捕まっていて。飛ばすから」

　ぼくの腰にギュッとまわされたコトリの腕。目的地までゆっくり漕こいで、なるべくコトリの体温を感じていようなんて下心は封印だ。



　火事の現場は、マボチューから二キロ弱離れた市街の外れの木造二階建てだった。

　ここが無人の異世界だろうと、全焼する木造の建築物は息を呑のむほどのすさまじい光景だった。火ではなく、まさに炎と呼べるものを初めて見た。巨大な蝋ろう燭そくみたいだ。街灯と信号と月明かり以外に光のない市街を照らす。

　延焼の心配はないようだった。木造の建物のまわりは駐車場と道路だ。

「なかに誰だれかいるわけじゃないよな」

　木造の二階建ては家屋ではなく、店舗のようだった。一階が古本屋。二階がゲームショップ。こんなところに誰か人がいたとは思えない。

　噂そん長ちようが火を放ったのだと思うが、いったいなんのために？

　女の子を消すということと、この火事は繋つながっているのか？

　無人の世界。火柱のような木造の建物。火の粉が蛍のように舞ってる。寝苦しい熱帯夜の夢のようだ。天気が平穏なままなのが気がかりだった。

　おそらく噂長は怒りや悲しみを感じることなく、穏やかな気持ちのまま火をつけたのだろう。最凶の狂人。放火したのだって、もしかしたらなんの意味もないのかもしれない。ただ、夜を明るくしたかっただけとか？

　建物が原形を留とどめられないで崩れ落ちる寸前、自転車に跨またがったままだったぼくとコトリは動きだした。

　この世界の空に別の赤が混じっているのを見つけたからだ。

「また火事だ」

　わりと近くの空。染まるような火の赤よりも、もくもくと立ちこめる黒煙が暗い空をバックに上っているのが見えた。

　どれだけ火事が起ころうとも、消防車のサイレンはやってこない静かな街を、ぼくはコトリを自転車に乗せて走る。



　一件目の火災現場から四丁ほど離れた場所。

　二件目はどす黒い煙の間から燃え上がる炎をチラチラと覗のぞかせる四階建ての雑居ビルだった。さっきの木造と違って、目映まばゆいほどの燃えかたではなかった。それでも全階の窓は破れ、煙を噴きだしているところを見ると、およそ全焼。

　黒い煙に包まれるビルと路上の看板を確認した。

　Ｂ１Ｆ　喫茶『さえら』

　１Ｆ　　携帯ショップ。

　２Ｆ　　古着屋『13セカンド』

　３Ｆ　　ＴＶゲームショップ『ふぁんたじぃ』

　４Ｆ　　社交ダンス教室『如月きさらぎスタジオ』

　ひっかかったのは、３Ｆのゲームショップだった。一件目の木造にもゲームショップがある。偶然とは思えないよな。

　この火事になにか意味があるんだろうか？

　ぼくとコトリは一息つく暇もなかった。空の向こう。離れた薄い雲がまた地上の炎を映していたからだ。

　連続火災事件。いや、連続放火事件だ。

　放火の犯人は、やじうまのふりをして現場に戻るというが、噂そん長ちようが戻ってくるわけもないよな。



　そのあとも火災は続いた。

　五件目の現場は一階と二階のフロア全すべてがゲームショップという中学生にとっての宝島だ。

　三件目と四件目もゲームショップの入った建物が燃やされていた。そこで思いだした。そういえば噂長が職員室でタウンページを開いていたのは確か「け」のページ。ゲームソフト販売店の住所を探していたのか。

　中学校の教師をしている噂長だ。もしかしたら、学生の本分の妨げになるゲームを憎んでいたんだろうか。いや、新しん藤どう先生は休み時間に職員室でニンテンドーＤＳをやってるような担任だ。四つの地伝のせいで我を忘れるほどになってしまったからって、急にゲームが憎くなったのでは意味がわからない。犯行理由は未いまだ謎なぞだ。

　やじうまには遭遇しなかったが、取材に駆けつけた記者にあった。フネ＆中なか村むらさんだ。

「おお、ギャルゴ。なんか火災が続いてるな。いやいや、真ま幌ぼろ市で建物が全焼するような火事が以前にあったのは、十三年前に一軒のおもちゃ屋が燃えたことがあったはずだ。それよりまえは昭和の何年だったかな？　えーと」

　頭のなかに圧縮されている真幌市の三面記事ファイルを解凍しようとするフネを止めた。昔の火事の情報なんていらない。

「フネ待て。あ、そうだハナさんはどうだった？　ビデオレターを見せたのか？」

　それに答えたのは、自転車でフネのうしろに乗っている中村さんだった。

「ハナちゃんは大丈夫。つくっておいたご飯も食べてくれたみたいだし、すやすや眠っていたわ。ビデオレターは起きてから見てもらおうと思って、置いてきた。見る時はワタシ達たちが側そばにいないほうがいいだろうし」

「ああ、そうか。ならよかった」

　ぼくと同じようにリュックを身体のまえで抱えるフネが、不審火のように怪しく燃えた声をだした。

「おうギャルゴ。この五件の火災には共通点があるぜ。全部ゲームショップのテナントが入ってる建物が燃やされてる。しかもこの燃えかたは、多分灯油を撒いてるぜ」

　さすがフネはゲームショップのことに気づいているようだった。報告は続いた。

「おかしな話だよな。かなりの量の灯油を撒いてると思うんだが、異世界の夜は全く静かなままだ。こいつは灯油を運ぶのに車をつかってないな。車で放火してまわってるんじゃないとしたら、一人ずつ現場にスタンバっていて、順番に火をつけたってことか。いやいや、それとも事前に建物に灯油を撒いていたか。おうギャルゴ。さっきの話にあった噂そん長ちようなら、こんなことを一人でも可能なのか？」

　灯油で満タンのドラム缶を抱えて、街を奔走し、火を放ってまわる噂長の姿が浮かんだ。噂長にとって、２００リットルのドラム缶の重さなんて、単一の乾電池くらいにしか感じないんじゃないだろうか。

　ぼくの頷うなずきを見て、中なか村むらさんとフネはため息を漏らす。二人はまだ噂長と化した新しん藤どう先生の姿を見てはいない。中村さんがぼくの背中に寄りかかるコトリにいう。

「コトリちゃん、あの、もしかして」

「ああ、コトリさんは噂長の足止めをしてくれて、それで声を失ってしまったんだ。噂長を倒せば、地伝の効果はなくなるから、だいじょぶだ」

　希望的観測のような弱い「だいじょぶ」。ぼくの言葉は四人の真ん中に落ちた。コトリが声を失ったことはフネや中村さんにも、かなりショックだったようだ。しばし沈黙。やがて、悩んだような顔をしていたフネが口を開いた。

「おう、このまま火事場めぐりしても噂長の行動がわからねえな。あれだな。ギャルゴのことが好きな噂長は、全すべての行動理由がギャルゴに喜んでもらうか、嫉しつ妬となんだろ。ギャルゲーゴッドのためにゲームショップを燃やすっていうのは真逆なアプローチだよな。難題だぜ。ゲームショップはもう真ま幌ぼろ市にはそんなにないと思うがな」

　嫉妬。

　その言葉が頭に引っかかる。

　保健室をでていく時、噂長がコトリにいった言葉が蘇よみがえってくる。

　――春はる男おくんを愛する多くの女を消しにいく――

　閃ひらめいた瞬間まさかと思ったが、同時にそれ以外考えられないと思った。ぼくはいう。

「噂長の嫉妬は三次元限定じゃなかったようだ」

　ハテナ顔のコトリとフネと中村さん。

　ぼくへ好意を寄せる女性はたとえ恋愛シミュレーションゲームの美少女であっても許さないとする噂長の狂った愛を、改めて認識して震えた。

　噂長の放火の意味を三人に伝えた。そして、思いだす。

「なあ、みんな。草そう一いち達たち男子十人がさ、サミーの家電コーナーでギャルゲーを一斉にプレイして遊んでるんだ。そこが危ない！」

「おっしゃ、ギャルゴ急ぐぞ」

「なにそのギャルゲーを一斉にプレイって！　馬ば鹿かじゃないの！　ほんとフネっち以外まともな男子なんていないんだから。嫌になっちゃう」

　フネだって、全然普通の男子ではないと思うよ。それを中なか村むらさんにいうまえに、二人乗りのフネの自転車はゴムタイヤが発火しそうなほど地面を擦こすって、走りだしていた。マリオカートにおけるドンキーコングのロケットダッシュみたい。

「コトリ、しっかり捕まっていてね。いくよ！」

　身体能力が上がっているぼくもロケットダッシュでは負けない。



　午後十時五分。

　サミーに着いた。とりあえず炎上はしていないようだ。安心。タンクローリーが一台停とまっているだけのがら空きの駐車場を抜けた。あれ、日中に水着を調達にきた時にあんな車、停まっていたっけ？

「じゃあ、いきましょうか。地獄の真まっ直ただ中なかへ」

　縁起でもないことをいう中村さん。ぼくは胸を張った。

「まだ噂そん長ちようが草そう一いち達たちになにか危害を加えてるとは限らないよ。地獄になるまえにぼくがなんとかしてみせる」

　物もの干ほし竿ざおはあえて持っていない。地伝を四つ起こしている噂長に物干し竿の攻撃はまるで効かない。ならばこちらの敵意を明確に示してしまう物干し竿を持参するのは、いい結果を招かないだろう。

　だから、もしサミーで噂長に会ってしまったら、ひたすら噂長への愛を述べて、誰だれにも手はださせない。素直に心中するふりをして、なんとか打開策を考えだすまでの時間稼ぎをする。未いまだに倒す方法がわからない。地獄といえば、現状もすでに地獄かもしれない。

　中村さんはいう。

「違うわよ。噂長とは関係ないわ。男子十人がニヤニヤしながら、恋愛シミュレーションゲームをプレイしてるんでしょ。女子のワタシからしてみたら、それが地獄の真っ直中よ。そうよね、コトリちゃん」

　中村さんのいってることは一般的な女子の意見としてはごもっともだ。ギャルゲーをみんなでプレイする。それはぼくにとっては限りなく天国よりだというのはやめておこう。コトリと中村さんの表情を凍りつかせたくはない。

　不意にトレーナーの背中に感触。

　コトリが指でなにか書いてる。

　む・り・し・ち・や・だ・め・だ・よ。

　おそらく「や」は小さい「ゃ」だ。ぼくは大きく頷うなずいた。

「みんな無事に今晩はマボチューに戻ろう。なあ、フネ、中村さん。草一達はかなりの数のギャルゲーを集めてきてるはずだ。噂長の狙ねらいはギャルゲーのソフトだろうけど、サミーに火をつけられて、ゲームに夢中の男子達が逃げ遅れたら笑えない。とりあえず全員を連れだそう」

　それでぼく達四人は、中村さん曰いわく地獄の真っ直中へ向かった。



　目的の場所は二階だった。

　無音で暗くら闇やみの一階から、停とまっているエスカレーターを上る。両端に手すりのある階段だ。

　二階にでると、そこは眩まぶしい明かりと男子達たちの異様なテンションに出迎えられる家電コーナーだった。

　画面に夢中で、こちらに背を向けたまま一向に振り返る気配のない、横一列のイスに座った男子達。ヒロインの声を聞き逃したくないのか、ヘッドホンをしてるやつまでいた。

　噂そん長ちようはいないようだ。だが、ギャルゲーユーザーの集中している姿に中なか村むらさんの顔は緊迫していた。コトリはいつものほんわかした顔で、ぼくの側そばにぴったりとついている。

　フネがハンドマイクを使ったみたいなでかい声でいう。

「おうおう、おまえらこっちに注目してくれ！」

　ゲームのなかの美少女との会話をオートモードで楽しんでいたメンバーが振り返る。進学塾で模試に挑んでる受験生の顔つきになった草そう一いちと目があった。

「やあ、ギャルゴくん。みんなちょっとタイムしてください。きてくれてうれしいよ。あ、東ひがし舟ふな道みちくんに、小鳥遊たかなしさん、中村さん、どうもむさ苦しいところにようこそいらっしゃいました」

　草一は自分の部屋に級友を招いているみたいだった。

「なあ、新しん藤どう先生を見てないか？」

　新藤先生の正体は噂長だと、まるで知らない男子十人はそれぞれ薄い反応。草一がいう。

「いや、きてないよ。っていうか、新藤先生ってこの異世界にいるんだっけ？」

　五時間以上もまえから、ここでギャルゲーをやってる男子達は竜宮城にきた浦うら島しま太た郎ろうみたいなものだった。この異世界の時事ネタには弱い。

　いちから説明するのも大変だ。しかも十人に噂長の話をいっぺんにしても、パニックになったりしないだろうか？　フネとコトリと中村さんには事前に打ち合わせしていたことがあった。ぼくの正体や噂長のことはなるべくクラスメイト達に話さないようにすること。無む闇やみに不安を与えたくはないという思いだ。パニックになって、思いがけない行動にでる生徒がいては困るという考えもある。

　ということで、そういった事情を話すことなく、草一達をマボチューに引き返させたい。すくなくともギャルゲーのソフトが山積みになってるここからは、即刻離れてもらいたい。

　ここはいずれ火を放たれる可能性大だ。



　どうやって、噂長のことを隠してこの男子達を避難させるか。

　中村さんが一歩まえにでていう。

「ちょっとみんな聞いて。いくら無人の世界だからって真夜中のサミーでいつまでもゲームをしているのは風紀委員としては見逃せないわ。続きは明日の朝にしましょ。これは学級委員長命令よ、従ってください！」

　二次元の美少女の立ち絵が、コントローラーのボタンを押してくれるのを待ってる。そんな時のギャルゲーユーザーの友人達たちはめずらしく強気だった。喚わめき始める。委員長命令そんなのクソくらえ。まさかのシュプレヒコールだ。

　いつものように従順じゃない男子達の様子に、中なか村むらさんはおずおずと引きあげてくる。

「中村さん、ここはぼくに任せてくれ。ギャルゲープレイ中の彼らを中断させるのは、食事中の肉食獣にちょっかいだすより危険だ」

　クラス一の微少女の中村さんは微妙な顔をした。

「ギャルゴどうするの？　あいつらのあんな真剣な目、初めてみたわ。たとえ今ここが火事になっても、ゲームをやめなさそうな勢いなんだけど」

　ぼくはギャルゲーユーザーの友人達の背中にいう。とりあえず嘘うそのお誘い。

「なあ、みんな、マボチューで全員揃そろって真夜中の肝試し大会をしようって話になってるんだ。ギャルゲーの途中で悪いんだけどきてくれないか？　現実の学校のイベントシーンを逃すのはおしいだろ？」

　そんなんでくるわけないでしょ。と中村さんの呆あきれた呟つぶやきが聞こえた。

　だが、ギャルゲーユーザー達は上官に呼びとめられた三等兵のように、背中に鉄板を入れたような姿勢のよさで振り返った。

　電撃G's magazineを聖典とするジーズが声を張り上げる。パーカーにジーンズ姿という一般的な中学生男子のカジュアルファッションだったが、口調はフォーマルのように大げさにかしこまっていた。いや、それはいつも通りのジーズの話し方だった。

「ギャルゴ様のお願いとあっては無視するわけにはいかないですよ。了解ですよ。承知です。ただ今セーブしちゃいますよ。クイックセーブじゃなくて、メニュー画面からのセーブのほうですよ」

　男子達が一斉にデータセーブに取りかかる。

　この場にいる十二人の男子のなかで唯一ギャルゲー未プレイのフネが、ぼくの隣で唸うなった。

「おいおい。ギャルゴは、この男共にとってはＭＢだって素性を明かさなくてもすでにヒーローみたいだな」

　苦笑した。おそらく日本一、女子にモテないヒーローだ。



　セーブ完了。ゲーム機の電源を落とす直前、名残惜しそうに画面の美少女を見つめる男子達の背中が切なげだった。50Ｖ型のビエラのまえの草そう一いちが、懇願するようにいった。

「ギャルゴくん、お願いがあるんだ。これはこの場にいるみんなの願いだと思う」

「なんだ？」

　視線が集まる。草一が手に持っているのはギャルゲーのパッケージ。

「実は攻略可能なヒロインが五人いるんだけど、どうしても一人だけクリアできないんだ。ギャルゴくん、彼女のハッピーエンドを見ないと僕達たちの今日は終われないよ。クリアするまで待ってくれないかな？　ごめんわがままいって」

　マボチューを代表するギャルゲーユーザーの精鋭十人が、クリアできなかった一人の美少女。

　電撃ＰＣエンジンを所持する通称エンジンが補ほ足そくする。

「対象のうら若き女性の難易度はかなりのものです。しらみ潰つぶしの選択肢選び。恋路は持久戦に突入してます。今は十人全員で彼女の攻略に臨のぞんでおり、まさに背水の陣の様相を呈しています」

　戦況報告のようだった。ここは確かに二次元の戦場の最前線だった。

　いつのまにか窓際に移動して、外を確認してるフネと中なか村むらさんは、異状なしを報告してくれる。噂そん長ちようはサミーにくる気配もない。ギャルゲー攻略のお願いならお安いご用だった。

「わかった。その子のハッピーエンドをみんなで見て、マボチューに戻ろう。ジーズ、悪いが場所代わってくれ」

「わっかりやしたギャルゴ様！　65型のアクオスでやるギャルゲーはすごいですよ。今すぐに準備します……アレ、コントローラーがないな。ちょっと待ってくださいよ。それとこれはバッドエンドに辿たどり着く選択肢のリストですよ」

　ジーズがこちらにさしだしたのはルーズリーフ十枚強。攻防の記録だ。

「いや、そんなのはいらない。女の心を掴つかむ選択肢は人に教わるものじゃない。自分で見つけるもんだろ」

　隣にコトリがいるのを忘れているわけじゃないが、ギャルゲーユーザーのまえでは、クサイことをいってしまうのがギャルゴであるぼくの悪い癖だった。

　ジーズがテレビ台の端に置いてあったコントローラーを渡してくれる。

「悪いが、ジーズが進めたところまでのセーブデータをロードしてくれ。邪道といわないでくれよ。プロローグから始めたら、真夜中の０時を過ぎちまう」

　精鋭十人は驚きを顔に浮かべつつも、大仰に頷うなずいた。草そう一いちが何枚かのルーズリーフを渡してくる。

「ギャルゴくん、彼女とのプロローグと前半戦のエピソードや意味深な会話は、箇条書きにしてあるよ。よかったら読んでね」

「ありがとう」

　未プレイのギャルゲーをシナリオの途中からプレイするなんて、ギャルゴの名に恥じる行為じゃないのかと、きみはぼくを糾弾するかもしれない。

　謝っておくよ。すまない。でもわかってくれ。フラグが立った時のあの甘酸っぱい気持ちを味わえないで、プレイし始めなきゃいけないぼくも結構凹へこんでるんだぜ。時間的余裕がないんだ。

「なあ、コトリ。フネと中村さんと一緒に行動しててもいいんだよ」

　コトリは首を振る。無音の口がいう。

　は・る・お・く・ん・の・そ・ば・に・い・る。

「わかった。ごめん、ちょっとだけ待っててくれ」

　ぼくは傍らにコトリがいるのに、ギャルゲーをプレイし始めた。65Ｖ型の美少女の立ち絵は等身大と変わらなかった。顔のアップのＣＧになると、キラキラした瞳ひとみの大きさは優にゲームディスク一枚分はあった。

　鉄の精神で集中する。リアルな美少女であるコトリに見られながらギャルゲー。新たな羞しゆう恥ちプレイだった。そういえば、精鋭十人はぼくの側そばにいるコトリには一斉話しかけてこない。シャイな精鋭達たちだ。おかげでコトリが声を失っていることには、気づいてないようだ。

　きっと、今の男子達には三次元の女性がぼんやりとしか認識できていないのだろう。

　精鋭の誰だれかに至っては、等身大の美麗な立ち絵と並んで立って、２ショット写真を撮っている始末だ。



　このヒロインの攻略が難しい原因がわかった。

　まず選択肢の数が異様に多いのだ。三択や四択じゃない。平均で十択は表示される。確認してるなかで最高では驚きよう愕がくの十八択。ゲームがバグったのかと思ったが、どうやらよっぽど製作側が頑張ったのだろう。間違った選択肢を選んでも、すぐバッドエンドには辿たどり着かず、あとあとにその誤りによってハッピーエンドに辿り着けなくなるという鬼のような難易度。

　十八択のあとに十二択、そして十六択と続いていく。ロト６やミニロトの話をしてるわけじゃない。

　ギャルゲーをプレイし始めて十分後の午後十時二十五分。

　バッドエンドの気配はぼくにはまだない。まわりの精鋭達は、ギャンブルみたいな選択肢に涙を流しながらバッドエンドの山を築いている。バッドエンドリストはすでに百を超えたようだ。

　このゲームメーカーは、よっぽどの馬ば鹿かで、かなりのドＳだ。



　プレイし始めて十五分。

　65Ｖ型の液晶テレビでプレイすると感情移入度が何割か増すのかもしれない。途中からプレイしていてもわかるが、いいシナリオだった。ゲームメーカーと世界の亀かめ山やまモデルにあっぱれ。

　こんな状況ではなく、家でいつものようにプレイできたら、もっと楽しめたと思う。

　いつも通り、エリアスと二人で。

　それで、ずっと頭の隅に引っかかっているエリアスのことを思いだした。

　エリアス、どこでなにをしてるんだよ？

　エリアスのいなくなる直前からの行動をなぞっていく。

　ハナさんとまぼろ樹海をでる。妃き唯いと食料を調達にいくといって神社を離れるが、戻ってはこなかった。さらにエリアスは噂そん長ちようの家に噂長宛あての手紙を残した。

　エリアスのことを考えるたびに辿たどり着いてしまう疑念がある。エリアスはぼくの敵なのか？

　でも、そこに考えが囚とらわれるたびに、もっと強い気持ちが湧わく。

　エリアスを信じる。そして、思考は堂々巡り。最初に戻る。

　エリアス、どこでなにをしてるんだよ？



　エリアスのことを考えながらでも、二次元の美少女の気持ちは見逃してないつもりだ。迷うことなく進めていくと、背後にはいつのまにか、草そう一いちがいた。

「ギャルゴくん、順調そうだね。あ、ぼくもまだ見てないイベントシーンまできてるみたいだ。さすがだよ」

　奥手で鈍感な主人公が、重い病の少女ましろのいる二階の病室に、木をよじ登って窓から忍び込む場面。窓の外の景色を絵にしていたましろは主人公の登場に大喜びする。点滴の雫しずくの落ちる速度のようにゆっくりと心を通わせていった二人。ただ、二人の密会にアクシデント。その個室に、ましろの在籍していた美術部の顧問の女教師が入ってきたのだ。主人公はベッドの下に隠れた。なぜなら学校を早退して、ましろに会いにきていたからだ。

「草一、いい話だな。少女の病は治るのかな」

　精鋭のなかには、ましろの最後は助からないんじゃないかと悲観的な考えに苛さいなまれて、早くも涙を浮かべながらプレイしてるやつもいる。小学生から恋愛シミュレーションゲームのラストに、むせび泣いた経験を持つやつだっている。連中の涙るい腺せんはひたすらもろくなってるんだろ。この場にいるぼくを含むギャルゲーユーザーは、只ただ今いま画面のなかの主人公と一体化してしまうほど感情移入してる。

　背後で草一がいう。

「うーん？　あれ、なんか違う気がする」

　感受性がありすぎて、主人公の行動に違和感でも感じたのだろうか。ちなみに主人公はベッドの下から女教師のストッキングのふくらはぎを見ている。脚フェチには堪たまらないサービスカットだろう。隣にコトリがいるのに、サービスカットが映るのはほんと堪らない羞しゆう恥ちプレイだ。未読スキップしたくなる。

「草一どうしたんだ？」

「うん、この先生の声がちょっと違う気がしてさ。優しげで、どこか甘い声だったはずなんだけど。なんか今は、優しくて甘くてちょっと色っぽい声になってる」

　草一はぼくの知り合いのなかでは、ナンバー１の声優好きだった。この恋愛シミュレーションゲームは５・１ＣＨ対応のサラウンドシステムだ。テレビ横の左右のスピーカーからは立体的な声が届いてくる。草一大満足の音響設備だ。

「たまたま、このシーンのアフレコだけ風邪気味だったんじゃないか？」

　声優に関する草そう一いちの耳は声紋鑑定が機械いらずでできるほどだ。まあ、それはオーバーかな。とりあえず解析につきあうことにした。

「じゃあＢＧＭをミュートにして、もう一回聞いてみるか。先生の声の音量を上げよう」

「ごめんね。ギャルゴくん」

　システムの音量設定の画面に切り替える。

　その画面のとある一箇所の違和感に、ぼくと草一は一緒に気づいて、「え」っという声を同時に漏らした。

　女性キャラクター別に声の音量を調節できるのだが、担任の女教師だけ音声のボリュームがミュートになっていたのだ。でも、それはおかしな話だった。だって、たった今先生の声を聞いたばかりだったのだから。

　ぼくは草一と顔を見あわせ、ＢＧＭを消音にし、女教師の声をリプレイ再生してみた。

『そうね。好みのタイプはどんな人なの？』

　また聞こえてきた。草一の顔は青白くなっていた。

「ギャルゴくん、これどうなってるのかな？」

　ミュートにしているのに、女教師はテキストのセリフを音声化していく。疑問は深まるばかり。

　もう一度音量の設定画面を開き、今度はずっとミュートになっていた女教師の声の音量をＭＡＸにしてみる。もう一度、同じセリフを再生した。

『『そうね。好みのタイプはどんな人なの？』』

　コトリがぼくの腕に抱きつく。草一は一歩後あと退ずさった。

　テレビの左右一組のスピーカーからは、確かに今までと少し雰囲気の違う女教師の声。ただ、ぼく達たちがこの場で震えた理由はそこじゃない。

「ねえギャルゴくん、もう一人分、声が聞こえたよね？」

　二カ国語放送のように声がダブってきこえた。身体能力が向上しているぼくには、そのもう一つの声の出所がわかっていた。

　確かにテレビのうしろから聞こえた。



「配線がごっちゃになって、テレビのうしろに別のスピーカーとか置いてたりしないよな」

　冗談のつもりでいったが、その言葉がやつが現れるきっかけになった。

　65型のフルスペックハイビジョン液晶テレビが音もなく、手前に倒れてくる。

「ハルオ君の好みのタイプは三次元だぁよぉねぇええ」

　いつものスーツ姿の新しん藤どう先生こと噂そん長ちようがテレビのうしろから姿を見せる。テレビと壁の間でスタンバっていたようだ。心臓が弱い人には危険なご登場。

　コトリと草一をぼくの身体のうしろに、誘導した。草一の混乱はピークだ。

「えっ、え！　なんで新藤先生がここにいるんですか？　え、いつからいたんですか。どういうことですか。あれ」

　まわりの精鋭達たちもこちらの異変に気づいたようだ。卓球台にできそうなテレビが倒れ、そのうしろから教師登場。これがマジックショーだったら、拍手でもしたいところだが、実際は拳こぶしを強く握った。

「ハルオ君、アタシの声は二次元の女教師なんかに負けてないでしょ」

　幅広い対象をライバル視する噂そん長ちようだった。

　噂長は手元にポータブルテレビを持っていた。足元にはゲーム機。配線が繋つながっているようだ。噂長は65型のテレビと壁の間に隠れて、手元のテレビでぼくと同じ画面を見つつ、ご丁寧に音声化してくれていたようだ。驚きだよな。

　噂長はポータブルテレビを捨て、倒れたテレビの背面を踏みつぶしながらやってくる。

　反射的に握ってしまっていた拳を開いた。

　噂長を好きなふり。噂長を愛してるふり。噂長だけに恋心を抱いている男のふり。

　それは噂長を倒す方法を見いだせていない、ぼくの安全策だった。



「香か奈な子この声、とっても魅力的だったよ。いつもと声の雰囲気が違ったから気づかなかった」

「うふふっ、声優にチャレンジしたかいがあったわ」

　草そう一いちにとっては声優というワードは無視できないものだったらしい。感心した声を上げて、ぼくの背後から会話に入ってくる。

「さすが新しん藤どう先生は演劇部の顧問ですね。もしかして昔、声優を目指してたんですか？」

　それで初めてぼく以外にもこの場に人がいたんだと気づいたように、噂長は周囲を見まわした。

「うふっ、ゆかりちゃんに食いしん坊のフネくん、委員長の中なか村むらちゃんに、女の子にモテなさそうな男の子達の二組と三組の代表が揃そろってるわね。草くさ野の君、アタシの夢はただ一つ。好きな人のお嫁さんになることよ」

　いつもと明らかに違う新藤先生の様子に、なにもいえず息を呑のむ一同。母音をしっかり発音する狂気は、その場にいる人間を石にさせる力があった。みんな身動きすら取れない。

　モテない呼ばわりされた精鋭達のなかで、おそらく一番この異様な事態を理解していないジーズがギョロッとした目を剥むきだして、いう。

「先生、いきなり手厳しいですよ。でもですよ、別にモテなくたって人生楽しいんですよ。ワタクシはですよ、こう見えても実は化学部なんです。後輩の女の子が今年は一人入部してくれたんですよ。ワタクシのこと、先輩って呼んでくれるんです。ワタクシは負け組じゃないんですよ。腐ったミカンじゃないんですよ」

　ジーズの魂の叫びに、場が静まる。エンジンは「同性の後輩にしか先輩って呼びかけられたことがないな」と、羨うらやましそうな声を上げた。

　噂長がいう。

「きみは学校に好きな人いないの？」

「学生の本分は勉学とフラグ回収だけじゃないんですよ。ワタクシはですよ。現実の恋とかにうつつを抜かしてる場合じゃないんです。だってハッピーエンドが用意されてない女の子を好きになっても意味ないじゃないですか」

　ハッピーエンドが用意されてない女の子。ジーズの叫びは胸にくるものがあった。精鋭達たちは聞き入っているようだ。ぼくもハラハラしながら噂そん長ちようとジーズのやりとりを聞いていた。

「そうなの、きみは恋をしてないのね。可哀想かわいそうに。アタシには好きな人がいるのよ。ね、応援してくれるかしら？」

「先生の頼みでもそれは無理ですよ。ワタクシは他人の恋愛には介在しない主義なんですよ。ワタクシがいたせいでその恋がバッドエンドになったら嫌だからですよ。先生、ここにある想おもいに素直になれば、誰だれの手助けなんていらないんですよ」

　語るジーズは自分のシャツの胸をぽんぽんと叩たたく。ジーズは噂長に負けないほどの変わり者だった。

「そう、アタシの手伝いをしてくれないのね。そうね、脇わき役やくの誰かがいたせいで、恋が上う手まくいかなくなることがあるわね。そんなの恋の邪魔者よね。ふふっ、きみはいいこというわね」

　噂長の目の色が危ない。

　そして、ジーズはいっちゃいけないことをいった。

「それより先生いわせてもらいますが、テレビを踏んづけてはいけないですよ。早くそこをどいてください。ギャルゴ様が難病と闘う美少女と心を通わせていたんですから。先生はまさにご自身でいっていた、恋の邪魔者になってますよ。ギャルゴ様の恋の邪魔――」

「アタシがハルオ君の恋の邪魔者ですって？　きみは女の子じゃないけど、アタシとハルオ君の恋の邪魔者のようね。許さないわ」

　噂長が腰の高さまであるスピーカーを片手で持ち上げると、一切のためらいもなく、ほんの五メートルほどしか離れていないジーズに向けて放ほうり投げた。ぼくは、二人の間に滑り込んだ。噂長が「邪魔者ですって？」と眉まゆをつり上げた時には走りだしていたんだ。



「うぐっ」

　音速で飛んできたスピーカーは黒い衝撃だった。上半身の前面で受け止める。顎あごを打ちつけてしまい、脳が揺れた。一瞬、気を失いかけるが、なんとかスピーカーを足元に置いた。そのスピーカーに少し寄りかかってしまうほど、足腰にもダメージがあった。

　ぼくの背中でジーズは短い悲鳴を上げ、腰が抜けたように床に這はいつくばっている。精鋭達は呆ぼう然ぜんとしている。

　コトリがふらふらと生気のない足取りでぼくのもとに歩いてくる。

　噂長以外のもう一つの問題に気づいた。

　コトリは地伝のせいで、ぼくに対する想いが強大になり、ぼくのことを好きだという噂長が目のまえにいては、我を忘れるほどのやきもち焼きになっているのだ。なんてこった。

「香か奈な子こよく聞いてくれ。ぼく達たちの恋を邪魔できるやつなんているわけないじゃないか。だいじょぶだから、落ち着いてくれ」

　噂そん長ちようにぎこちない笑みを返しながら、ぼくはフネと中なか村むらさんを見た。

　噂長と化した新しん藤どう先生の姿を初めて見た二人は表情を硬くしていたが、ぼくの意図を察してくれたようだ。優秀な新しい仲間。中村さんはコトリの腕を掴つかみ。フネは唸うなる。

「おお、そういうこった。みんな、ギャルゴと先生の恋路を邪魔するなんて野や暮ぼなことはやめようぜ。ここは二人っきりにしよう。さあ、みんなサミーをでてくぞ」

　フネは強引に精鋭達の手からコントローラーを離していく。草そう一いちが当然の疑問を口にする。

「え、え！　ギャ、ギャルゴくんって、新藤先生とつきあってたの？　嘘うそでしょ。だって由ゆ井いさんって彼女がいるはずじゃ」

　草一含む精鋭達は、上書き睡眠の地伝の影響でぼくと妃き唯いが恋人同士だと思い込んでる。精鋭達にそれについての説明をしている余裕はなかった。ぼくと噂長の側そばから空うつろな目をしたコトリを遠ざけながら、上書き睡眠の事情を知ってる中村さんがフォローを入れる。

「草くさ野のは三組だから知らなかったんだろうけど、うちのクラスではギャルゴと新藤先生が密ひそかに互いのことを想おもいあっていたのはバレバレだったのよ。さぁ、いいからワタシ達はここをでましょ！」

　精鋭達は非常事態だと気づきつつも口にするのがはばかられていたのか、無言のままフネと中村さんに促されて、個々にテレビのまえから離れた。

「みんな気を利かせてくれるのね。いい子達だわ、アリガト。うふふふっ、でもきみには、ちゃんと罰を与えなきゃね」

　噂長の目が、ぼくの背後のジーズを見つめた。

「香奈子、もういいじゃないか」

「ダメよ、生徒が誰だれかを傷つけるようなことをいったら、ちゃんとお仕置きしてあげなきゃ。邪魔者っていわれて、アタシは傷ついたわ。アタシは先生だから生徒に体罰してあげなきゃ」

　噂長は足元に積んであったゲームソフトのプラスチックケースから、ディスクを次々と手際よく取りだしていく。なにをする気だ。すぐさま噂長の右の手のひらには、十何枚かのディスクがドーナッツくらいの厚さに重ねられた。

　息を呑のんで見つめた。ぼくはヘタに動くことができなかった。この場にいるクラスメイトのみんなを無事に帰す。安全至上主義な考えがどうしてもぼくを後ご手てにまわさせていた。

「ホント、ハルオ君はやさしいから。またそのうしろのイケナイ子を守ろうとするんでしょ。でもダメなのよ」

　噂長の左手には、二つのコントローラーが握られていた。それらの差し込み口側のコードが結ばれているのが見えた。直後、噂長は片方のコントローラーを重りにして、分銅鎖のように振りまわした。

　あっと思った時には、コントローラーがぼくの右足に絡みついて、そのまま引かれた。あえなくバランスを崩し、背中から倒される。

「――ふぅー」

　足元のほうから強く息が吐きだされる音を聞いた。噂そん長ちようの吐息。ショッピングセンターの床に仰あお向むけになったぼくの上を、キラキラと輝く円盤が流れていった。

「ゔぎゃ」

　痛みに耐える声。それに声にならない誰だれかの悲鳴が聞こえた。

　それでなにが起こったのか、ぼくにもわかった。

　仰向けの姿勢から跳ねるように起き上がる。ぼくのうしろには、猫のように身体を丸めたジーズがいた。ジーズの着ているパーカーは所々すり切れていた。噂長の吐息によって噴出された高速のディスクが、ジーズに襲いかかったのだろう。ジーズは腹部を押さえて、苦しそうに顔を歪ゆがめていた。

「……ジーズ」

　ぼくは思わず泣き声になって、歩み寄った。

　ジーズの白いパーカーの腹がじんわりと朱あかに滲にじんでいた。ジーズを抱き起こす。

「……うぅ、ギャルゴ様、なにが起こったんですか？　ワタクシにはなにもわからないですよ」

　噂長の存在を今まで知らなかった草そう一いち含む精鋭達たちにもわかったようだ。目前にいる新しん藤どう先生は自分達が知っていた先生とは、もはや別物だということが。

　新藤先生どうして？　なんでこんなことを？

　そんな怯おびえた声がちらほら。

「フネ、エンジン。ジーズを頼む」

　ついに犠牲者をだしてしまった。ぼくが不ふ甲が斐いないばかりに、クラスメイトがケガを負ってしまった。ジーズの腹部は押さえた手から逃れるように赤い染みが広がっていく。

　ぼくは涙を流して、噂長を睨にらんだ。

　自身のいうところの邪魔者を床に這はわせた噂長は、狂った勘違いをしている。

「ハルオ君はホント情熱的だわ。アタシといれるのがうれしくて涙を流しちゃうなんて。そんなに見つめられたら、アタシも濡ぬれてきちゃうわぁ。いろいろとね。うふふふふ」



　ぼくはジーズをエンジンとフネに任せて、噂長と対たい峙じした。噂長にも優しい新藤先生の一面があったことを思いだしてほしくて、一いち縷るの希望でいった。

「ジーズがケガしてる。いち早く治療を受けさせてあげたい。香か奈な子こ頼む、ジーズをまず現実世界に帰してあげてくれ」

　噂長は、自分が生徒に慕われていた先生だったということを忘れたかのように、気にも留とめずいった。

「えーめんどくさいよ。そんなのあとでにしよ。とにかく、みんなにはさっさとどっかにいってもらって。アタシはハルオ君との二人っきりの時間を楽しみたいの。あ、そうだ。そのまえにちょっと待っててね。今タンクローリー持ってくるから」

　クラスメイトを見つめる時の無関心な瞳ひとみが、ぼくに移ると盲愛に囚とらわれた瞳に瞬時に切り替わるのが恐ろしかった。噂そん長ちようの瞳は殺意と好意の間を行き来してる。まともに話せる相手じゃないよな。

「タンクローリーっていったのか？」

　ペンタックスの小型双眼鏡「タンクローＸ」かなにかと聞き間違いだったらいいな、と思いながら、返答を待った。

「アタシね。ゲームショップを巡って、火をつけてまわったの」

　それは知ってる。血の気が失うせたジーズをフネとエンジンが「大丈夫だ」と声をかけて、家電コーナーを離れていく。

「うふふっ、ハルオ君のことをすぐ好きになっちゃう女達たちのゲームなんて、危険だわ。しかも、そのゲームのほとんどはここに集められていたのね。灯油で一気に燃やしてやるわ」

　それでわかったことがあった。

　噂長は灯油を入れて市内を持ち運ぶ容器としてタンクローリーをつかっていたようだ。もちろんエンジンはかけず、引っ張っていったのだろう。

　敵のでたらめな能力をまえに、憶測はあまりにナンセンスだった。



　とにかく、みんなが無事にここをでるのが優先だ。

　ぼくは噂長と二人っきりになってから、その状況下でなんとか逃げる策を練ろう。

　噂長はタンクローリーを持ってくるまえに、おもむろにぼくの顔に触れた。あの世に吹く風のような、ヒンヤリとした手だ。

「ハルオ君の頬ほおが切れて、血が滲にじんでる。大変だわ。アタシの唾だ液えきで消毒しなきゃ」

　大方、噂長が放ほうり投げたスピーカーを受け止めた時に切れたのだろう。

　通路の先。二階のエスカレーターのまえに、ジーズに肩を貸すエンジンとフネが見えた。側そばには中なか村むらさんもいる。中村さんの背中のナップザックを見て、思いだした。ぼくの背中のリュックのなかには同じナップザックがある。そこには絆ばん創そう膏こうが入ってるはずだ。

　噂長の唾液を頬に塗られたくない一心で、ぼくは急いでリュックを開けた。

「香か奈な子こ、絆創膏があるんだ。それを貼はってくれないか？」

「あれ、その黄色いナップザック。どうしてなの？」

　ぼくの想像力では、このあとの噂長の行動は読めなかった。

　ナップザックをまじまじと見つめた噂長の視線は、つぎに通路の先に移る。今まさに静止しているエスカレーターを下りていこうとする黄色いナップザックの背中。

「どうして、中村ちゃんがハルオ君とお揃そろいのナップザックを持ってるの？　もしかして二人はそういう仲なの？　そういう仲だからもうそういうことしてるの？　そういうことしてるってことはハルオ君は童貞じゃないの？　嘘うそ、そんなのってひどいわ。アタシは処女なのに。処女なのに。処女なぁのぉにぃい」

　噂そん長ちようは走りだしていた。ぼくは必死に追いかける。

　タンクローリーを市内中引っ張りまわす噂長の筋力も、噂長の頭のなかもメチャクチャ過ぎて、ぼくはまた泣きそうになった。



　エスカレーターの下の一階のフロア。

「中なか村むらちゃん、ちょっと待ってくれるかしら。男の子達たちは早くでていきなさい」

　立ち止まる中村さんに話しかけている噂長。追いついたぼくは男子達に頷うなずいてみせる。噂長のいうことを聞いてくれ。それで、草そう一いちを含む精鋭達と、ジーズに肩を貸すフネとエンジンはサミーの外に逃げられた。

「……新しん藤どう先生、なにか用ですか？」

　中村さんの声は上擦っていた。噂長は余裕たっぷりの笑み。

　あれ？　コトリがいない。

　ぼくは周囲を見わたして、柱の陰にコトリがいるのを見つけた。瞳ひとみを閉じたコトリは両手で自分の肩を掴つかみ、狂おしいほどの嫉しつ妬とを必死に自制しているようだった。声を失った口が闇雲に呼吸するかのように、パクパクと開閉を繰り返していた。

　はるおくんとはなれたくない。はるおくんとはなれたくない。はなれたくない。

　この状況をどうすればいいんだ。



　緊張感の張り詰めた、しかし、同じことの繰り返しの十分が経たった。

「ね、どうして中村ちゃんはハルオ君と同じナップザックを持ってるの？」

　この質問はこれで六回目。すでに中村さんは五回も同じ答えをいっていた。そして、六回目の同じ話を聞いても、噂長は納得しない。

「ね、アタシの背中にガラスを突き刺してなおかつ歌沫姫うたかたひめの地伝の力でアタシを大人しくさせて、その代償で声を失ったからひとまず生かしてあげているゆかりちゃんはナップザックがお揃そろいについてどう思う？　あ、そっか。声でないんだもんね。役に立たないわね。いいわ、そこで震えてなさい。中村ちゃん、もう一回説明してくれるかしら」

　噂長は実に完成された暴君で、まさにこの異世界の支配者だった。なんでも噂長の思いのままにできるんだ。

　中村さんは辛抱強く同じ説明をもう一度した。七回目だ。

　噂長はまだ納得しない。中村さんもヘタなことをいうと、噂長がなにをしてくるかわからないので警戒している。中村さんは噂長から十メートルは離れている。ぼくも噂長とは同じくらい距離を保っている。柱の側そばのコトリから目を離せないのだ。

　この尋問は一体どこで終われるんだ。中村さんが必死にいう。

「ワタシはギャルゴなんて好きじゃないです。むしろ嫌なんです。だから新藤先生安心してください。このナップザックはさっきからいってるように、探索隊の持ち物なんです。ギャルゴとお揃そろいにしたいからもってるわけじゃないんです。ギャルゴとお揃いなんて嫌です。本当です！」

　中なか村むらさんは過剰な演技で、ぼくへの嫌悪を表した。

　もちろん演技じゃないという可能性もなくはない。だが今はやたらに悲観してる場合じゃない。

　噂そん長ちようはお利口な幼稚園児のように顔いっぱいでなにかに気づいたという顔をした。やっとナップザックのお揃い問題が解決したのか。

「今ね、中村ちゃん。嫌って二回いったわよね。それって、イヤよイヤよも好きのうちってことよね。うふふっ、やっとボロをだしたわね。アタシを欺こうなんて許せないわ。二度とハルオ君とペアナップザックなんて背負えないように、肩をもいであぁげぇるぅわぁああ」

　緊張感が爆発する。噂長の気持ちを察して話すなんて、不条理だ。イカレてる。

「いやぁああああ！」

　震えながらも気丈に噂長と対たい峙じしていた中村さんが恐怖に突き動かされて、その場からサミーの出入り口に向かって走りだす。微笑ほほえむ噂長は肩でも揉もむように両手を伸ばし、スキップするように駆けだした。その噂長のうしろから走りだしたぼくの腕が誰だれかに掴つかまれる。コトリだ。無音の早口言葉のように動く口。

　はるおくんどこにもいかないで。はるおくんどこにもいかないで。どこにもいかないで。

「すぐ戻ってくるから！」

　ぼくの腕を掴むコトリの手の上に、ぼくは反対の手をしっかり重ね、振りほどいて駆けだした。

　間に合わない！

　キョンシーのように跳ねる噂長が中村さんを追いつめる。そして、ぼくはサミーの入口から駆けてくるイノシシのような影を見た。

　いや、あれは前傾姿勢で突っ込んでくるフネだ！



「おう、探索隊の隊員に手出しするやつは隊長であるおれがゆるさん！」

　フネは、立合い直後の力士のように頭から噂長にぶち当たった。肉と肉とがぶつかる重い音。体重なら噂長の倍はあるだろうフネの力強い体当たりを、噂長は左手を払うだけではじき飛ばした。

　タバコの自販機みたいなフネの身体が大きなぬいぐるみのように、音もなく舞う。フネの巨漢が噂長には小石がぶつかってきた程度の抵抗にしかなっていないのだ。

「フネ！」

　ぼくは叫びながら、落下してくるフネの巨体をキャッチした。小石どころか墓石が倒れてきたみたいな衝撃を両腕で捕らえ、フネを床に降ろす。

　軽いジョギングをしている噂そん長ちようを再び追う。けど間に合いそうにない。ぼくは噂長と優に五十メートルくらい離れているのに、必死に逃げる中なか村むらさんまでの噂長の距離はもう五メートルもないほどだ。

「フネっち！」

　自分のことよりフネに心配の声を上げる中村さん。あと三メートルくらいか。

　逃げ惑う中村さんを微笑ほほえみながら追いかける噂長。まるで鬼ごっこを楽しむ子どものようだ。

　そして、鬼の手が逃げる中村さんの肩を捉とらえた。

「つーかまーえた。中村ちゃん、怖がらなくていいわ。肩をもいでも死なないようにしてあげるから。アタシね、裁縫が得意なのよ。中村ちゃんは子どもだからまだ知らないだろうけど、おっぱいとアソコさえ残っていれば、男の人とも愛しあえるらしいのよ。ね、肩なんていらないでしょ」

「やめろぉー！」

　なんとしても止める！

　ぼくが噂長に飛びかかろうとした時。ガラスが割れる盛大な音が、クラッシュシンバルでも叩たたいたように、真夜中のフロアに響いた。

　さすがの噂長もビクッとなって、サミーの出入り口を見る。

　自動ドアを粉砕して、猛スピードでこちらに走ってくる車。黒のワンボックスカーの助手席の窓が下げられ、床屋のポスターのようなスポーツ刈りの頭が見えた。ジーズだ。

「新しん藤どう先生！　ギャルゴ様とのデートやハネムーンにこの車をつかってくださいよ！」

　車は噂長の五十メートル先。

「うふふ、アリガト。いい子達たちね」

　噂長は中村さんの肩を掴つかんでいた手を離し、車に歩み寄っていく。ジーズが叫んだ。

「新藤先生ごめんなさいですよ！　でもしっかり目を覚ましてくださいよ！」

　黒塗りの八人乗りは減速するどころか、さらに加速する。噂長まではもう十メートルもなかった。

　噂長は、その場でのんきに「カーセックスもいいわね。ハルオ君」と、ぼくに振り返り、微笑んでいた。

　車はそのまま、笑顔の噂長に突っ込んでいった。



    

  
    
      


　　第六話　クイズ





　バリィイイイイイイ。

　跳ね飛ばされた噂そん長ちようは近くのアクセサリーショップのショーケースに激突して、ガラスの破片に埋もれた。

　前面をべっこりと凹へこませた車は、空間を切り裂く極楽鳥の悲鳴のようなブレーキ音で急停止した。

「みんな早く乗って」

　スライドしたドアの向こうには草そう一いちがいた。どうなってんだ？

　俯うつぶせになった噂長が、パラパラと髪についたガラスの破片を払いながら、こちらを狂気に濡ぬれた瞳ひとみで見つめてくる。

「ハルオ君、助けて。人身事故されちゃったわ。ハルオ君の子どもを想像妊娠してたのに、これじゃあ流産しちゃうわ。一緒にそいつらを死刑にしましょ」

　もうこの場で噂長を好きなふりをするのは限界寸前だった。

　これ以上、演技を続けても助かるのはぼくだけで、みんなの犠牲は避けられない。ぼくが助かるのだって、どうせ心中するまでの丸一日、五体満足で寿命が延びるだけの話だ。

「ギャルゴくん、早く」

　コトリとフネと中なか村むらさんは車に乗り込んだようだ。ぼくは草一にいう。

「草一、ぼくは香か奈な子こをこのままにはしておけないよ」

「え、ギャルゴくん。そんな」

　ワンボックスカーのいくつかの窓越しの顔が、絶望したように真まっ青さおになったのがわかった。ぼくはみんなに背を向け、噂長の側そばに寄った。

「さすがハルオ君は優しいわ。うふふっ、とびっきり愛してるわ。さぁ、身体を起こして。アタシはすぐに回復するわ。でもね、アタシのお気に入りのストッキングがちょっと破れちゃったのよ。せっかくハルオ君にプレイの最中に引き裂いてもらおうと思ったのに。あのガキども殺してぇやぁるぅわぁああ」

　ぼくは屈かがむと、これでもかと優しい声をだした。

「香奈子、今起こしてあげるから、待ってて」

　最後の演技のセリフは終わった。噂長は幸せそうな笑顔で、ぼくが抱き起こしてくれるのを待ってる。ぼくはそんな噂長から少し離れ、アクセサリーショップ内のキャスターのついたガラスのショーケースを、倒れたままの噂長に向かって思いきり蹴け飛とばした。キャスターにはロックがかかっていたのだろう。ショーケースは反転して、ガラスの面を下にして噂長の身体の上に倒れた。

　ショーケース上部のガラスの面は、噂そん長ちようの上半身全体にガラスの雨を降らせた。ズブゥリ。そして、ショーケース下部の木の部分は、もともと噂長の下半身に降っていたガラス片を打ちこむハンマーの役目を担ったようだ。倒れたショーケースが噂長の身体の横に転がると、噂長のふとももからふくらはぎの下まで、ガラスが突き刺さっているのが見えた。ストッキングの下の皮膚が裂け、鮮血が溢あふれる。ぼくは残酷になっていたのかもしれない。容赦なく、いった。

「望みどおりストッキングを裂いてあげたよ」

「いやぁああああああ！　ハルオ君とってもハードォォォオオ!!」

　噂長相手にためらってはいけない。

　やらなきゃ、みんながやられる！

　ぼくは、噂長の足首に刺さったガラス片を踏みつけて、車に向かった。

「うぅ、激しいぃ」

　足の裏には割れたガラスの破片が噂長の足首の肉と腱けんをブチブチと千切った感触が残った。ぼくはみんなの待つ車に飛び乗った。

「早く、だしてくれ！」

「御意！　しっかり掴つかまっていてください」

　運転席のエンジンが吠ほえるようにいうと、車はショッピングセンターの商品棚の間を走りだした。



　三列目のシートの草そう一いちがいう。

「東ひがし舟ふな道みちくんから聞いたよ。新しん藤どう先生は地伝を生みだす噂長という存在だったんだね。精鋭達たちのみんなにはとりあえず避難してもらったよ。マボチューで落ちあおうってことになってる」

「いやいや、ギャルゴすまんな。勝手に話しちまった」

「いや、いいんだ。あの場にいたみんなには知っておいてもらったほうがいい。どういうことが起きてるのか」

　運転席にはエンジン。助手席にジーズ。二列目にはぼくとコトリ。三列目は草一とフネと中なか村むらさんだった。

　コトリはひと目もはばからず、ぼくの腰に抱きついてきた。

　はるおくんとくっついてる。はるおくんとくっついてる。うれしいよ。

　ヒューヒューと、ひやかすやつはいなかった。草一がいう。

「小鳥遊たかなしさんの身に起こっていることも教えてもらったよ。小鳥遊さん、声でなくなっちゃったんだね。それに自分を見失っちゃうほど、ギャルゴ君のこと想おもってるって」

　ぼくは嫉しつ妬との塊になってしまったコトリの背中を撫なでながら、頷うなずいた。

　見まわせば、それぞれが互いの無事を確認しあう車内だった。噂長に狙ねらわれた中村さんはショックを隠しきれないようだった。今でも肩が震えてる。

「信じられない。あの優しかった新しん藤どう先生に襲われるなんて。肩を掴つかまれた時の感触、消えないよ」

　フネの太ふと腿もものうえ。フネの分厚い手に中なか村むらさんの手が重ねられていた。車はさっき破ったサミーの自動ドアから外にでた。

　空は曇り空。気温は30℃を下回るくらい。

　車内の窓は全開にする。助手席からのんきな声がした。

「いやー。なにはともあれみんな大したケガを負うことなくて、よかったですよ」

　ぼくはそれで最も安否確認をしなきゃいけないやつを思いだした。

「ああ、ジーズ無事なのか？　お腹なかから血がでてたよな」

　助手席のヘッドレストにジーズが顔を乗せて振り返る。泣いたあとが残る以外はだいじょぶそうに見えた。エンジンがいう。

「ギャルゴ様、聞いてください。ジーズのやつったら死にそうな顔してるから、大けがでもしてるのかと心配したのに。さっきプレイしてたギャルゲーのグッズが壊れたから、血の気が失うせてただけだったんですよ。心配は杞き憂ゆうに終わりました。ジーズは全く阿あ呆ほうです」

　ジーズはパーカーのフロントポケットから、真ん中が裂けたビニールのチューブを愛いとおしそうにだした。

「ギャルゴ様ならわかってくれますよね。あのギャルゲーの難病と闘う少女ましろちゃんが絵を描く際につかう絵の具のチューブですよ。初回限定版に付属してる『ましろの恋は濡ぬれたような赤』の絵の具ですよ。さらにもう一点『ましろの命はこれで助かる』輸血パックですよ。これが噂そん長ちようのせいで破れちゃったんですよ」

「じゃあ、ジーズはお腹をケガしてるわけじゃないのか？」

「はい。あっちこっちにかすり傷がありますけど、絆ばん創そう膏こうで問題ないですよ。それとパーカーの肘ひじのところが解ほぐれちゃって、見てくださいよ。袖そで引きちぎって、五ご分ぶ袖そでのパーカーにしてやりましたよ。多分流行の最先端ですよ。それにしても噂長許せないです。ギャルゲーのディスクを投げて、攻撃してくるなんて最悪のやつですよ」

　噂長が最悪だということには、車内のみんなが頷うなずいた。車は駐車場を抜けると、大きな通りにでた。

　抱きついてきていたコトリは、いつのまにかぼくの膝ひざ枕まくらの上で横になっている。

　真夜中の手前。いつも早寝のコトリには、もうおねむの時間だったようだ。まぶたが開いたり閉じたりを繰り返している。ぼくのふとももの上にコトリの頭があるなんて、たまらなくドキドキしてくる。

　気を紛らわすためにぼくは、さも当たり前のように運転席にいるエンジンにいった。

「なあ、エンジン。この車どうしたんだ？」

「サミーの裏に中古車販売店がありましたので、そこから持ってきました。ひとまずマボチューに戻りますけど、問題ないですよね？」

「ああ、安全運転で頼むよ。それと運転のほうは、だいじょうぶなのか？」

　エンジンはルームミラー越しに頷うなずいた。70キロで安定した走行を続ける車。草そう一いちがぼくの疑問に答える。

「問題ないよ。だってエンジンだからさ」

　どういうことだろうか？　電撃ＰＣエンジンを持っていると車の運転ができるようになるのか。エンジンがいう。

「ギャルゴ様、自分の実家は車の整備工場なんですよ。運転は任せてください。私有地でしょっちゅう運転してますから。だから、無免許運転だって怒らないでくださいよ。みんなをサミーから救いだすにはこれしか思いつかなかったんですから。緊急事態ですからね。致し方ないですよ」

　ジーズがさっきの仕返しだとばかりにいう。

「ギャルゴ様聞いてくださいよ、エンジンはアホなんですよ。小学校六年生の夏休みの研究で各種類のエンジンの構造と性能と搭載車種を調べて書いてきたんですよ。それでこいつのあだ名はエンジンになりましたよ」

「てっきり電撃ＰＣエンジンを持ってるから、エンジンなのかと思ったぜ」

　今度はエンジンが答える。

「ギャルゴ様、持ってる雑誌からニックネームを命名されるやつなんて、ここにいるジーズぐらいなもんですよ。あと、廃刊になってしまったでらべっぴんを保存してる輩やからで、『でら』って呼ばれてるのがいますね」

「ちょっと男子。女子もいるんだからね！　そんな雑誌の話はしないでよ」

　三列目から矢のような中なか村むらさんの声。コトリはなんの雑誌か知らないようだ。半分眠った目でぼくを見る。膝ひざ枕まくらで見あげられるとドキッとする。コトリよ、あまりぼくのお腹なかのほうに動かないでくれ。コトリの後頭部がぼくの下腹部に当たってる。

「いやいや、ギャルゴはギャルゴっていう不動のあだ名があってよかったな。じゃなかったら、定期購読してる月刊セイジュンからあだ名がつけられるとこだよな。ははっ」

　あだ名トークは終わってはいなかったようだ。フネが余計なことをいった。

　あだ名がセイジュン。由来は最低だよな。



　車内は緊迫した状況から脱出できたことによって、和やかな空気ムードだった。話がセクシーな方向になると黙ってしまう草一も、無言だが楽しそうだ。

　ジーズが大事なことをいい忘れていたというように、「あ」と声を上げた。

「ギャルゴ様は地伝を解決するヒーローだったんですもんね。すごいですよ。ワタクシに飛んできたスピーカーだって受け止めてくれました。本当にありがとうございます」

　照れくさかったが感謝されるのはうれしかった。

　みんながぼくの話をする雰囲気だった。クラスメイトのなかにヒーローがいる。事情を知らないみんなにとっては超展開だよな。「あのギャルゴがねー」というのは中村さん。「あのギャルゴくんが」というのは草一。

　あのギャルゴって、いったいなんだろうな？

　面おも映はゆい気持ちでいると、エンジンが不審な声を上げた。

「あ、あれはなんだろ？」

　エンジンはバックミラーを見ている。ぼく達たちはそれぞれ車のリアウィンドウの向こうを見た。

　二車線の道の五十メートルは離れたところから、なにかが追走してくる。

　無言で見つめることしばし。距離は近づき三十メートルくらいになった。

　等間隔の街灯が向かってくるなにかを点滅するように照らす。

　動物？　いや、巨大な虫？

　もぞもぞと忙せわしなく這はいつくばって、素早く動いている二本の短い手か足。その間に黒い毛に覆おおわれた塊がある。

　なんだあれ？

　そして、ぼく達は窓を開け放した車内でその声を聞いた。

「ハルオ君のプレイってとっても刺激的！　ストッキングもズタボロぉお。アタシの足もズタボロぉおお。ドＳのハルオ君最高！　でも放置プレイはやめてぇえええ!!」

　うしろからきたのは噂そん長ちようだった。

　車のスピードメーターを見た。70キロ台。

「噂長だ」

　誰だれかの絶望の滲にじんだ声が聞こえた。

　ガラスで足を負傷した噂長は、ほふく前進で時速70キロの車に追いついてきたようだ。

　叫ぶようにいう。

「エンジン！　もっとスピードだしてくれ。それとマボチューじゃなく、まぼろ樹海にいってくれ。あそこで起きてるバリ４の地伝を解決すれば、噂長の力が少しは弱くなるんだ！」

　クラスメイトのほぼみんなが集まっているマボチューに、バケモノを持ち帰るわけにはいかなかった。もう猶予がない。つぎに噂長に捕まったらアウトだ。まぼろ樹海のバリ４を解決する。

　とにかく少しでも噂長の力を弱くしなくては！

　バリ４を解決してしまえば、真ま魅みばあちゃんと二度と話せなくなってしまう。そのことを考えるのはよそう。今はみんなの安全が全すべてだ。

「あ、はい。まぼろ樹海って、真ま幌ぼろ市の外れの雑木林ですよね。了解です！」

　エンジンがギアをトップに入れた。運転席のエンジンと車のエンジンが唸うなりを上げる。

　車内に緊迫した空気が流れ込む。

　ぼくの膝ひざの上のコトリだけが、状況がわかっていないかのような夢見る微笑ほほえみを浮かべていた。

　はるおくんのふとももきもちいい。はるおくんのふとももきもちいい。

　コトリの肩を抱くぼくの手も、震えてる。

　ぼくは声にしないで口のなかでいった。噂そん長ちようを倒す。もとのコトリに戻す。

　窓の外から暴風のような声が聞こえた。

「ハルオ君カミングアウトしちゃうけど！　アタシはどっちかというとＭじゃなくて、ドＳなぁのぉよぉおおお」

　スピードメーターは１２０キロを示してる。

「うふふふふふふふふふうふふふふふうふふふふふっ」

　なにが愉快なのか、笑いながら噂長はほふく前進で車に食らいついてくる。

　熱された真夜中の月はひとりぼっちの空でピンぼけしていた。生ぬるい風がなだれ込むように車内に入ってくる。穏やかな熱帯夜。この天候が噂長の心境を伝えてくれていることを思いだした。

　ガラス片を刺され、ぼくにそのまま逃げられているのに、噂長の心には怒りも悲しみもないようだ。まだ、ぼくが噂長を愛していると、その愛を疑ってすらないようだ。

　おそらく噂長は、本当にぼくとＳＭプレイをしている気になっているんだろう。

　できれば永久に放置プレイしたい相手だ。



「ギャルゴくん、怖いよ。どうしよう」

　たまらず声に涙が混じったのは草そう一いちだった。答えたのはフネだった。

「おうおう草くさ野のくんよ。落ち着くんだ。なんたって、ここにいるギャルゴは真ま幌ぼろ市のヒーロー、ＭＢなんだからな。ＭＢってのは、おれがずっと追っかけていたヒーローだ。モノホシボーイの略なんだぜ。おう、あとで特集記事を書いた新聞を配ってやるよ」

　フネはこの状況でも新聞のことを忘れてないようだ。

「フネのいう通りだ。ぼくがなんとかする。必ずみんなを無事にもとの世界に帰す」

　無む理り矢や理り強い言葉をだした。フネの表情にも、初めてほんのわずかな不安がかいま見られたからだろう。

　運転席から声がした。

「ギャルゴ様。このまま、まぼろ樹海にいっても樹海の入口で車から降りられないです。停とまったら、即追いつかれます。どっかでまかないと」

　エンジンは立派なやつだった。コトリを除く誰だれもが車内で恐怖に向かいあっているなか、依然食らいついたまま追いかけてくる噂長の姿を確認しつつも、パニックになることなく、冷静に高速で車を飛ばしていた。

　中なか村むらさんがいう。

「舗装された道じゃなく、どっかに砂利道とかないの？　噂長もそんなとこではほふく前進なんかできないでしょ」

　ぼくは背後で舗装されたコンクリートをほふく前進で砕くだきながら、土つち埃ぼこりを上げて追いかけてくる噂長を見た。ぼくはいう。

「砂利道になって不利なのはこっちのほうだ。噂そん長ちようのスピードは路面状況を選ばないよ。砂利道でこの速度はだせない」

　八人乗りは怪獣の心臓のように震えている。法定速度の２・５倍の１５０キロ。無人の世界の赤や青の信号が灯ともった交差点を、流れ星のように駆けていく。

　ジーズが助手席で弾はじけるようにいう。

「アレ、見てくださいよ。噂長が少し離れてますよ。あれですね。やつは車じゃないですから、さすがにスタミナが切れてきたんですよ」

　スモークの貼はられていないリアウィンドウ越しに噂長を見た。最も近づいていた時の互いの距離は三十メートルほどだったが、今は六十メートルは離れている。

　やつにも肉体疲労があるんだ。ぼくはいう。

「いいぞ。エンジン、このまま走れば噂長をまけるよな」

　真ま幌ぼろ市の道路地理に最もくわしい三列目の巨漢が、リュックのなかからだした道路マップを広げて、苦しげにいった。

「おお、やっぱりか。聞いてくれ。この道は二キロ先でＴ字路にぶち当たっちまう。ここから六つ目の信号だ。それまでに噂長のやつを引き離せるのはせいぜい百メートルってとこか。こりゃまずいぜ」

　エンジンがフネのあとを継いだ。

「この速度で右左折なんかしたら、横転します。だからって減速したら、噂長に捕まってしまいます」

　時速１５０キロの鬼ごっこなのだ。減速なんかして曲がっていたら、百メートルの差があっても一瞬で縮められてしまう。噂長はこの車に嬉き々きとして突っ込んでくるだろう。

　テンパってるジーズがいう。

「こいつはまずいですよ。なぁ、エンジン、この車ってエアバッグはついてるのかよ」

　エアバッグがあろうがなかろうがぼく達たちは救われない。

　エンジンの表情は彫刻みたいに硬くなってる。快活な学級委員長の中なか村むらさんは唇をきつく結んで耐えるような表情。草そう一いちは青白い顔で俯うつむいてる。フネの顔も曇っていた。コトリだけが窓の外の建物を見て、ドライブを楽しむ子どものような綻ほころんだ顔だった。あっという間に一つ目の信号を過ぎた。コトリの口もとが動いてる。

　はるおくんとわたしのまちあわせばしょのそばだね。おだばしにいくの？

　ここは確かにマボチューの通学路区域だった。ぼくはいう。

「コトリ、ぼく達の待ちあわせ場所の小お田だ橋ばしにはいかないよ。うん？　小田橋」

　それで閃ひらめいた。誰だれにかまわず訊きいた。

「なあ、この先って橋があるか？」

「おうギャルゴ、五つ目の信号を過ぎたらあるぜ」

「橋の下は、川か？　道路か？」

「いやいや、陸橋だから、線路のはずだ」

「線路か。そいつは最高だ。作戦を思いついた」



　ぼくに地伝解決チーム一の策士であるエリアスが乗り移ったのかもしれない。それはなかなかムチャクチャな作戦だった。みんなに素早く話し終えると、三つ目の信号を過ぎていた。

　聞き終えた草そう一いちが悲鳴のようにいう。

「そんなの無理だよ。ギャルゴくんだけ車から道路に飛び降りるなんて」

「おう、いくらＭＢでもきついよな。物もの干ほし竿ざおも持ってないしな。ギャルゴ、地伝四つを起こしてる噂そん長ちようには物干し竿での攻撃が効かないんだろ」

　フネの疑問は車内のみんなの疑問だった。作戦に不要なリュックを降ろしながら、ぼくはいう。

「外を見てくれ。天気は平穏。気温だって真夏のままだ。噂長は確かにみんなのことを狙ねらってはいるが、ぼくに対して殺意を持ってるわけじゃないようだ」

　中なか村むらさんがいう。

「それってどういうこと？」

「噂長はまだぼくに愛されてると勘違いしてるからこそ、噂長の心象風景であるこの異世界の天候は荒れてないんだ。噂長はぼくと追い駆けっこでもしてるつもりなんだろ」

　車の後方百メートルには、もぞもぞと蠢うごめく影。

「捕まえちゃうわぁあああああああ」

　狂気に濡ぬれた声は雷のようだ。

　そして、四つ目の信号は過ぎた。

　ぼくはワンボックスカーのスライドドアを開けた。

「身体能力が上がってるぼくには、走行中の車から飛び降りるなんて、軽いスタントだ。作戦通り頼むぜ」

　ぼくにしがみつくコトリと目があう。

　はるおくんいっちゃやだ。いっちゃやだ。いっちゃやだ。

　駄だ々だっ子のようだった。ぼろぼろと泣き始めるコトリの様子にまわりも気づく。中村さんがいう。

「ねえコトリ、ギャルゴはワタシ達たちを守るためにいくんだよ。いかせてあげて」

　聞き分けのない子どもになったコトリは、大粒の涙を流しながら首を振る。

　ぼくは幼児のようになってしまったコトリの気が紛れるおもちゃを持ってるわけじゃない。無理に振りほどけば、コトリはぼくを追って自分も車を飛び降りようとするだろう。エンジンが叫んだ。

「ギャルゴ様、もう五つ目の信号を通過しちゃいますよ」

　ぼくはコトリの顔を引き寄せると、唇がそっと一瞬触れるか触れないかのキスをした。周囲は息を呑のんだ。普通誰だれかのキスシーンなんて生で見ることないよな。コトリの涙はピタッと止まり、ハッとした顔をしてる。

「必ず帰ってくるよコトリ。噂そん長ちようはバケモノだけど、なんてったって、ぼくは神だ。まあ、ギャルゲーのだけどさ。お利口さんで待っていてくれたら、また、その、キ、キスしてあげるからさ」

　コトリはにっこりと笑った。いい笑顔だった。しがみついていた腕が解かれる。騒然とする車内でジーズの場違いの決意を聞く。

「ワタクシもファーストキスをする折りには、ギャルゴ様のようにクールに決めてやりますよ」

「ジーズ黙れ。ギャルゴ様、五つ目の信号を通過しました。陸橋に差し掛かります！」

「ああ、わかった。それじゃあな」

　みんなの祈るような目で見送られて、ぼくは車の外へと飛びだした。

　正直時速１５０キロの車からコンクリートの地面にダイブするのが怖くないわけなかったが、唇に残った甘酸っぱい感触が、ぼくにしっかりと勇気をくれていた。

　かわいい子のキスのご褒美があれば、中学二年の男子はどこにだって飛べるよな。



　両足で地面に着地したつもりだったが、バランスを崩した。右半身を地面に強打。そのまま無様に転がった。身体が焼けるようだ。痛点がこれでもかとぼくに痛みを教えてくれる。立ちあがって身体を確認する。一応、ケガらしいケガはしてないようだ。身体能力が上がってるおかげだ。ただ、衣類のほうはもたなかった。

　中なか村むらさんから借りたトレーナーはあちこちすり切れ、海パンはＫ―１の番長ジェロム・レ・バンナの試合用パンツのように、スリットが入ってしまった。

　ズズッ、ズズゥ。

　硬い地面を肉で打ちながら、擦こすれる音が一気に近づいてきた。ワンボックスカーに乗っている時は、車のエンジン音でわからなかったが、噂長のほふく前進にも走行音があったのだ。高速のほふく前進をきみにも見せてあげたい。びっくりするほど気持ち悪いぜ。

　そして、地を這はう獣は己の肉をアスファルトに擦りつけて、ブレーキをかけた。ぼくの目のまえには噂長。

「ハルオ君に追いついたわ。でも残念。もうちょっとで車に体当たりして、アタシのほうからハルオ君を捕まえられたのに」

　たいして痛みもないのか、噂長はニンマリと嗤わらう。その笑みは思わず嗤うと頭のなかで変換されるほど、不気味なものだった。噂長は立ちあがる。

　地面との摩擦のせいだろう。上着のスーツやなかのシャツの肘ひじから先の布地はすでになくなっていた。地面に擦られ続けたスカートも、そのなかに穿はいていたであろうパンツもすでに引き千切れていた。噂長の下半身を隠すものはなにも。ガラス片で負った足のケガはまだ回復はしきってないようだ。地面にしこたま擦られただろう太ふと腿ももから下は、赤いペンキをぶちまけられたかのようになっていた。

　噂そん長ちようは全身に浴びた粉ふん塵じんを払っていく。だが、肩にかかっているだけというような切れ切れになった上着の煤すすけた汚れは落ちない。

「これお気に入りだったんだけど、クリーニングも無理そうね」

　クリーニングどころか、原形すら元通りにはできないボロ布だ。

　噂長に払われた服は緩やかな風に乗って飛んでいった。

　白い肌を月夜の下に晒さらす全裸の噂長は、鎖に繋つながれていない猛獣と同じだった。激しく獰どう猛もう。

「ハルオ君、今度は露出羞しゆう恥ちプレイかしら？」

　羞恥もなにもこの世界には、残念ながらギャラリーがいない。ストリーキングを通報してくれる市民がいないんだ。たとえ噂長でも女性の裸を直視するのが恥ずかしくなって、ぼくは視線を上げた。

　空は緞どん帳ちようの降りた舞台のようだ。急速に厚くて暗い雲が広がっていく。あっという間に大粒の雨が降ってくる。つぎの場面では、いきなり大雨。ドラマのような強引な天気だ。

　心象風景の雨は、噂長の悲しみの証あかしだった。

「香か奈な子こ、なんで悲しんでいるんだ？」

　噂長は雨をシャワー代わりにしているようだ。汚れを綺き麗れいに洗い落としたきめ細かい肌を晒して、無造作にぼくに近寄る。

　噂長に敵意は感じられない。ぼくは動けなかった。

　そして、ぼくのボロ切れのような服を労いたわるように撫なでたあと、噂長の両手は愛いとおしそうにぼくの頬ほおに当てられた。びしょ濡ぬれになった髪の間に覗のぞく拗すねたような噂長の顔。心は狂っていても、顔は整ってる噂長だった。裸の胸やお腹なかは見ないようにする。

「この海パン、ハルオ君にとっても似合ってたのに残念だわ」

　放火したって心は全く動かないのに、ぼくの海パンが破けたという悲しみから、大雨を降らす。ムチャクチャだ。

「海パンはまた見つけられるよ。泣きやんでくれ」

　思わずそういった。噂長の顔に涙はなかったが、心を映した空は号泣のような雨だったから。

「ハルオ君の大事な身体が擦り傷だらけじゃない。痛くない？　悲しいわ」

　残念ながらその擦り傷は噂長が原因でついたものだし、よりにもよって今は雨によって傷が思いっきりしみる。

　でもそのことを話して、噂長がより悲しめば、ゲリラ豪雨で真ま幌ぼろ市が水の中に沈むかもしれない。ぼくは噂長に笑顔でいってやった。

「痛くないよ、だいじょぶだ。ぼくは香奈子と二人でロマンチックな夜空の下で語ってみたいんだ。なあ、二人の話をたっぷりとしよう」

　ロマンチックなんて言葉を真顔でいうなんてバツゲームだった。赤面してしまう。でも、効果は抜群だった。雨雲は掃除機に吸われる綿わた埃ぼこりのように消えていく。

　そして、壊れたプラネタリウムみたいな空が広がった。冬の大三角の横に夏の大三角が輝いているフィクションの夜空。



　彦ひこ星ぼしと織姫が迷子になりそうな星空の下の陸橋で、噂そん長ちようと二人っきり。

　ボロボロの服を着たぼくの傷口をペロペロと舐なめる裸の女は直視できない。ぼくの腕を舐めながら噂長はいう。

「ＳＭプレイのあとは放置。そしてつぎはピロートークってわけね……ハルオ君、テクニシャンだわ」

　ここはベッドサイドじゃない。どこにも枕ピローはないし、噂長と睦むつ言ごとを交わすつもりはなかったが、時間稼ぎが大事だった。

「そうだね。お話ししよう。香か奈な子こ、傷口はもうだいじょうぶだよ。ありがと」

　ぼくが考えた作戦の断片を頭のなかで素早く流す。

　陸橋の下には線路が敷かれている。その線路をさっきまで乗っていたワンボックスカーが駆けてくる。タイミングよく噂長を出し抜く。上う手まくいけば、噂長を置いてけぼりにして、みんなと合流できる。

　これが失敗したら、どうやって噂長を引き離して、まぼろ樹海にいけるかわからない。車のみんなが無事では済まなくなる。

　ぼくは最悪の想像を頭の隅におしやって、目一杯楽しい話をする笑顔を浮かべた。



「ね、ハルオ君、歩きながら話さない？　サミーでアタシを車ではねたガキ達たちに対して罰を与えなきゃ。中なか村むらちゃんの肩も早くもいじゃわなきゃいけないわ」

　噂長は遠くのマボチューがある空を見つめた。

「アタシをはねた車はよく覚えてるの。なかに乗ってる人間ごとスクラップにしなきゃ気が済まないわ。うふふふっふふふふふっ」

　噂長の笑いに吐き気がする。車の話からはなるべく遠ざかりたかった。ご機嫌取りに話題を変える。

「そういえば、香奈子もスーツ姿が似合ってたのに全部脱げてしまって残念だよ。なあ、香奈子の身体は綺き麗れいすぎて、ぼくはドキドキして話せなくなるよ。これ着てくれないか？」

　魚網みたいになったトレーナーを脱いで、渡した。

「うふふっ、優しいんだハルオ君。アタシの身体なんていっぱい見てくれていいのに。シャイなんだから。うれしいわ、ハルオ君の温ぬくもりがある」

　いや、それはコンクリートの地面を転がった時の摩擦熱の名残だよ、とはいわないでおいた。

「ハルオ君。どう？　似合うかしら？」

　誤算だった。噂長の豊かな胸の先端がトレーナーのほつれたところから、顔をだしていたのだ。余計目のやり場に困る格かつ好こうになった。乳首だけだしてるなんて、変態みたいな服装だよな。

「ああ、とってもセクシーで困るよ」



　車を降りてからどれくらい経たっただろうか？　まだ五分くらい？

　この場を無事に切り抜けたいという気持ちがはやって、陸橋下の線路の向こうを見てしまいそうになるが、噂そん長ちようは見つめあうのがお気に入りのようで、一時も目を離せない。恋人同士の甘い睨にらめっこじゃない。これは命がけだった。

「ね、ハルオ君、クイズしようか？」

　星空の下、あやとりみたいに絡みあう視線を楽しんでいた噂長が唐突にいう。この場所から移動しないのなら文句なしだ。

「ああ、しようか。クイズのジャンルはなんだい？」

「うふふふ、ジャンルは……アタシよ」

　げっそりした。表情にでないようにして、頷うなずく。

　ほとんど裸の噂長はさっきのにわか豪雨で濡ぬれたアスファルトの上で、スキップしてる。とってもご機嫌。クイズが始まった。

「じゃあね、さっきまでアタシが着てたスーツをハルオ君は褒めてくれたよね。そのスーツの色はなーんだ？」

「黒だよな」

「うふ、正解よ。さすがハルオ君。アタシのことならなんでも知ってる博士号ってところかな」

　いつも噂長が学校に着てきていたスーツだ。それの色なんて、極甘のクイズだった。

「じゃあつぎの問題いくね。そのスーツはVERGEヴアージ VERGEヴアージの新作の秋冬モデルだったんだけど、胸ポケットに入れていたボールペンは、どこのブランドのなにモデルの型番はなんでしょうか？」

　いきなりクイズがでたらめに難しくなった。

「え、いや、ごめん。わからないや。ははっ」

　思わず乾いた苦笑が漏れた。噂長のスキップが止まった。ぼくを見つめる目に温度がなくなる。空には出番の多い薄い雲がレースカーテンを引いたように、さっとやってくる。

「あれ、どうしてわからないの？　ファーバーカステルのギロシュシリーズの１４６５３３よ。ちなみに色はコーラル。レッドってことよ」

　正解発表はなにかの呪じゆ文もんを唱えられたのかと思った。そんなのわかるわけない。でも、ど忘れのふりでフォロー。

「そ、そういえばそうだったね。ごめんよ。その、ちょっとうっかりしてたよ」

「ハルオ君、アタシのこと好きなんだよね。忘れちゃダメよ。アタシのスーツ姿がいいっていってくれたのに、胸ポケットも見てくれてないの？　おかしいよそんなの」

　野外で半裸（乳首とアソコは露出されてる）のご機嫌斜めの女に問い詰められるのは、ひどい状況だった。ぼくは噂そん長ちようのご機嫌取りが上う手まくなっていた。慌てていう。

「胸ポケットはさ、実は恥ずかしくてよく見れなかったんだ。香か奈な子この胸はさ、その、大きいから」

「うふっ、もうハルオ君ったらほんとシャイなんだから。まだ中学生のハルオ君にアタシの好きなものとはいえ、ブランドのクイズは可哀想かわいそうだったわね。一問ぐらいはイージーミスしちゃうよね」

「ああ、つぎは必ず答えるよ。任せてくれ」

　一陣のぬるい風が吹いて、第三問目が始まった。

「ね、アタシの髪だけどね。美容室でいくらでカットとセットをしてもらったでしょうか？　ちなみにどの紙幣を何枚だして、どの硬貨を何枚だしてお会計したかまで答えてほしいな。うふふふ、これじゃあ簡単かな？」

　耳を疑った。どこが簡単なんだ。そんなの、興信所の探偵だろうが、不眠不休のストーカーだろうがわからないだろう。

　噂長はのんきにカウントダウンをしてる。

　ち、ち、ち、ち、ち、ち。

　ぼくが黙っていると、噂長がいう。

「もしかしてヒントほしい？」

「うん、頼むよ」

「その美容室はね、なんと土日混こんでるの。うふふっ」

　どこがヒントなんだ。

「……ご、ごめん。ちょっとわからないよ」

　重い雲が月を隠した。気温が一気に下がった。温度計を見れば、軽く10℃は落ち込んだ。只ただ今いま19℃。

「そう、わからないんだ。そっか、ハルオ君。若いのにど忘れ多いね。もう、しょうがないな。正解は平成五年発行の一万円札に昭和五十一年と六十年発行の千円札をだして、硬貨は平成元年の五百円玉をだしたの。おつりは平成二十年のピカピカの百円玉一枚と、昭和二十九年の縁がギザギザの十円玉でした。うふっ、カットとカラーをしたの。つぎの問題いくわね。これはしっかり答えてほしいな」

　噂長の笑顔が怖かった。過ごしやすい気温になったのに、ぼくの汗は止まらなかった。

「アタシとハルオ君が出で逢あってからこれまでに、目があった回数は何回でしょうか？」

　勘弁してくれよ。

「ヒ、ヒントをくれ。なるべくわかりやすいのを頼む」

「うふ、しょうがないわね。とっておきのヒントをあげるわ。アタシがハルオ君にウィンクした回数は１１８回よ。でも、ハルオ君は気づいてなかった時が多いみたいだけどね」

　ぼくはそんなに噂長にウィンクをされていたのか。相変わらず無意味なヒントだった。

「えーと、目があった回数は、１５０回くらいかな。そ、そんなにはないかな」

　必死に適当な数を答えたが奇跡は起こらず、噂そん長ちようは頬ほおを膨らまして、ブーといった。

「正解は２６３１回でした。うふふ、そのうちアタシの夢のなかにハルオ君がでてきて、目があった回数は２４８８回でした。ハルオ君、もしかして夢のなかで目があった回数を数え忘れちゃったかな？　もう、イージーミスはダメよ」

　気温はまた落ち込んだ。きっかり10℃下がって、外気温９℃。嘘うそだろ。クイズに一問間違えるごとに10℃ずつ下げていく気なのか。

　海パン一枚で上半身裸のぼくは、さきほどまでの汗がすっと冷やされて、身体の熱は徐徐に奪われ始めた。



　水風呂のなかにいるような三分間が過ぎた。

　噂長のスリーサイズは？　という問題を外した。先の二問に比べればまともなクイズなんじゃないかと、きみは思ったかもしれない。いや、相変わらず異常なんだ。噂長の答えを聞いてくれ。

「答えは、上から97・25cm、60・12cm、87・79cmでした。ちなみに今日の食後に計ったの。ドーピングはしてないわよ。アタシいい身体してるでしょ？」

　オリンピックの投とう擲てき競技のスコアみたいな正確さだった。

　気温はまた下がり、あっという間に℃。息が真っ白く漏れだす。冷えた汗が今度は凍りだす。

　ときおり陸橋の上を吹き抜ける氷点下の風なんて、噂長にとっては真夏の扇風機みたいなものなのだろう。気持ちよさげな顔で風を受け流している。

「ハルオ君、またアタシのクイズを外しちゃったね。もしかして、リスニングは苦手？　筆記のほうがいい？」

　英語のテストじゃないんだ。そんなの関係ない。

　ぼくはじりじりとした気持ちで待った。作戦通り陸橋の下を車が駆けてくることを。

　海パン一枚で蹲うずくまったまま、つぎのクイズが出題された。

「アタシは、優しいハルオ君のどこが好きでしょうか？」

　え？　もう、答えをいってないか。チャンスだった。

「自分でいうのもなんだけど、答えは、優しいところかな」

　噂長が微笑ほほえむ。当たったのか？

　正解発表はタメもつくらず、早い。淡い希望はすぐさま砕くだかれた。

「おしいわハルオ君。正解は、骨、脂肪、臓器、水、タンパク質、脳のう味み噌そでした。アタシがハルオ君の好きなところはそれらかな。うふふっ、全部ってことだよ」

　どこがというのは部位をさしていたのか。というより、人間を構成するのに必要なものをほとんど答えたようだ。ぼくの体内の水やタンパク質が好きってどういうことだ？

　気温はまた容赦なく下がる。空気中に無数の小さな針があって、それらに一斉に刺されたようだ。厳しい寒さは確かな痛みだった。℃。ここは真ま幌ぼろ市で、一月のモスクワ郊外じゃないはずなんだが。

　陸橋下の線路を覗のぞいた。まだ車はこない。そろそろきてもいい頃ころ合あいだ。

　みんなを信じる気持ちは凍りついちゃいなかったが、噂そん長ちようの声は外気温と同じですっかり冷え込んでいた。

「ハルオ君がこんなに答えてくれないなんて思わなかったわ。もしかしてアタシのことあんまり好きじゃないの？」

「い、い、いいや、だ、大好きだよ。か、香か奈な子こ」

　歯の根が合わない。

「ふふっ、そうよね。じゃあ、つぎの問題は絶対答えてね。アタシのことをわかってくれてないハルオ君とは明日の24時に心中なんてできないわ。あまりに悲しすぎて、今すぐ心中しちゃいたくなるもの。この世界のみんなと一緒にね」

　ぼくの身体は氷像になってしまいそうなのに、嫌な汗をかいた。つぎの問題は答えなきゃいけない。

　噂長は問題を考えるように周囲を見まわし、やがてその視線は自分の下腹部で止まり、ニンマリと笑った。

「クイズです。アタシの陰毛は何本あるでしょう？」

「えっ」

「うふっ、チャンスをあげるわ。ここで数えてもいぃいぃよぉおお」



　ついさっきまで濡ぬれていたアスファルトは突如やってきた寒冷前線によって、スケートリンクになっていた。

　身体に風が触れる面積を少しでも減らしたくて蹲うずくまっていたが、もう意味なんてほとんどない。氷の地面から死神の息づかいのような冷気が上がってきている。

「ハルオ君、震えてるの？　あれ、もしかして肌寒くなってきちゃったかな」

　バケモノめ。肌寒いなんてもんじゃない。噂長は両手を広げてぼくのもとへくる。

　凍えたぼくの背中に噂長の身体が覆おおい被かぶさってくる。抱きつかれたのだ。

「うふふっ、裸で抱きあうのって気持ちいいわね」

　不快感はたまらなかったが、ぼくの身体に伝わってくる噂長の体温が命綱だった。寒さは冗談抜きで命を奪うものだと意識していた。こうして抱きあっていれば、噂長の機嫌が回復して、気温が上昇するかと思ったが、そうはいかなかった。

「ね。じゃあ、そろそろ数えてほしいな。暗くて見えにくいかもしれないから、しっかり顔を近づけてね」

　屈かがんだ状態のまま、噂長はぼくの右手を自分の下腹部に誘導しようとしている。触りたくなんかない。それでも従うしかない。家庭用冷凍庫みたいに冷え込んだこの世界を、マグロの冷凍庫にするわけにはいかなかった。

　ぼくの右手がまず噂長のお腹なかに触れた。泣きそうになったがそれも堪えた。零こぼれた瞬間に凍る涙なんてごめんだ。

「慌てなくていいのよ。ハルオ君、ゆっくりね」

「あぁ、わ、わかったよ。か、香か奈な子こ」

　歯の根がとっくにあわないぼくは、それだけいうのもひどく億おつ劫くうだった。寒さはありとあらゆる感覚を鈍くしていくようだ。噂そん長ちようのお腹なかに触れる手もかじかんで、わずかな熱以外はなんの感触も伝えてはこなくなっていた。だから、いつのまにか噂長が黙って橋の向こうを見ていたことに気づくのが遅れた。

「ど、どうしたんだ香奈子？」

　落橋防止壁のシミを見てるわけじゃないようだ。

「なにか聞こえるわ」

　そして、ぼくにもかすかに車のエンジン音が聞こえてきた。



「あの車だわ。あいつらがまたきた。バカね。アタシをまた轢ひこうとしてるのかしら。線路の上なんか走っちゃって」

　立ちあがったぼくと噂長は、陸橋下の線路をこちらに駆けてくる無灯火のワンボックスカーを見た。

　作戦が動きだす。失敗はできない。

「アタシは橋の下にいってくるわ。あの車を正面から受け止めてやる」

　ぼくは歩きだす噂長を追い越し、陸橋の縁まで駆けた。噂長に向かって両手を広げる。

「待ってくれ。橋の下にこっから飛び降りるつもりか？　そんなの危険だ。ほっとけよ」

　噂長をみんなに遭遇させるわけにはいかない。なんとしても、ぼくがみんなに合流するんだ。

「うふふっ、アタシの身体の心配してくれるなんて素敵だわ。でもねハルオ君。今のアタシの身体はたぶん大気圏から落ちたってヘーキよ。愛の力だわ」

　猛スピードの車が橋の下を通過するまで、あと二百メートル。噂長がぼくの身体を押しのけようと歩み寄る。

　ぼくはポケットのなかから、あるものをだした。作戦成功のための小道具だ。

「あいつらはぼくが始末してくるよ。香奈子の腕のきめ細かい肌がほふく前進なんかして、傷つくのが嫌なんだ。これ、プレゼントだ。ほふく前進なんかしたら千切れちゃうから気をつけてくれよ」

　蛍光の赤のブレスレットを噂長の腕につけた。あと百五十メートル。ぼくは陸橋の縁に足をかけた。十メートル下に線路。

「ありがとうハルオ君。プレゼントなんてうれしいわ。まえに貰もらったプレゼントも大事にしてるのよ。車は受け止めるからだいじょうぶ。ほふく前進で追ったりしないわ。橋の下にはアタシがいく」

　以前にぼくが噂長にプレゼントをあげたことなんてあっただろうか。ただ、そんなことを気にしてる場合じゃなかった。噂そん長ちようもぼくの隣の縁に足をかけようとする。あと百メートル。夜の闇に唸うなる獣のようなエンジン音が徐々に大きくなってきた。

　ぼくは噂長を抑えるために必死だった。噂長の横顔の頬ほおにキスをした。

　あと五十メートル。

「素直な香か奈な子こが好きだよ。すぐ帰ってくるから」

　ぼくは焦りながら、橋の縁からジャンプした。だが、すでに橋の下を車が猛スピードで駆け抜けていた。

「ハルオくぅぅぅうううううんん」

　噂長の悲痛な叫びはサイレンのようだった。噂長と二人、取り残される。



「今、いくわぁ」

　車は橋の下の線路を猛スピードで駆けていった。

　どうやら噂長はぼくのぶら下がる反対側の橋の縁から、線路に飛び降りたようだ。暗くら闇やみに溶けていく無灯火のワンボックスカーを追いかける気だろう。その車にぼくが飛び乗ったと勘違いして。

　橋によじ登ったぼくは、遥はるか線路の彼方に消えていく車のエンジン音と噂長の奇声を聞きがら、無人の陸橋に降りた。

　

　作戦は以下の通りだった。

　ぼくが走行中の車から陸橋の地面に飛んだあと、みんなを乗せたワンボックスカーは橋の下からある程度離れた線路上に移動する。そこでみんなは降車して、線路に停とめた無人の車のアクセルに、地図などでずっしりと重いフネのリュックを噛かます。

　無人の車はそのまま陸橋の下を目がけて線路を激走していく。

　あとは、車が陸橋下を通り過ぎたあとにぼくが飛び降りたふりをして噂長をダイブさせればいいのだ。

　車が橋の下を通過するまえに噂長が線路上に飛び降りるのは絶対避けたかったことだ。正面から車を受け止められては、誰だれも乗っていないことがバレてしまい、すぐさまぼくのもとに戻ってくるだろう。

　ひとまずこれで作戦は成功した。



    

  
    
      


　　第七話　決着





　陸橋から下った先にみんなの姿があった。

　犬ですらコタツで丸くなりそうな凍えた世界で、みんなはぼくが無事噂そん長ちようをまいたことにその場で跳び上がるように喜んでる。どこかで防寒着を見つけたようだ。よく見たら、みんなが着ているのはスキーウェアの上下だった。分厚い手袋も装着してる。

　箱根駅伝でフラフラになりながら襷たすきを繋つないだランナーを支える部員のように、ウサギの耳当てをつけたコトリが毛布を広げながら、ぼくに無言で抱きついてくる。

　凍える身体にはコトリの身体がしみるほど温かかった。背後からフネの声がした。

「いやいや、ギャルゴ焦ったぜ。外気温がこの十数分間で一気に四十℃は下がったからな。ひどい寒さだぜ。噂長はいったいなにをそんなに悲しんだんだ？」

　口の中にドライアイスでも突っ込まれたみたいに、白い息をもくもくと吐きだすフネにいう。

「ぼくがクイズを立て続けに間違えたせいなんだ」

「クイズか、おれは結構得意だぜ。で、ジャンルはなんだ？　時事ネタか？」

　フネに苦笑を返すと、中なか村むらさんが微笑ほほえんでいった。

「コトリったらギャルゴがいなくなってから、ずっとリュックを抱きしめてたのよ」

　コトリは背負っていたぼくのリュックを渡してくれる。コトリとぼくの身体を包む毛布の間に冷たい空気が入ってくると、たまらず震えた。そんなぼくの様子に気づいたコトリが再び抱きついてくる。みんなの見てるまえで恥ずかしかったが、寒さから逃れることがなにより優先だ。

「おうギャルゴ、ひとまずこれ着ろ。それと物もの干ほし竿ざおを手に入れてきたぜ」

　フネがさしだしてきたのは、鉄製の物干し竿と黒っぽい革製品の塊だった。畳んであったそれは衣服のようだが。

「ギャルゴくんに、きっと似合うと思うよ」

　そういう草そう一いちだけじゃなく、エンジンもジーズも頷うなずいている。

　ぼくはそれを広げて、思わず呟つぶやいた。「……ははっ、これは」

　中村さんがいう。「ちょうどね、そこのスポーツ用品店の隣にバイクショップがあったのよ。海パン一丁の上にスキーウェアを着ても寒そうだしね」

　ありがたい心配り。フネはスポーツ用品店で見つけたというホッカイロを何枚か渡してくれる。それを海パンの腰ゴムに挟み、ぼくは黒革のライダースーツに袖そでを通した。

「おう、さすが本物のＭＢだ。よく似合うぜ」

「ライダースーツが似合う中学生って、喜んでいいのか。さあ、みんなまぼろ樹海に急ごう。少しでも噂そん長ちようの力を弱くしなきゃいけない」

　みんなの顔が曇った。指揮官に苦言を呈する参謀役のような調子でエンジンがいう。

「ギャルゴ様。作戦では人数分の自転車を調達して、まぼろ樹海に移動するという話でしたけど、如何せんよろしくない状況です。一気に温度が低下したため、路面は凹凸に凍ってます。自転車での走行は無謀かと思われます」

　相変わらず口語によく熟語をつかうエンジン。スキーウェアをライダースーツの上に着こみ、グローブみたいな手袋をつけながら、ぼくはいう。

「フネ、こっからまぼろ樹海まではどれくらいだ？」

「そうだな、だいたい二キロってとこか。おお、安心してくれ、直線距離じゃなく道のりでだ」

　フネ以外の五つの口から一斉にため息が目に見える形ででた。ため息であっても白い息は落ちることなく、上昇していく。やれることをやるしかない状況だ。

「そっか、仕方ない。みんな転ばないように気をつけて、ひとまず走るしかないな」

　瞬間、空が昼間のように明るくなった。一呼吸のあと、轟ごう音おんが津波のようにやってくる。噂長の激怒を表す特大の雷だった。いったい何ボルトの怒りだい？

　雷に怯おびえたコトリがぼくに抱きついてきて、反射的ににやけてしまいそうになる顔を引き締めて、ぼくはいった。

「どうやら、無人の車は追いつかれたみたいだな。まぼろ樹海に急ごう」



    

  
    
      



    

  
    
      　噂そん長ちようは悲しみを湛たたえて、ぼくを血眼で探しているのだろう。

　℃になった世界は、雪が風速十五メートル以上で吹き荒れて、ほんの十メートル先の景色すらも消してしまっていた。体感温度はもう℃増しってとこか。真ま幌ぼろ市を覆おおう雪は、見慣れた町並みを、ぼくの知らないどこかの雪国に変えてしまった。

　風の抵抗を少しでも避けるため一列になって歩く。なんとなく南極の越冬隊員みたいだ。

　地理に詳しく、体積の大きいフネが先頭。そのうしろをエンジン、ジーズ、草そう一いち、中なか村むらさん、コトリの順。しんがりには、身体能力が上がっていても耐寒仕様の全くないぼく。後方を念のため確認している。前方からは少しでも気持ちを暖かくしようと試みたジーズが、スポーツ用品店から持ってきた小型のＣＤラジカセで、ＴＵＢＥの『シーズン・イン・ザ・サン』を大爆音で流していた。極寒の世界で聞くＴＵＢＥの代表的な夏のナンバーは、たちの悪い冗談みたいだった。ああ、夏の海にいきたい。頭のなかでは井いの上うえ陽よう水すいの『氷の世界』が三回目のリピート再生を始めていた。

　まだ三百メートルくらいしか進んでいないくらいか。スキーウェアのかき合わせた襟元と首の隙すき間まに冷気が、ソフトの試合でスライディングを決めるライムのように滑りこんでくる。凍いてつく風に身体を撫なでられ続けた先には、コールド負けが待っている。別名凍死というのかもしれない。

　思考も凍りついていたのだろう。そっからの百メートルほどは記憶がないうちに歩いていた。それでも誰だれも弱音は吐かなかった。口を開けただけで寒いのだ。

　だから、一番最初にギブしたやつは無言のまま、雪の道の上に倒れた。

「ジーズ！」

　エンジンの声が聞こえた。倒れたジーズの声は返ってこない。ＴＵＢＥのボーカルの真夏の太陽のような歌声が返ってくるだけ。ぼくはジーズに歩み寄った。

「ジーズどうした？　だいじょぶか？」

「あぁ、ギャルゴ様……なんでもないですよ。心配ないですよみんな。すみません、こんな冬の道なんて歩き慣れてないですから、こけちゃっただけですよ」

　嘘うそのヘタな男だ。ジーズの顔色はクリオネを擬人化したような透明感のある真まっ青さおになっていた。ジーズの弱々しい視線が不意に自身の足首に流れたのがわかった。ぼくはジーズのスキーウェアのズボンの裾すそを上げた。脛すねからくるぶしの上の靴下まで赤く染まっていた。街灯のうっすらとした明かりのもとでもわかった。血だ。

「さっきサミーで噂長にゲームディスクをしこたま投げられた時に、足切っちゃったんですよ。車のなかではちょっとジンジンするくらいで平気だったんですよ。でも歩いてたら、どうにも痛くなってきちゃって。すみません」

「ジーズ謝らないでくれ。おんぶする。いこう」

　フネがいう。「おう、ヒーローのギャルゴが無理して、噂長と戦えなくなったらマズイだろ。おれが背負うよ」

「いや、無理しないやつはヒーローじゃないよ。それにだいじょぶだ。ぼくの身体能力は上がってる。一人ぐらい背負うなんてわけないよ」

　膝ひざをついてジーズを背負うと、背中から申し訳なさそうにする声がした。

「ギャルゴ様、ワタクシに気にせずいってくださいよ。自分はどっかの適当な建物に忍び込んで、寒さを凌しのぎますから」

　この先なにが起こるかわからない異世界では、誰だれともはぐれたくはなかった。今は修学旅行中より集団行動が大事だ。

「馬ば鹿かなことをいうな、ジーズを置いてかないぞ」

「おうギャルゴ。でもジーズだけじゃないぜ。みんな寒さに参ってる。このままじゃあ、まぼろ樹海まで歩くなんて到底無理だぜ。冷凍食品になっちまいそうだ」

　フネのいうとおりだった。噂そん長ちようの悲しみはとどまることを知らない。視界不良の吹雪のなか、気温はついに℃。どうすればいいんだ。

　ラジカセを持ち、ＴＵＢＥの歌声を止めたエンジンが喜色の混じった声を上げた。

「……あそこに見える看板は車のディーラーですね。皆さん、ちょいと待機していてください」

　押しくらまんじゅうのように身体を寄せあっていたぼく達たちをあとに、エンジンはアザラシの呼吸穴を見つけたホッキョクグマのような軽やかな足取りで、眼前に広がる雪のカーテンのなかに消えていった。

　二分後。戻ってきたエンジンがかじかむ頬ほおで無理に笑って、いう。

「お好みの車種とかあります？」



　極寒の徒歩からいきなり極楽の車内に変わった。

　ぼく達が乗ったのは新型エルグランド。さすが地上最高の移動空間（ＣＭでそういってる）。極上の本革シートは、座っているのにベッドで横になっているかのようにくつろげた。暖房が凍えた身体を温めていく。

「無免許運転に続いて、車ドロボー二件目。エンジンは、この異世界では噂長のつぎに悪さをしてますよ」

　二列目のジーズが愉快そうな声でいった。足の傷は中なか村むらさんがナップサックから取りだしたもので簡単な治療を施してある。何カ所か切り傷はあったものの、傷はさほど深いものではなかった。よかった。

　カーナビの操作もお手のもののエンジンが運転席でいう。

「残念なことにスタッドレスタイヤじゃないですから、安全運転に努めます。車をスリップさせて、どこかにぶつかってる場合じゃないですから」

「ああ、頼むよ」

　三列目のぼくの隣で俯うつむいていた草そう一いちが、暖房の送風音にも負けそうな弱い声でいった。

「ギャルゴくん、このあとはまぼろ樹海でバリ４を解決したあとに、噂長と戦うんだよね」

「ああ、ぼくのばあちゃんは地伝を二つ以上起こしている噂そん長ちようは倒せないといってたが、地伝が三つになった噂長を戦って倒すしかない。ばあちゃんは最高の占い師だったが、予言がたまに外れることもあるはずだって祈るよ。エリアスのこともあるしさ」

　ぼくの仲間にエリアスという人形がいて、行方不明になってることはフネと中なか村むらさんとコトリには、すでに話していた。そして、移動する車内でジーズとエンジンと草そう一いちにもエリアスという存在について説明をしている時、無言のコトリがなにか伝えたそうに、ぼくの横顔を見ているのがわかった。コトリのほうを見ると、形のいい唇が音もなく動いた。

　わたしのちでんをかいけつするのがいちばんかんたんだよ。

　そういったのがわかった。ぼくは怒って、そんなことをいうコトリを無視するように、コトリから顔を背けた。

　コトリだって、わかってるはずだ。ぼくが物もの干ほし竿ざおでコトリを叩たたけば、確かに歌沫姫うたかたひめの地伝は解決され、噂長の力は弱くなる。だが、そんなことをしたらコトリの身になにが起こってしまうかわからない。つぎの瞬間に消えてしまう可能性だってあるんだ。

　そんな恐ろしいこと、ぼくができるわけないじゃないか。



　エリアスの話がひと通り終わった頃ころ、まぼろ樹海に着いた。

「エンジン、運転お疲れ様ですよ。まさかまだ中二なのに同級生の運転する車でドライブできるなんて驚き体験でしたよ。今度、自己紹介をすることがあったら、特技は安全運転っていっちゃったほうがいいですよ」

　なにかと緊迫した状況が続くなかで、ジーズの明るい性格には助けられる。ぼく達たちは車から降りた。足を踏みだせば、くるぶしまで埋まるほどの雪がこの短時間のうちに積もっている。眼前の鬱うつ蒼そうとした雑木林は、雪と静寂をまとっていた。

「みんな、車で待っていてくれててもいいんだぜ。ぼくは地伝を解決して、すぐ戻ってくるからさ」

　できることなら、噂長に狙ねらわれているみんなには、ぼくの目の届くところにいてほしい。だが、ぼくの目の届くところにいてくれても、噂長に出くわせば、守ってあげられる保証はないんだ。それなのに、寒い思いをして、雑木林のなかの基地局まできてもらうのは気が引けた。

　ぼくのそんな気持ちを一いつ蹴しゆうするように、ジーズが足をさすって、いった。

「ギャルゴ様、基地局まではわりとすぐですよね。せっかくここまできたんですよ。置いていかないでくださいよ。寒さぐらいなんてことないですよ」

　コトリはすでにぼくの側そばにいる。目があうと強い頷うなずきを一度。離れるつもりはないという意思表示。見まわせば、エンジンもフネも中村さんも草一も意志の強い顔で頷いていた。

「もし噂長がぼく達のまえに現れたら、ぼくが噂長と戦ってるあいだに、みんなは逃げてくれ。もう、敵に媚こびることもできないだろうしさ。ダサイやつですまない」

　吹きつける雪にメガネのレンズをびしょびしょにした草そう一いちがいう。

「ううん、ギャルゴくんはダサくなんてないよ。立派なヒーローだよ。ギャルゲーの美少女だけじゃなく、噂そん長ちようにまで好かれるんだから。やっぱりギャルゴくんのモテっぷりはすごいよ。かっこいいよ」

　いつのまにか雑木林の道無き道に足を踏み入れているフネが唸うなった。

「早くいこうぜ。おう、草くさ野のくん、女にモテる以外のＭＢのすごいところを教えてやるぜ」

　ＭＢトークを始めるフネを先頭に、ぼく達たちは林のなかへと入っていった。

　誰だれかに褒められながら歩く、℃の世界で感じる照れ臭さ。



　雑木林のなかは風を凌しのげるだけ、まだましだった。まぼろ樹海に入ってすぐ。今入ってきた雑木林沿いの道路のほうが一瞬目映まばゆく光った。ぼくは最後尾から、声を張り上げる。

「なにか光ったな。雷か？」

　落雷の轟ごう音おんの代わりに、風雪に負けないフネの唸り声が返ってきた。

「……あれはオービスだ」

　中なか村むらさんがいう。「え、オービスってなに？」

　車関係のことなら、このなかで誰よりも詳しいエンジンが答える。

「自動車道に設置された自動速度取締り機。それが通称オービスです。違反車の速度や車両やナンバープレートやドライバーの写真を記録するものが一般的ですね。それで写真を撮るためにフラッシュがたかれるんですよ。どうですか？　もっと詳しくオービスについて聞きたいこととか、ありますか？」

　十分だった。中村さんは首を横に振る。今大事なのはオービスの詳細ではない。ぼくはいう。

「なんだってそんなものが光ったんだ？　スピードのだし過ぎどころか、車だって走ってないのに。あ、もしかして」

　一つの可能性に思い当たった。

　最後尾のぼくは振り返り、木々の間から道路を見た。ほんの一瞬、雪煙を舞い上げながら駆け抜けていく二本歩行の獣のような影が見えた。身体能力が上がり、動体視力が極限まで引きあげられたぼくには、それがなにかわかった。

「噂長だ」

　ぼく達の間に緊張感が走った。ぼくは嫌な事実を口走っていた。

「噂長の移動がほふく前進から逆立ちになったようだ」

　ぼく達は震えながら、基地局へと向かった。噂長が逆立ちになっていたのは、ぼくが渡した蛍光のブレスレットを傷つけないためなのだろう。



　木々が途切れ、開けた場所にでた。それで基地局に着いたことがわかった。基地局一帯は風の吹きだまりになっていた。一面緑だった蓮はすの葉は雪に覆おおわれ、今は白一色だ。

「おい、誰だれかいるぞ」

　先頭をいくフネの大きな背中が強こわばっている。暴風雪のなか、人影が蠢うごめいているのが見えた。まさか、噂そん長ちようか？　視界はすこぶる悪く、誰かわからない。ただ、相手もこちらを窺うかがっているように、人影は動きを止めていた。

　みんなを守るため、先頭に歩みでたぼくは正体に気づいて、風に向かって叫んだ。

「ハナさん！」

　その声がきっかけだったかのように、ハナさんは雪の上に倒れた。



「ハナさん、どうしてここに？」

　秋口のような格かつ好こうのハナさん。おそらく気温が下がるまえに、中なか村むらさんの家をでたのだろう。ぼくはすぐさまスキーウェアを脱ぎ、ハナさんに着せて、抱き起こした。ぼくのまわりにはみんなが集まってくる。うつろだったハナさんの焦点が徐々にぼくの顔にあってくると、ハナさんはとぎれとぎれの言葉でいう。

「……田た中なか君。やっとお母さんとお父さんとお話ができるかと思って、きちゃいました」

　中村さんがハナさんに呼びかける。ハナさんはどこから声をかけられたのかわかってないようで、ぼくの腕のなかで話し始めた。

「ビデオレター見ちゃいました。お母さんとお父さんの声を初めて聞きました。ハナはとっても両親に愛してもらえていたんだと、すごくわかりました。お母さんとお父さんの思い出が増えたから、今度こそ、バリ４でお話できるかと思ったのですが……上う手まくいきませんでした」

　ハナさんの右手に明滅する小さな光が見えた。通話中はライトが灯ともるケータイ。

　ぼくはハナさんのケータイを受けとり、耳元にあてた。

　しわがれた声がなにかいっていた。

『どうしたんじゃ、ハナ。聞いとるのか？　いいか、ハナは誰も好きになってはいないのだ。そんなものは錯覚なんじゃ。ハナを愛する男なんていないんだ。そんなのは嘘うそじゃ』

　こいつが彼か。こんなやつにハナさんは苦しめられていたのか。

『どうじゃ、ハナ。図星だからなにもいえんのだろう。ハナを守ってあげる男は私しかいないのじゃ』

「あんたなんかに、ハナさんは守れないよ」

　電話口の向こうでは、息を呑のんだようなたじろぐ間。

『あぁ？　誰じゃ？　どこの餓鬼だ。おまえはハナのなんだ？　まさかおまえもハナを着せ替え人形にしてるんじゃないだろうな。早くハナをだせぇ。ハナを私以外の誰が守れるっていうんじゃ！』

　どこにでも最低なやつはいるもんだ。ぼくは震えるハナさんの肩を抱いた手にギュッと力を込めて、いう。

「ハナさんは、ぼくが守る」

　電話を切った。ハナさんはハッとした顔をして、ぼくの腕のなかで微笑ほほえんだ。いい笑顔だった。地伝の影響でかなりのやきもち焼きになってるコトリは、ぼくの背中から抱きついてきた。

　中なか村むらさんと草そう一いちは照れたように俯うつむく。ジーズとエンジンは「さすがギャルゴ様」って、なぜかしたり顔。ロマンスの現場では動じることのないフネがいう。

「おう、早くバリ４を解決して、風雪を凌しのげる林のなかに移動しよう」

　ぼくはハナさんとコトリから身体を離し、立ちあがる。中村さんがハナさんに肩を貸した。ぼくは、ジャングルジムのような基地局の骨組みが樹氷のようにびっしりと雪をまとっているのを見た。さあ、バリ４を解決しよう。冷気を吸い込んだかのように、冷える鉄製の物もの干ほし竿ざおをしっかりと握る。手袋をつけてなかったら触れられないくらいの冷たさだ。

　そして、ハナさんを守ると明言したぼくのもとに、やつが雑木林からやってきた。

「ハナチャンを本当に守りきれぇるぅかぁなぁあ」



　ぼくが渡したボロボロのトレーナーをビキニにしたのだろう。局所と胸の先だけを頼りなく隠した噂そん長ちようだった。腕には輝く蛍光のブレスレット。

「……香か奈な子こ、どうしてここに？」

「アタシは耳がいいのよ。車のエンジン音はこの世界の夜には大きすぎるわ。まぼろ樹海の辺りでエンジン音が止やんだのだってわかった。ね、それよりハルオ君は陸橋から車に飛び乗ったと思ったのに、乗ってなかったんだね。ハルオ君は、またアタシを放置プレイにしたの？　ううん、違うよね。今ね、ハナチャンとゆかりちゃんがハルオ君にくっついてたわよね？　ハルオ君はそれを嫌がってなかったよね？　ハルオ君浮気してるのね。ううん、それも違うわ。気づいちゃったの。ハルオ君が一番好きなのはアタシじゃないのね」

　気温がさらに下がるかと恐れたが、心配とは裏腹に10℃強上昇した。それでも℃。

「アタシはやっぱりハルオ君のことが好きなの。ハルオ君に一番愛されてないとわかっても、ハルオ君の姿が見れただけで気持ちが温かくなる。でも物干し竿を持ってるってことは、バリ４を解決する気？　アタシを倒す気？」

　戦いは避けられない。物干し竿を構えた。

「両方だ」

　ぼくは噂長が立っている場所とは反対方向の基地局に向かって駆けだした。

「みんな逃げろ！」

　ぼくが叫ぶとそれが引き金となって、みんなはそれぞれ一目散に林のなかへ消えていく。

「ぐああああああ！」

　ぼくの目のまえに、基地局の骨組み。渾こん身しんの力で、身の丈ほどの鉄の竿さおを最速で振る。

「そうはさぁせぇなぁいぃわぁああ！」

　竿が基地局にぶち込まれる瞬間。竿の先が不意に真横から伸びた白い手に、掴つかまれた。掴つかまれた部分の鉄はすぐさま気体になった。噂そん長ちようは基地局を背景に笑っている。まるでテレポートでもしたかのようだ。

「このバケモノめ」

　三分の二になった竿さおでも地伝は解決できる。あきらめるな。ぼくは噂長のがら空きの胴に回まわし蹴げりを放つ。だが噂長の身体は戦車の装甲のようだった。ぼくの蹴りは噂長の腰に食い込んだが、噂長は悲しそうな顔をしただけ。そこに痛みを感じてる様子はなかった。

「ハルオ君、これはＳＭプレイをしているんじゃないのね。アタシをホントに倒そうとしてるのね。ハルオ君、あなたは勘違いしてるわ」

　噂長の右腕が鞭むちのようにしなったのが見えた。それを最後にぼくの意識は雪の上に仰あお向むけに倒れた場面まで飛んだ。手から竿が離れている。苦痛が声になって漏れる。ぼくは今、ビンタをされたのか。噂長の声が湿った雪と共に、顔の上に降ってきた。

「アタシはハルオ君のどこが好きかってクイズ覚えてる？　答えは、骨、脂肪、臓器、水、タンパク質、脳のう味み噌そ。別に心臓が止まっていても好きなことには変わりないのよ。ね、ハルオ君、この異世界があの世に辿たどり着くまでの間は生かされると思っていたの？　アタシのことを一番に想おもってくれないなんて嫌。決めたわ。ハルオ君の亡なき骸がらと過ごすことにする」

　頬ほおを張られただけで、ぼくの脳はしこたま揺れたのだろう。

　霞かすむ視界のなかでぼんやりと空を見ていた。噂長の複雑な心境をあらわしているのか。吹雪は止やみ、空にはオーロラが見えた。

「楽にしてあげるわ。死体はなるべく綺き麗れいな姿のほうがいいわね。窒息させてあげる」

　大の字に倒れたままのぼくの腹の上に噂長が腰を降ろした。ぼくは雪のなかに埋もれた右手を動かした。手が届く範囲に物もの干ほし竿ざおがある。でも噂長をこれで殴っても無意味。竿が気体になるだけだ。

　噂長の手がぼくの肩に乗せられ、そこから首へと這はってくる。

　ぼくはここで死ぬのか。



　ぼくの首に噂長の両手が絡みつく。でもまだ力は込められていない。舌なめずりしている噂長。ぼくの伸ばした右手が、物干し竿を掴んだ。唐突に疑問を感じた。

　あれ？　竿が噂長に触れても気化しなかったことが一度あったような。

「こんなことなら、ハナチャンの部屋で殺しておけばよかったわね。ハルオ君」

　そうだ。ハナさんの部屋での最初の戦闘だ。

　これにかけるしかない！

　ぼくは力を込めて竿を握る。そのわずかな右手の動きに噂長は反応した。

「物干し竿の攻撃は一切効かないわよ」

　寝たままの姿勢のぼくは右腕の肘ひじから振った。噂長の側頭部を捉とらえた竿の先の部分は案の定、気体になる。

「ハルオ君バカぁなぁのぉおお？」

　噂そん長ちようが大口を開ける。それを待っていた。ぼくはバトンほどの長さになった竿さおの先端を口のなかに突き入れた。ハナさんの部屋で、噂長は竿を歯で咥くわえていた。竿はあの時、全く溶けていなかったのだ。

「ゔっ！」

　噂長の弱点は口のなかだ。だが、竿が噂長の喉のどの奥をつくまえに、がりっと挟まれる。竿を噛かまれたまま、ぼくは這はいつくばるように起き上がった。

「ゔぐぐっ」

　噂長も立ちあがった。竿で繋つながったまま、ぼくと噂長は対たい峙じする。だが、竿が噂長に噛み砕くだかれる。半端な棒切れがぼくの手のひらに残った。

「ごほっ、うげぇえ」

　ダメージはあったようだ。えずく噂長が地面に膝ひざをつく。物もの干ほし竿ざおの欠片かけらを握り、足首まで積もった雪のなかを、基地局に向かって走る。逸る気持ち。ほんの十メートルもない距離。駆けだしてから時間にして二秒。いや、一秒ちょっと。竿を振りかぶった腕を降ろす瞬間、どこまでもでたらめに強い怪物が、ぼくの竿を持つ手をうしろから掴つかんできた。

「悪いことするハルオ君のこのおてては嫌いよ」

　そのあとに、ぼくの身体を駆け抜けるように痛みが襲ってきた。噂長は手袋をはいたぼくの右手ごと、物干し竿を粉砕したのだ。

「あああああああああああああぁっ！」

　噂長の手がゆっくりと離れ、ぼくはおそるおそる右手を見た。手袋には砕けた鉄が無数に突き刺さっていて、裏地のアクリルボアまではみ出していた。白かったはずの毛足の長いボアには、赤い筋が流れていた。



「ハルオ君、痛かったね。これでわかったでしょ。アタシにひどいことしないでね」

　基地局の骨組みに背中を預けたぼくは、正面から噂長に抱きつかれていた。

　ＣＧのように綺き麗れいなオーロラの下、まだ氷点下のなか。右手はホッカイロを掴んでいるかのように、じんわりと熱を帯び、吐き気をもたらすほどの強い痛みを訴えていた。血がぽたぽたと雪の上に滴り落ちていく。

　もう終わりだ。物干し竿はなくなった。利き腕である右手で、もう竿を握れない。

　みんなは逃げられただろうか？　でも噂長を倒さない限り、この世界で噂長から逃げ切れる場所なんてないんだよな。

「あら、ハルオ君、泣いてるの？　舌で涙を拭ぬぐってあげるわ」

　この異世界にきてからよく泣くし、よく女の人に抱きつかれているなと苦笑した。

　また噂長に舐なめられるのか。ぼくは涙で溺おぼれそうになる視界で、正面の樹木に物干し竿が立て掛けられてあるのを見た。

　なんであんなところに？

　思いだした。夕方にエリアスとはぐれる直前のまぼろ樹海で、ぼくは噂そん長ちようをやり過ごし、ハナさんとエリアスのもとに慌てて向かったため、物もの干ほし竿ざおをこの場に置きっぱなしにしていたんだった。

　ただ、どうやって、あの物干し竿を取ってくればいいのか？

　などと悩む必要はなくなった。ぼくから片時も離れたがらないコトリが、傷ついたぼくを幽霊のように生気のない顔で見ていたからだ。目があうと、コトリが考えていることが全すべてぼくに流れ込んでくるかのようにわかった。

　コトリはコトリで戦っていたのだ。自制という戦い。我を忘れて、嫉しつ妬とに狂い、噂長に手をだしたりしないということ。それはぼくとの約束だった。

　ぼく達たちは頷うなずきあった。コトリが、物干し竿を掴つかんだ。

　コトリに背中を向けたままの噂長はなにも知らないで、ぼくの頬ほおを舐なめている。だがコトリが一歩でも踏みだせば、積もった雪を踏む音がして、噂長に気づかれてしまうだろう。

　チャンスは一度きりだ。

　コトリは深呼吸のあと、物干し竿を投げた。

　塩化ビニールの緑色の軽い竿さおは音もなく、噂長の肩越しに伸ばしたぼくの左の手のひらに吸い込まれた。絶妙なパスだった。

　ぼくが竿を掴んだ微かすかな音に、噂長の敏感な聴覚は反応したようだ。だが、噂長にいまさら気づかれたところで問題はなかった。

　ぼくはうしろ向きのまま、左の肩を半回転させ、物干し竿で基地局を叩たたいた。

　基地局が悲鳴のようなノイズを上げた。バリ４の成仏だ。

　心のなかで考えていたのは別れと謝罪について。

　真ま魅みばあちゃんごめんよ、もう話せなくなっちゃったよ。

　ハナさんごめんよ、なんとしてもハナさんにはお母さんとお父さんと話をしてほしかったのに、その機会を奪ってしまった。

　耳障りなノイズが止やみ、ぼくの足元には噂長が崩れ落ちていた。意識はあるようだ。荒い息を繰り返している。

　これで現在起こっている地伝は三つ。噂長が保健室でいっていたことを思いだした。

　――ちなみに地伝を三つ起こしてる時は、そうね、確か竿は液体になっちゃうはずよ――

　ぼくは物干し竿を噂長の蹲うずくまった背中に突きたてた。先端の数センチが溶けて、緑色の液体になった。やはり、地伝が三つの状態の噂長は、まだ無敵だった。

　コトリとこの場から離れようと駆けだした時、背中に噂長のものではない声を聞いた。

「田た中なかクン、待って」

　立ち止まる。それは新しん藤どう先生の声だった。噂長は両手で自分の身体を抱くようにして、いう。

「いやん、アタシ裸同然の格かつ好こうをしてる……田中クン、アタシはこの異世界でひどいことをしてたわよね。ごめんなさい。謝って許してもらえるとは思えないけど、ホントごめんなさい。アタシどうやって罪滅ぼしをすればいいのか」

　急展開だった。

　噂そん長ちようを倒さなくては、みんなを無事にもとの世界に帰せないと思っていたが、そうじゃない。地伝を一つ解決したことによって、噂長に冷静さが戻ってきた。

　地伝三つを起こしている噂長と戦闘する必要はないのか。これはもしかしたら説得できるかもしれない。ぼくは祈るようにいった。

「噂長、いや、新しん藤どう先生。今からみんなを現実世界に帰してくれないか？」

　噂長はあっけなくいった。

「ええ、すぐにそうするわ。今すぐマボチューにいきましょう」



　まぼろ樹海をでる頃ころには気温は20℃になっていた。マイナスじゃない。プラスだ。オーロラと共に噂長の狂気はすっかり消えたのだ。まぼろ樹海沿いの道路に駐めてあるエルグランドにコトリと噂長と一緒に戻ると、車内から降りてきたジーズが震える声をだした。

「そ、そ、噂長じゃないですか！」

　他ほかのメンバーも車を降りてくる。エンジンもフネも顔に驚きを隠せない。ハナさんや中なか村むらさんより先に草そう一いちが女の子のような悲鳴を上げた。

　露出し過ぎてるため、余分にあった防寒着を渡すと、それを着た噂長は深々と頭を下げた。

「みんな、ごめんなさい。こんなことになってしまって」

　みんなはどういっていいのかわからず、互いの顔を見ていた。ぼくはいう。

「話すのはあとだ。現実世界にいってから、たっぷり聞こう」

　それでぼく達たちはスキーウェアを脱ぎ、エンジンが運転する車に乗り込んだ。フネが唸うなる。

「いやいや、なにがどうなってるのか教えてほしいぜ」

　とにかくこれから噂長にはみんなを現実世界に帰してもらう。あとは祈るだけだ。マボチューには、行方不明になってる妃き唯いとエリアスがいることを。

「田た中なか君、その手どうしたんですか？」

　二列目のシートに座るハナさんが振り返っていた。三列目の真ん中のシートに寄りかかっているぼくは頷うなずいた。

「ああ、だいじょぶだ。それよりハナさん。熱のほうはどうだい。つらくないかい？」

「ハイ、平気です」

　急速に外気温が上昇したため、みるみる雪解けしていく道をマボチューに向かう。路面のようにベチャベチャに濡れた声が不意に聞こえてきた。噂長が泣いていたのだ。

「ハナチャンごめんね。アタシが一晩中監禁なんかしたから、体調が悪いのね」

　ぼくは隣に座る噂長にいった。車内の誰だれもが気になってることだった。

「なあ、新藤先生がどうして噂長になってしまったのか、話をしてくれ」



　そして、噂そん長ちようの話が始まった。



　ええ、それを話さないといけないわね。みんなも田た中なかクンからもう聞いたかもしれないけど、アタシの年齢は、実は五十歳なの。

　……あら、みんなまだ知らなかったの。ちょっと、そこのスポーツ刈りの君は驚きすぎよ。ジーズ君っていうのね。覚えておくわ。

　でね、みんなには二十六歳といってたんだけど。ふふっ、年齢いうのって恥ずかしいわね。アタシは生まれた時からこの姿のまま、不老不死なの。

　いきなりこんなこと話されてもわからないわよね。東ひがし舟ふな道みち君なにかいった？　不老不死なんてベニクラゲみたいだっていったの？　ふふっ、アタシは残念ながら人外だけど、ベニクラゲじゃないのよ。東舟道君相変わらず博識ね。

　えっと、話を戻すわね。

　アタシにはまず親がいないわ。じゃあ、なにがアタシを生みだしのか？　ふふ、こんなクイズは難しすぎよね。答えをいうわ。アタシを生みだしたのは真ま幌ぼろ市なの。ううん、生まれた時はまだ、真幌村だったわね。ホント懐かしいわ。

　村から生まれたってどういうことなの？　って顔にでてるわね中なか村むらさん。確かに突拍子もない話よね。じゃあ、まずみんなに聞くけど、真幌市から外にでた人を知ってる？　あら、聞き方が悪かったかしらね。ええとね、この場合真幌市から市外に引越した人を知ってる？って聞いた方がわかりやすいわね。

　みんな、首を振ってるわね。そうよね。転校生がたまにきたりするけど、市外の学校に転校する子を見たことないわよね。転校生がいると寄せ書きとか書くのよねー。

　えっと、それでどうしてアタシがこんなことを聞いたかというとね。

　真幌市に生まれる、もしくは移住してきたが最後、この土地からはでられなくなってるの。「修学旅行は市外にいったじゃないか？」ええ、そうねジーズ君。じゃあ、どういうことか詳しく説明するわね。

　まずね、市外に全くでられないというわけではないの。ただ、他ほかの街には住めないの。だから50年前は村だったこの土地が、今は地方都市にまで発展した。それはそうよね。だって、移住してくる人はいるのに、よそに移り住む人は全くいないんですもの。

　あら、東舟道君なにかいいたそうね。はい、どうぞ。ふふ、なんか授業中のようね。

「おう。おれは夏休み明けに真幌市史稿という本を図書室で借りて読んだんだが、そもそもこの土地にはあやかし村とまやかし村があって、その二つが合併してよ。真幌村になって真幌市になったはずだぜ。今は真幌市あやかし町と真幌市まやかし町の地名が残ってるけどな」ふふ、東舟道君はさすがに詳しいわね。補ほ足そくしてくれて助かるわ。

　アタシはあやかし村の噂長として生まれたの。村の発展を祈って生みだされた存在、だから噂長なの。ふふっ、村長と噂長をかけているのかってツッコミを入れてもいいのよ田中クン。

「あやかし村を発展させるために誕生したのが新しん藤どう先生である噂そん長ちようなら、まやかし村にも噂長っていたんですか？」ハナチャンよく気づいたわね。

　そうよ。噂長はもともと二人いたの。アタシは双子だったのよ。あら、草くさ野の君、顔色がよくないわ。「噂長がもう一人いるんですか？」そうなの。でも怯おびえなくていいのよ。アタシの双子の妹で、まやかし村の噂長はもうとっくに死んでしまったわ。「不老不死なんじゃないのか？」田た中なかクン、質問が早いわね。アタシの社会の授業もそれくらい集中してきいてくれると、成績が上がるんだけどね。あら、ごめんなさい。茶化してる場合じゃないわね。「真ま魅みばあちゃんが物もの干ほし竿ざおで成仏させたのか？」ううん、そうじゃないの。

　アタシが殺してしまったの。



　そこから、ぼく達たちは噂長の話に口を挟むことなく聞いた。



　アタシは地伝を生みだし続けなくてはいけない運命だった。自然と地伝を生みだす力が溜たまってくるから、それを地伝にして定期的に解放しなきゃいけなかった。地伝を生みだす力が溜った量に比例して、耐え難い痛みに襲われるの。地伝を生みだせばその痛みから解放される。ちなみに今ももう一つ地伝を生み出せるだけの力が溜まっているわ。この力をつかってしまうとさらに我を忘れてしまいそうだがら、全身を襲う痛みは我慢してるの。

　地伝は便利よね。でも、なんでも願いが叶かなう反面、アタシのホントの願いは地伝でも叶えられないの。それは誰だれかを愛し、愛されること。愛する人と共に生きていくことだったわ。普通の人の営みのようなものに憧あこがれていたの。

　だから、アタシは一緒に年も取らないで生き続けている妹のことを考えてあげることができなかった。アタシは自分の苦悩とだけ向き合っていたわ。

　妹とアタシは偽名をつかい、社会に紛れ込んだ。別に人里離れた山奥に妖よう怪かいのように住んでいたわけじゃないの。友達をつくっても、アタシがその人とつきあえるのは五年くらいがいいところ、外見上全く年を取らないアタシのことを不審がり始めちゃうから。アタシはその都度人間関係をリセットして、生きていかなきゃいけなかった。でも、妹は違ったの。妹は外にはでず、アタシの帰りをいつも家で待っていたわ。アタシにはそんな妹が疎ましかった。頭がよくて思いやりのある妹は本が好きで、いろんな本を読んでは世のなかにはどんな人間がいるのか勉強しているようだった。妹はアタシといるだけで幸せそうだった。アタシにはそんな妹の気持ちがわからなかったわ。妹が噂長を務めるまやかし村は、あやかし村よりも人口が少なくて、妹の地伝をつくる力は弱かった。

　地伝を生みだす力が溜まってくると生じる痛み。アタシの苦しみは誰にも理解できない、と妹にいってしまったことがあった。その日はアタシ達の誕生日で、妹は誕生日プレゼントをアタシに用意してくれていたんだけど、それがアタシには腹立たしかったの。不老不死の人間に、誕生日がうれしいわけがない。アタシは妹へのプレゼントなんて考えてもいなかったし。だから、アタシに拒絶された妹はひどく傷ついた顔をして、ある地伝を生みだしたの。実は妹は地伝を生みだす力をずっと溜ため込んでいたの。痛みにも苦しみにも耐え、その溜めに溜めた強い力で、アタシを救う存在に生まれ変わるという効果をもつ地伝を生みだして死んだの。不老不死のはずの妹の命すらも奪う、強大な地伝だったわ。それが誕生日プレゼントだよっていって、笑ってたのが妹の最後の笑顔。

　あれは、もう四十三年まえの話よ。



　遠い世界の物語のようだった。不老不死の双子。増大する地伝の力を解放しないと苛さいなまれる耐え難い痛み。その苦しみ。自分は姉という存在がいるだけで救われているのに、姉を救う存在にはなれていないと悟る妹。姉を救うため、地伝に生まれ変わることを望む。昭和のとある村に生まれた双子のそんな話を、無人の異世界の真夜中に同級生が運転する車の本革シートの上で聞く。噂そん長ちようの過去はメチャクチャな話だったが、話を聞くぼく達たちのシチュエーションもメチャクチャだった。いまさら信じられないことなんて、なにもないのかもしれない。ノンフィクションにしか興味のないフネは、深く頷うなずいた。

「生まれ変わった妹さんには会えたんですか？」

「いいえ、アタシはそれからずっと待っているけど、アタシを噂長の運命から救おうとしてくれる人は現れてないわ。妹がいなくなって、より孤独を感じたアタシは誰だれでもいいから、アタシのことを忘れないで気にかけてくれる存在を求めた。そして、宝ほう明めい院いん真ま魅みさんに出で逢あったの」

　ばあちゃんの名前がでてきたことに驚いて、噂長を見た。噂長もぼくを見ていた。噂長の気持ちがまた落ち込んできたのか、窓の外は寒そうな風が吹いていた。運転席のエンジンが黙って、暖房を入れる。

「アタシは自分を倒してくれる存在を地伝でつくろうと思った。アタシは自分で自分を殺すことができないから。自分を倒そうとする存在をつくれば、その存在は噂長である自分のことを気にかけてくれる。知っていてくれる。アタシのことを知ろうとしてくれる存在ができるのは喜びだった。たとえそれがアタシを倒そうとする存在であってもね。占いで多くの人を幸せに導いている宝明院真魅のことは知っていたわ。当時女子高生占い師だった真魅さんにアタシは占ってもらったの。真魅さんは占いのなかで、アタシの苦しみをわかってくれた。そして、お守りをくれた。『気分転感』のお守り。自分という理不尽な存在を彼女のような人に、ずっと知っていてほしかった。だから、起こり続けていた地伝の元凶を成仏させ、アタシを倒すことのできる力を勝手ながら真魅さんに託したの。物もの干ほし竿ざおを武器にしたのは、真魅さんが物干し竿占いをしていたから」

　なんて迷惑な話だ。それでばあちゃんは、物干し竿で地伝を解決するなんていう運命を背負わされたのか。ぼくはいう。

「それでなんで、ばあちゃんにずっと倒されなかったんだ。噂長は死にたかったんだろ？」

「……真魅さんのまえにでて、素直にやられなかったのは、まだどこかで信じていたからなの。自分を愛してくれて、自分が心底愛せる人が現れるって。一度でいいから恋愛がしたい。だから、いつでも自分の人生をリセットできる真ま魅みさんという存在が側そばにいてくれることで、一生死ねずに生きるのではなく、ほんの些さ細さいな希望を失い、孤独に耐えられなくなったら、すぐ終わりにできるようにしたの」

　車はいつのまにかマボチューの校門を通り抜けていた。

「噂そん長ちよう、まずはクラスメイトのみんなをもとの世界に帰してあげてくれ。それから話の続きを聞かせてくれ」



　外気温は悲しみを含んだ10℃。静かなマボチューのなかにぼく達たちは入っていく。

　午前０時まであと十五分。あと二十四時間強でこの異世界はあの世へ辿たどり着く。だが、噂長はみんなをもとの世界へ帰すと公言している。今、気がかりなのは消えた妃き唯いとエリアスだった。

　生徒玄関を抜けると、先頭で懐中電灯をもつフネがいう。

「どうやらみんな遊び疲れて寝ちまってるようだな」

「ああ、みんなには悪いが起きてもらう。異世界からでるんだ」

　ぼく達は、各教室で体育用のマットやどっかから持ってきたのか値札のついたままの寝袋で寝るクラスメイト達を起こしていった。サミーから逃げた精鋭達は眠れなかったようで、教室の隅にかたまっていた。ぼく達の顔を見て、心底安あん堵どしたようだ。

　事情をわかっていないクラスメイト達を集めて、視聴覚室へ。

　エリアスと妃唯はやはりいなかった。



「なんだなんだ。急に起こされてびっくりだぜ。みんなで枕まくら投げでもするのか」

　未いまだにバスローブ姿の桑くわ島しまが寝起きでお気楽な声を上げた。フネが視聴覚室の壇上で説明を割愛して、いう。

「みんな、いきなりだが今からもとの世界に帰るぞ。喜んでくれ」

　騒然とする視聴覚室。教室のうしろの隅には転校生のようなよそよそしさで、スキーウェア姿の噂長が立っていた。下はボロ布のビキニだから、ウェアを脱げないのだ。噂長の隣にいるライダースーツ姿のぼくに、女子の一人が歩み寄ってきた。職員室で髪飾りを噂長に切られた女子。シュシュだ。

「ちょっと、ギャルゴこっちきて」

　ぼくと一緒にコトリもついていく。

「なんでバイク乗るような人が着るような服を着てんの？　あーあ、ギャルゴ相変わらずちょっとキモいカンジ」

「なんだよ。ぼくがキモいってことを伝えにきたのか？」

「そうじゃないわよ。香か奈な子こせんせぇいるみたいなんですけど、ダイジョブなの？」

　ぼくは振り返る。沈痛な面持ちの噂長と目があった。ぼくはシュシュにいった。

「ああ、もう突然襲ってきたりしないはずだ。いつもの新しん藤どう先生なんだ」

「ふーん、そうなの。で、なんでギャルゴは物もの干ほし竿ざおなんか持ってるの？　ウケるね」

　返答に困る。どう説明すればいいだろう。その時、別のクラスメイトの声が上がった。

「これから帰るのはいいけど、由ゆ井い妃き唯いちゃんがいないです」

　由井妃唯を最後に目撃した情報がクラスメイト達たちのなかで飛び交う。学級委員長の中なか村むらさんが混乱を静めるようにいう。

「妃唯はあとから現実世界に戻るから、まずはここにいるみんなで帰りましょう」

　由井妃唯という名前に一番反応しているのは教室の隅の噂そん長ちようだった。いつのまにか頭を抱えている。ぼくが歩み寄ろうとすると、誰だれかの声が聞こえた。

「ギャルゴは由井さんの彼氏だろ。彼女がどこいったのか知らないのかよ？」

　それで噂長の姿を反射的に見たのは、エルグランドに乗ったメンバー達だった。ぼく達は気づいたのだ。頭を抱えた手の奥に見える噂長の顔が不気味に笑っていることに。

「ハルオ君、いつのまに彼女なんてつくったの？　アタシ以外に彼女をつくるなんて嫌。由井妃唯？　その名前を聞くと頭が痛くなるわ」

　のんきにざわついている教室で、底冷えのするような噂長の声を聞き取ったのは数人だけだったと思う。そして、最後に理性のある新しん藤どう先生の声が一度だけ返ってきた。

「……みんな、ここから逃げて」

　その直後、事態は急変した。地伝を三つ起こしていても、自制ができていたはずの噂長が教室の中央に躍りでて、喚わめき始めた。噂長に狂気が再び宿る。

「ハルオ君をアタシだけのものにしたい。ハルオ君をアタシだけのものにしたい」

　まぼろ樹海からの車内で、自分の過去を泣きながら話した噂長はもういない。



　フネが唸うなる。

「おう。みんな、ちょっと視聴覚室からでてくれ」

　草そう一いち、エンジン、ジーズ、中村さん、ハナさんがクラスメイトのみんなを教室の外へと誘導する。状況をよくわかっていないクラスメイト達は別人のような新藤先生の様子に、唖あ然ぜんとしている。

　コトリは教室の隅に蹲うずくまっていた。ぼくは噂長のもとへ駆けだす。

「ハルオ君以外の人を全すべて消してやる。そうすればアタシはもう嫉しつ妬とに苦しむこともなぁいぃわぁあああああ！」

　噂長は教室にあった丸まる椅い子すを二つ投げた。それが教室の前方と後方に飛び、壁と扉をつなぎ止めるように突き刺さった。



　突風が教室の窓を襲い、ガラスが割れた。外ではゴルフボールみたいな雹ひようがこの世界中の全ての窓ガラスを破壊するかのように降り始めている。再び氷点下の世界だ。女子達の悲鳴。逃げ惑うクラスメイト達。

　噂長は身近にいた女子を腕のなかに捉とらえ、教室の隅へと移動していく。由井妃唯ってどんな子？　そんなことを聞いてる。噂そん長ちように捕まった女子は、自分が陥った状態がわからず、パニックになったように首を振っていた。

　ぼくの利き腕である右手は未いまだに握力が戻らない。噂長が間合いに入る寸前、物もの干ほし竿ざおを左手で構えて、ぼくは跳び上がった。地伝三つの噂長には、物干し竿は液体と化して溶ける。ぼくはそれでも空中で物干し竿を振りかぶった。噂長がぼくの存在に気づき、その視線が物干し竿に絡みつく。竿さおの攻撃は効かないわよ。そんなふうにやつがいった。ああ、わかってるよ！

　ぼくは振りかぶったままの肘ひじを噂長の顔面に叩たたき込んだ。ジャンピングエルボー。噂長がくぐもった声を上げて、地面に倒れた。解放された女子にいう。

「だいじょぶか？」

「え、あ、う、ウン」

　ぼくはその女の子のまえに立ち、倒れた噂長に物干し竿を構えた。弱点は口のなか。噂うわさは口からでるもの。だから噂長の弱点も口のなかなのかもなと妙に感心。噂長がぼくの肩越しに女の子に話しかける。

「あなたも、ハルオ君のこと好きなの？」

「噂長、落ち着ついてくれ」

「イヤよ、落ち着いてなんかいられない」

　噂長が丸まる椅い子すを床に叩きつける。木の座面が取れ、四本の鉄の足が残った。それをダーツの距離からぼくに投げた。四本の鉄の棒を左手で持った物干し竿で弾はじくのは無理じゃないが、弾いた鉄の棒がどこに飛ぶか考えてしまう。この教室にはまだ沢山のクラスメイトがいるのだ。弾くのは駄目だ。だからといって、避けるわけにもいかない。ぼくのうしろには一人の女子がいるんだ。決断したのは一瞬だった。ぼくは振り返ると、女子のうしろの壁に手をつけ、四本の鉄の棒をライダースーツの背中で受けた。先端が尖っているわけではなかったので、刺さりこそしなかったが、しばし呼吸ができなくなるほど強烈な痛みだった。振り返って、いう。

「……うっ……おい、噂長。地伝が三つになって少し弱くなったな。鉄の棒じゃなくて、うまい棒が飛んできたのかと思ったぜ」

　久しぶりにぼくの軽口が飛びだした。ただの強がり。でも背中に致命傷を負ったわけじゃない。さっきまでは軽口すらも叩けないほどやばかったんだ。

「え、あ、ナニこれ？　ナニが起きちゃってるの？　っていうかギャルゴがわたしを守ってくれたの？」

　ぼくの背後で、ガクガク震えながら壁に寄りかかる女の子を安心させるようにいう。

「命に代えても必ず守るから」

　どうしてもこういうセリフはいうのが照れるよな。でもだいじょうぶ。命を賭かけて戦うなんて、これがきっと最後になるはずだ。ジーズの声がした。

「ギャルゴ様、教室のドアが開かないですよ！」

　数人の男子が壁と扉に刺さった丸まる椅い子すの四本の足を引っ張っているが、抜けないようだ。ガラスの割れた窓からは夜の冷気が忍び込んでくる。フネがいう。

「みんな扉が開くまで教室の隅にかたまってるんだ。ギャルゴと新しん藤どう先生の側そばにいくな！」

　桑くわ島しまが、めずらしくテンパった声でいった。

「なんだよこれ。田た中なかはなんで新藤先生と戦ってるんだよ？　枕まくら投げじゃないのか？」

　桑島、枕投げを忘れてくれ。フネがいう。

「おお、ギャルゴはおれ達たちを守ってくれるヒーローなんだ。いやいや、今の新藤先生はおれ達の知ってる先生じゃねえんだ」

　視聴覚室の壇上に積み上げていたマボチュー新聞（通称マボ新）が落ち、それを手にとった女子の一人がいう。

「ギャルゴって、もしかしてフネくんがいってるＭＢなの？」

　それには中なか村むらさんが答えた。「そうよ。ギャルゴはＭＢなの。人知れず地伝を解決してきたの！　それで、今は人知れず地伝を生みだしていたボスと戦ってるのよ！」

　全員の視線がぼくと噂そん長ちように集まる。注目されることが嬉うれしいのか噂長は笑顔でぼくに向かってきた。それは新幹線の試運転みたいな突進。それでもさっきよりマシだった。地伝四つの時は音速の壁を破ろうとするコンコルドの低空飛行みたいだったのだから。

　噂長の跳とび蹴げりがぼくの首を刈るように飛んでくる。噂長の足の甲を二の腕の裏で受け止めた。ぼくの身体能力も極限まで上がっていた。噂長はぼくの左手の物もの干ほし竿ざおを注視している。ぼくの傷ついた右手では攻撃できないと思ってるようだ。

「ぐああああああ！」

　ぼくはまともに握ることのできない右手で掌しよう底ていの形をつくり、噂長の顎あごをぶち抜いた。右手が張り裂けるように痛んだが、追撃の手を止めるつもりはなかった。床に倒れた噂長の上に馬乗りになる。ぼくは左手の手袋を外し、それをつかって噂長の口元を覆おおった。これで呼吸ができないだろ。

　もだえる噂長が闇雲に両手を振りまわし、いくつかのパンチがぼくの上半身を捉とらえる。寝そべった姿勢からでも、噂長の殴打は軽トラを身体に突っ込んできたかのような衝撃があった。ぼくは歯を食いしばって耐えた。もう少し、もう少し、噂長が苦しむまで。

「噂長、たらふく息を吸わせてやるからな」

　ぼくは噂長の口元を押さえていた左手を放した。噂長が大口を開けて、呼吸をする。ぼくは右手に持っていた竿さおを素早く左に持ち替え、川のなかの魚を槍やりで仕し留とめるかのように、開いたばかりの噂長の口のなかに竿の先端を突っ込んだ。

「ぐぶっ、うゔっ、ごほっ」

　喉のどの奥を確かに突いた感触。噂長の身体はビクッと一度痙けい攣れんしたが、すぐさま竿をガリッと齧かじられる。竿の先端を咥くわえたまま、噂長の手が竿に触れ、そこから液体になって千切れた。ぼくの手にはそれでも一メートル以上竿が残った。噂長は喉を突かれたダメージか、身体を丸めてひどくむせながら蹲うずくまっている。ある女子の声がする。

「コレいったいなんなの？　ギャルゴがあたしらを驚かそうとしてるの？　マジギャルゴがヒーローとか考えられないよ。ギャルゴなんとかいってってば」

　普段ぼくを特に蔑さげすんだ目で見てくる女子達たちのグループの一人だった。悪いがかまってる場合じゃない。ぼくは噂そん長ちようが自分の首をさすっている間に、教室後方の扉の側そばに移動した。

　丸まる椅い子すの足が二本ずつ壁と扉に突き刺さっている。依然引っ張り続ける男子達にいう。

「ちょっとどいてくれ」

　ぼくは左のフックで合板の座面を粉々に砕くだいた。それを見ていた男子と女子は突然のぼくの力に驚いて、目を丸くして騒ぎだす。ギャルゴメッチャ強え。少年マンガみたいだ。これって夢なの？　ギャルゴ最強だっ。

「おうおう、ギャルゴことＭＢがおれ達を救ってくれるんだ。みんなさっさと廊下にでろ」

　フネが声をかけ、教室後方からクラスメイト達をだしていく。噂長に向かいあうぼくの背中に、四、五人の女子達が絡んできた。蔑む目の集団だ。

「チョットギャルゴ、無視してないでなんとか答えてよ。イスなんか壊しちゃって、ビックリするじゃん。これドッキリとかだったらゼッタイ許さないから」

　噂長は一人っきりの窓際で蹲うずくまったまま。ぼくは女子達にいう。

「これがドッキリに見えるか？　早く廊下にいってくれ」

「ナニさ。ギャルゴのくせに命令とかしないでよ。怒らないでよ」

　この女子達を説得できる言葉があるんだろうか。そこにシュシュがきた。

「ネーあんたら、いいからギャルゴのいうこと聞きなってば！」

「ユウナったらどうしたの？　なんでギャルゴの味方してんの？」

「味方とかの問題じゃないの！　ギャルゴはさっきもうちのこと助けてくれたの。今もうちらのコトを助けてくれようとしてるの」

　女子達は、シュシュ（ユウナって名前だったのか）のあまりの剣けん幕まくにお互いの顔を見くらべ、頷うなずきあう。よかった。とにかくみんながここから離れてくれればいいんだ。

　そして、草そう一いちの声を聞いた。

「ギャルゴくん、危ない！」



　噂長がひとっ飛びで間合いを詰め、ぼくの背中に抱きついてきた。

「ハルオ君、アタシのまえでそんなに不特定多数の女の子とおしゃべりしないで」

　女子達は悲鳴を上げ、何人かは廊下にでようとする人の波を掻かき分けるようにして逃げだしていく。背後から抱きついてきた噂長の両足がぼくの胴を締めあげ、腕で首を締められる。恐怖のおんぶだ。なぜかシュシュは逃げていなかった。

「香か奈な子こせんせぇ、ギャルゴから離れてお願い！」

　シュシュがぼくの首に絡みつく噂長の腕を解こうとする。

「うぐっ、ユウナ……離れてくれっ」

「ナニよ。うちはギャルゴを助けたいの！　っていうかなんで下の名前呼び捨てなの」

　すまん。苗みよう字じをど忘れしたんだ。シュシュって呼ぶわけにはいかないだろ。

　背後の噂そん長ちようが、つぎつぎと廊下に逃げていく生徒達たちにいう。

「そっちにいっても、現実世界には帰れないわよ」

　そういうと、視聴覚室の黒板まえに下げられたスクリーンが目映まばゆく輝き始めた。

「みんなもうちょっと待って。スクリーンのなかに入れば、現実世界に帰れるわよ」

　それは罠わなだった。この場にいる全員を倒そうとし始めた噂長にとって、クラスメイト達にバラバラに逃げられるのは困る話だった。

　ぼくの首に蛇のように絡みついた噂長の腕をこのままでは外せそうにない。廊下にでていったクラスメイト達は現実世界に帰れると聞いて、教室に戻ってこようとする。

　噂長のからみつく腕で息を止められ、ふらつき始める足を奮い立たせ、ぼくはスクリーンのまえに移動した。片手を必死に振る。みんな、ここからでていくんだ。でも噂長は猫なで声でみんなを誘う。

「ほら、アタシのうしろのスクリーンが光り輝いているでしょ。みんな、こっちにいらっしゃい。順番におうちに帰してあげるわ」

　クラスメイト達は状況を判断しかねているようで、教室後方からこちらを窺うかがっている。ハナさんや中なか村むらさん、フネにエンジン、ジーズ、草そう一いち、声をだせないコトリが必死に廊下に誘導しているため、教室にいる生徒はやっと半数を切っていた。ただ、廊下にでた生徒も教室の様子を窺おうとして離れてはいないようだ。噂長が苛いら立だったようにいう。

「ハナチャン、ゆかりちゃんいいの？　生徒達をこっちに集めないと、あなた達が大好きなハルオ君の首をポキッとやっちゃうわよ」

　ぼくはだいじょぶだ！　とは、声になってでてくれなかった。

　ハナさんもコトリも血の気の失うせた顔でこちらを見ている。緊張感が教室を覆おおっていた。誰だれもなにもいえないような空気だ。その沈黙を破ったのは、ハナさんだった。

「新しん藤どう先生、いえ、噂長。田た中なか君にひどいことしたら、ハナが許しません！」

　ハナさんの初めて聞く大声だった。

「ハナチャンがアタシになにができるの？　うふふふふふっ」

　噂長の狂った笑いを遮るように、精鋭達が叫んだ。

「ギャルゴ様に手をだすな！」「ギャルゴ様が何したっていうんだ！」「体罰はやめろ！」

　草一とフネも叫ぶ。

「僕達のヒーローを倒しちゃ駄目です。ギャルゴくん頑張って」

「噂長やめろ！　滅めつ多たなことしたら時効は25年でも、おれは一生許さないぜ」

　事態についてこれてないバスローブの桑くわ島しまだけが、勘違いしてることをいう。

「田中はあんまり目立つ生徒じゃないけど、マボチューには必要なやつなんだ。ヘイ、先生なに怒ってるかわからないけど、掃除当番一週間くらいで勘弁してあげてよ」

　噂長が呆あきれたようにいう。

「なんなの。ハルオ君のことを好きな男の子もこんなにいるわけ？　不純だわ」

　息が苦しくてぼくの頭に充分に酸素がまわっていないのだろう。霞かすむ視界でコトリを見た。

　声にならない口を必死に動かしながら、歩いてくる。

　はるおくん、はるおくん、はるおくん。

　噂そん長ちようが喚わめく。

「ゆかりちゃん、これ以上近づいたらダメよ。愛するハルオ君が死ぬところなんてみたくないでしょ。さっさとみんな教室からでなさい。ハルオ君はアタシだけのものなのよ」

　みんなわかっていた。教室からでたら、ぼくの息の根は止められ、そのあと無事にもとの世界に帰してもらえるかわからないということに。ぼくの身を案じて祈るようにこちらを見ながら声を上げてるみんなの姿に、不覚にも泣きそうになった。地伝を解決してきて、こんなに誰だれかに応援されたことはなかった。みんなのまえで無様に負ける姿を見せたくはない。負けるわけにはいかない。でも、どうすればいいんだ？

　もう、いよいよ意識が途絶えそうだ。なにも考えられない。夢のなかにいるようだ。

「ほら、スクリーンは輝いているわ。今、現実世界とこの異世界が繋つながっているのよ。みんなおいで」

　誰もが動けない状況で、みんなの視線がぼくと噂長の上に流れたのに気づいた。首を固定され、全く動かせないぼく。みんなの視線の先を追うように噂長は振り返ったようだ。

　そして、つぎの瞬間。爆発的に喉のどに息が押し寄せてきた。なぜか噂長が吹っ飛んでいた。



「ゴホッ、ぐほっ、はぁはぁはぁ」

　呼吸をすることに専念する。地面に膝ひざをついたぼくの目前に、噂長と対たい峙じしている二つの影。その背中。つっぱり棒を二刀流で持つ見慣れたツインテールの少女と、ぼくのジャージを着た長身の女性だった。二人が振り返った。

「修羅場になったら、あたしも登場するっていってたでしょ」

「ワンワンワン！」

　ぼくは足元に落としていた物もの干ほし竿ざおを掴つかみ、立ちあがった。

「ライム！　かま子こ！」

「やっとこっちの世界にこれた。しかも早速戦闘ってわけなのね……アレが噂長なんだ」

　ライムの声は凜としたものだったが、頬ほおには涙が流れたような一筋の線が見えた。

「ライム、泣いたのか？」

　それでライムの感情が爆発した。

「だ、だって、真ま魅み先生があなたとのバリ４の通話中に回線が切れちゃったっていうんだもん。真魅先生もアタシもキャンディちゃんもすごい心配したんだから」

「ワン！」

　噂長がもそもそと立ちあがる。スクリーンから飛びだしてきたライムのつっぱり棒に後頭部を殴られたようだ。噂長は頭を押さえながら、しかし、優雅に見える仕草で髪に手ぐしを入れる。噂そん長ちようがいう。

「うふふふっ、ツインテールのチビに人間になった犬の登場ね。あら、またハルオ君のことを好きな女がこの場に増えちゃったわね」

「あ、あたしは、別にそういうんじゃないもん。だって、その、地伝を解決する仲間だから、きたっていうか」

　こんな場面でライムはあたふたしてる。なにやってるんだか。場違いな発言をすることに関しては、この場に居あわせたなかで断トツのイケメンバスローブがなにかいった。

「ヘイ、田た中なか。ツインテールのプリティなガールが着てるのは、まや女子の制服じゃないか？　そっかそっか、田中はまや女子の女の子のナンパに成功したんだな。ハハッ、田中のまわりにはかわいい子が集まってくるんだな。田中の何番目のガールフレンドなんだ？」

「桑くわ島しま、バカも休み休みいえ。ライムはそんなんじゃないよ。なあ、ライム」

「えっ。そ、そうだね。あたしは、ガ、ガールフレンドじゃないもんね……うん、ないもんね」

　ライムの歯切れが悪い。あれほど望んでいた修羅場に登場してきたのに。

　ソフト部の乱闘では誰だれよりも大暴れするライムのことだから、修羅場のような激しい戦闘や諍いさかいには、なにがなんでも駆けつけたいと思ってくれたんだよな。頼りになるぜ。



　スクリーンの光が萎しぼんでいく。噂長がプチ神隠しの地伝の力をコントロールしたようだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「これ以上、誰だれかがやってきても困るわ。どうせ、みんなをもとの世界に帰すのはやめたんだし、プチ神隠しの地伝の効果はいらないわ」

　ぼくは助すけっ人との二人に伝えた。

　今の噂そん長ちようには物もの干ほし竿ざおで殴っても効かない、口のなかが唯一の弱点だってことを。声にしてわかったけど、誰かの口の中に攻撃するって、普通抵抗があるよな。噂長相手に禁忌みたいなものは感じなくなっていたけどさ。

　たったそれだけを話し終えた時には、噂長が突っ込んできていた。やつの狙ねらいがぼくから、かま子こに流れたようだ。流星のような速さで正面から駆けてくる噂長のタックル。かま子がそのまま地面にダウン。

「ワンしかいわない韋い駄だ天てん娘は邪魔なのよ。ワンじゃなにいってるかわからないわ。脳みそチュウチュウすればなに考えてるか、わかるかしらね」

「キャンディちゃんに手をだすな」

　ライムが二本のつっぱり棒を瞬間的に伸ばした。その動作は空間に突如長い棒が二つ出現したかとさっかくするほどの速さだった。だが、噂長はかま子に馬乗りの姿勢のまま、つっぱり棒の先を二本とも手のひらで受け止める。

「アタシの顔をこんな棒で傷つけさせないわよ」

「ワン」

　かま子がバネのように上体を起こし、噂長の首筋に咬みつこうとする。噂長が顔をそらし、かま子の噛かみつきをさける。そこに飛び込んだぼくの膝ひざ蹴げりが噂長の端正な顔にヒットした。かま子の上から噂長は吹っ飛び、そのままスクリーンのない壁にぶつかり、大穴を穿つ。崩れたコンクリートのなかから鉄の骨組が見えた。これだ。

　ぼくは視聴覚室の壁に竿さおを立てかけるとすぐさま隣の教室まで消えた噂長を追いかける。



　噂長はコンクリの粉ふん塵じんを払って、なにごともなかったように立ちあがる。

　追撃が速いのはかま子だった。お返しのタックルは地を這はうような前傾姿勢から。かま子の頭が噂長の腹に突き刺さる。ただ、ダメージは五分五分だったようだ。そのままかま子と噂長は地面に転がる。先に起き上がったのは、噂長だ。

「この犬が！」

　ぼくに背中を向けた噂長。立ち上がろうとするかま子に拳こぶしを振り上げている。噂長の拳はダイヤの硬度を誇る大砲だ。

　ぼくも突進する。ただ、ぼくの速さでは、かま子を殴り倒してからでも充分対処できると思ってか、噂長はこちらに背中を向けたままだ。だがこちらにはチームプレーがあった。ぼくの背中にはライムのつっぱり棒が当てられ、それが一気に伸ばされる。

　加速度三倍のぼくは鉄の棒を噂長の顔を目がけて振り抜いた。それは崩れたコンクリのなかにあった骨組みの鉄の棒だ。物干し竿ではない棒は液体になったりはしない。

　ただ、噂長は地伝が三つになっても、反則なほど強かった。

　鉄の棒は噂そん長ちようの腕になんなく防がれ、まるで小枝のように折れた。一連の動作で、鉄の棒を防いだ腕の拳こぶしが突きだされ、勢いよく突進したぼくの腹にめり込んだ。ボディブローは胃そのものを吐きだしたくなるの地獄の苦痛だった。涙がでる吐き気に襲われ、教室の床にのたまった。「ワン！」ぼくの視界のなかで、かま子こは胸ぐらを掴つかまれ、壁に叩たたきつけられていた。息だけの鳴き声が口から漏れ、かま子はぐったりと倒れた。

　後方支援のライムが駆けつけてくる。耐え難い嘔吐感に胃液を垂らして這はいつくばるぼくは、ライムに声にならない叫びを上げた。

　きちゃだめだ！

　ライムはつっぱり棒を伸縮自在に扱えるという特殊能力があり、そのためリーチは長く、攻撃力は高いが、ぼくのように特別に身体能力が上がっているわけではない。防御力は常人並なのだ。でも、ライムは噂長からの攻撃をもらったら、まずいとよくわかっていて突っ込んできていた。両手に持ったつっぱり棒のうち一本を噂長に投とう擲てきする。噂長は手首の動作だけでこともなくそれを払った。余裕の顔。噂長とライムの距離はもう二メートル。ライムは伸ばしたつっぱり棒をフルスイングした。ライム自慢の一撃だ。硬球だったら百メートルは弾丸ライナーで飛んでいく無駄のない速さとパワーの込められたスイング。

　噂長はつっぱり棒の軌道を見切っていたようだ。手をかざし、スイングを受け止めようとする。ただ、噂長の背中にかま子がもう一度体当たりをかました。かま子の全体重としっかりとスピードの乗った一撃は、噂長のバランスを確かに崩した。つっぱり棒を受け止めようとした噂長の手が下がる。

　そして、がら空きの噂長の顔面にライムのスイングは炸さく裂れつした。



　噂長の膝ひざがガクッと折れた。噂長はそのまま床に倒れるかと思った。だが、その数瞬あとに、噂長は体当たりしてきたかま子の足首を掴んだ。そして、そのまま噂長に振りまわされたかま子の身体がライムに重なった。かま子そのものを武器にしたのだ。

　かま子を全身で受けたライムの細い身体がスローモーションの世界で音もなく舞った。そのままライムは床に倒れたというより、ただひたすら重力に素直なまま硬い床に落ちた。

　握力のない右手で腹を押さえ、ぼくは這うようにライムの側そばににじり寄った。飛ばされたあと、起き上がったかま子もライムの側に屈かがむ。ただ、かま子もフラフラのようだ。かま子は頭上に、噂長がほくそ笑んでいるのに気づいていなかった。

　かま子危ない！　それすらいえる間はなかった。噂長は缶かん蹴けりでもするように前足を振り抜くと、かま子の身体はジェット風船のような勢いで壁にぶつかり、天井の表面をパラパラと崩すと、空気の抜けた風船のように天井の真下のリノリウムの床に倒れた。

　ぼくはよほど噂長を強く睨にらんだのだろう。噂長は悲しい顔なのに笑うような声でいった。

「つぎはハルオ君の番よ。そもそも、物もの干ほし竿ざお使いのハルオ君の左手も右手のように潰つぶしちゃえば、物干し竿で地伝を解決できないし、この世界で誰だれもアタシのことを倒せるやつはいなくなるわね」

　噂そん長ちようが舌なめずりしてやってくる数歩。ぼくは後あと退ずさった。ライムやかま子こをやられた怒りが、本能的な恐怖に負け、後退ってしまったのだ。振り返ると、視聴覚室への壁は崩壊を続け、人が二人楽に通れるほどになっていた。ほとんどのクラスメイト達たちは逃げれたようだ。フネと中なか村むらさんの姿だけがチラッと見えた。ぼくがよほど情けない顔をしていたのだろうか。みんなの顔は不安に覆おおわれていた。

　ぼくは視聴覚室の壁に立てかけた物もの干ほし竿ざおを掴つかむ。でも噂長はぼくが物干し竿を持っても、なんら脅威だとは感じていないのだろう。余裕の足取りで迫ってくる。噂長は叫んだ。

「ハルオ君、痛いのは一瞬で済ませてあぁげぇるぅわぁああ」

　駆けだした噂長の狂気に満ちた突進は、大気圏を通過した隕いん石せきのようなものだった。燃えるような噂長の身体がまばたき一回の速さでやってくる。そんな一瞬で、ぼくの脳が一つの答えをだした。

　ぼくは噂長に勝てない。

　唯一噂長を倒せる可能性を持つぼくがそう思ってしまうことこそが、この異世界にきて初めての真の絶望だった。ぼくの脳が望みを絶ったのだ。

　それでも振りかぶった竿さおで噂長をぶん殴ろうと思った。噂長の身体に触れれば液体となって溶ける無為な攻撃だ。でもそんなことどうでもいいって、もう作戦とか、戦略とか、チームプレーとかどうでもいいって、いう声がした。相手の士気を奪い、やけくそにしてしまうほど噂長は、とにかく、ただただ強かった。

　ぼくと噂長の距離が三メートルもなくなったほんの刹せつ那な。噂長の瞳ひとみがぼくからほんの少し逸それたような気がした。ぼくはひどく頼りない武器に思える物干し竿を振った。いや、振る寸前。構えた竿の先になにかがぶつかった。反射的に見た。

　はるおくん、まけないで。

　形のいい唇が動いて、聞こえないはずのコトリの声を聞いた気がした。竿にぶつかったのはコトリだ。竿に触れた瞬間、コトリは痺しびれたように膝ひざから崩れていく。

　あれ？　なんでコトリが物干し竿にぶつかってくるんだ。

　噂長の悲鳴が教室に響く。それで意味がわかった。

　コトリが物干し竿にぶつかるということは、コトリの歌沫姫うたかたひめの地伝が解決されるということだ。それによって、噂長の起こしてる地伝の数は上書き睡眠とプチ神隠しの二つのみ。

　そして、ぼくは恐ろしい事態に気づいていた。

　コトリは自分の身がどうなるのかもわからないのに、噂長を少しでも弱くするために自ら進んで犠牲を払った。倒れたコトリは起き上がる気配どころか、ぴくりとも動かない。



「ハルオくぅぅううぅん！」

　噂長の自慢の足は、ロングストレートを走るフォーミュラカーからチーターの徒競走くらいに落ちていた。噂長が決死の表情で、ぼくを捕まえようと飛んでくる０コンマ数秒。ただ、ぼくが物干し竿をスイングするのにかかる時間は０コンマ１秒。

　さよなら噂そん長ちよう。おまえの狂った心を今度こそ消し去ってやる。

　瞬間ばあちゃんの予言がよぎった。地伝を二つ以上起こしている噂長には絶対勝てない。でもその予言は外れている気がした。ぼくは噂長に勝てる気がした。いや、負ける気がしなかったのだ。ははっ、同じ意味かな。

　渾こん身しんの力で振り抜いた物もの干ほし竿ざおの先端が噂長の胸の上、鎖骨の辺りを強打した。手て応ごたえなんて確認するまでもなかったのかもしれない。噂長の身体の奥から爆発したように黒い風が巻き起こり、すぐさま風は凪なぎ。噂長は無風のなかの落ち葉のように、ゆっくりとその場に倒れた。

　痛みも悲しみも喜びも怒りも淋さびしさも50年の疲れも全すべて含んだような声で、いった。

「……アタシを倒してくれてアリガト」

　噂長は眠るように目を瞑つぶった。いつのまにか倒れていたライムとかま子こは起き上がっていた。打撲や擦り傷は無数にありそうだが、ひとまず無事のようだった。

　ぼくは起き上がる素振りも見せないコトリのもとに走った。最悪の想像が頭のなかを巡っていた。コトリの身になにかあったのでは、噂長を倒してもとの世界に帰れたって、なにもよくないんだ。

　

　そして、コトリを抱き起こした時。視聴覚室からやってきたジーズの声を聞いた。

「ギャルゴ様やばいですよ。プチ神隠しのスクリーンがなくなってますよ」

　

　この異世界があの世に辿たどり着くまで、ジャスト24時間。

　エリアスと妃き唯いは未いまだ行方不明。

　まだ現実世界に帰れないぼく達たち。

つづく



    

  
    
      


　　あとがき



　読者の皆様またお会いできてうれしいです！　比ひ嘉がでーす。

　ギャルゴ五巻がでました！　ワーイ、ワーイ。

　読者の皆様のおかげです。本当にありがとうございます！

　いきなりなんですが、謝罪と報告があります。



　まず、一ヶ月延期してしまってすみません　ここはタイトル同様、感嘆符を五つつかってもしっかり謝りたいですっ。



　では報告なんですが、ギャルゴは五巻で完結する予定だと前巻のあとがきで、おいら（比嘉の一人称）はしっかり書きました。はい、書いちゃいました。

　ですが、様々な複雑な事象が絡み、事情が変わってしまい、ギャルゴはまだ続くことになりました!!　ヤッター！　おいらはとってもうれしいです。

　なので、つぎこそクライマックスを迎えることになります。

　ギャルゴの応援引き続きよろしくお願いしまーす！

　

　絵師の河かわ原はら恵けい様。今巻も自分の原稿の進捗状況が大変遅れていたせいで、厳しいスケジュールのなか、メッチャ素敵な絵を描いてくださってありがとうございます！　女の子達たちがすごく可愛くて、ハッピーな気持ちですっ。

　とっても迷惑をかけた編集担当の児こ玉だま様、誤字脱字だらけの原稿を確認していただいた校正様、ギャルゴ五巻の出版にかかわってくれた多くの皆さん、そして書店様に心の底から感謝です。



　それにギャルゴ五巻を買っていただいた読者の皆様にとびっきりの感謝です。

　読者の皆様、では六巻でお会いできることを楽しみにしてます。



比嘉智とも康やす



    

  
    
      

　著者

　比嘉智康（ひが・ともやす）

　　１９８４年生まれ。北海道在住。

　　本シリーズの一作目『ギャルゴ！！！！！地方都市伝説大全』で、第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞＜∧優秀賞＞∨受賞。

　　好きな食べ物は小粒納豆です。

　　嫌いな食べ物は大粒納豆と挽き割り納豆です。

　　好みって紙一重ですねー、としみじみ思っちやったりしてる今日この頃でした。



　イラスト

　河原恵（かわはら・けい）

　　福岡県出身　Ａ型

　　好：‥ロングの髪　牛　犬　親子丼

　　嫌：‥イクラ　ウニ

　　ＨＰ：‥ＰＥＴ ＳＨＯＰ

　　http://kobe.cool.ne.jp/riverboa/
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